


















































































アルジャン・カレール

～革命の英雄、或いは女王の菓子職人～〈下〉




著者　野村美月

イラスト　マニャ子












電子版　ファミ通文庫






本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




第五話　菓子職人と伯爵令嬢の許されない恋の真実

第六話　無駄がお嫌いな将軍閣下と菓子職人のこぼれ話

第七話　おしゃべりな劇作家が無口な菓子職人に名前を呼んでほしいだけの小話

第八話　クライスラー会議の踊る菓子職人

あとがき







































[image: ]

「わたし、子供ができたの」

　年が明け、フロリア国の王都パリゼでは、雪が降る日が多くなった。

　ラヴィアンローズ宮殿の美しい主あるじは、さらりとそう発言したあと、金の縁ふち取どりのある大輪の薔ば薇らの絵柄のカップに注がれたあたたかなチョコレートに、薔薇色の焼きメレンゲをつけて口へ運び、幸せそうににっこりした。

「美お味いしい……この焼きメレンゲ、天国の厨ちゆう房ぼうで焼いたみたいに軽くて、つい食べすぎてしまうわね。形もこれまでの焼きメレンゲと違って、すごくエレガントで、薔薇色のさざ波のようだし、色も可か愛わいくてロマンチックだわ。あなたの真ま似ねをして、円えん錐すいの絞り袋を使って焼きメレンゲやクッキーを作ったり、クリームで飾りつけをしたりするのが、パリゼのお菓子屋さんパテイスリーで流は行やっているそうよ」

「……らしいな」

　衿えりを立てた白いコックコートに、縦にしゅっと伸びた白いシェフハットをかぶり、給仕をしていたアルジャンは、別にかまわんという顔で答える。

　高価な装そう丁ていの本が壁一面にぎっしりと並び、窓に金銀の糸で鳥や花を刺し繡しゆうした緞どん子すのカーテンがかかり、毛足の長いふかふかの絨じゆう毯たんが敷きつめられ、陶器やクリスタルの置物で埋もれた女王の私室には、この時間、アルジャンと彼女の二人きりしかいない。

「ねぇ、アルジャン」

「……なんだ」

「わたし、さっき、子供ができたと言ったのだけど」

「そう聞こえた」

　無ぶ愛あい想そうに答えると、薔薇色のドレスをまとい、明るい薔薇色の髪かみを金色のリボンで結い上げた、〝パリゼの賢き薔薇〟こと、フロリアの女王ロクサーヌは、にこやかに、

「驚おどろいたり焦あせったりしても、いいのよ」

「驚いたり焦ったりする理由がない。姫さんが、くだらない男を選ぶはずがないし、子供が生まれても、姫さんに育てられるなら立りつ派ぱな大人になるだろう」

「信用してくれてありがとう」

　がっかりしている顔で、ロクサーヌがつぶやく。

「わかっていたけれど、ちょっとくらいサービスしてくれても……お菓か子しはこんなに甘いのに、本人は全然甘くないわ」

　と、ぶつぶつ言っていたが、

「……で、俺は出産祝いの菓子を作ればいいのか」

　アルジャンが尋ねると顔を上げて、大輪の薔薇のように、あでやかに、晴れやかに笑った。

「いいえ、まずは結婚祝いのお菓子をお願い。わたしではなくて、わたしの娘が、春にシーザリオ公国の大公妃になるのよ」




　　　◇　◇　◇




　翌日。

　アルジャンは、ラヴィアンローズ宮殿の客間サロンで給仕をしていた。

　大きな板ガラスの窓から、きらきらとまぶしい光が射し込み、広々とした庭園を見渡せる部屋には、天鵞絨ビロードを張ったゆったりした長なが椅い子すや、脚や縁に豪ごう奢しやな彫刻をほどこしたテーブルが、いくつも置かれている。そこでおしゃべりに興きようじているのは、繊せん細さいなレースや、光沢のあるリボンをふんだんにあしらったドレスや、大粒の宝石で作ったイヤリングや首飾りで、華やかに着飾ったご令れい嬢じようや令夫人たちだ。




　――女性の情報収集力と人脈は、馬鹿にできないものよ。




　とロクサーヌは日頃から言っており、女王主しゆ催さいのお茶会は、定期的に開催されていた。

　今日は、その常連である伯はく爵しやく家の姫君の結婚報告を兼ねた、特別なお茶会だ。

「おめでとうございます、シュゼット様」

「わたしたちのお友達が、シーザリオ公国の大公妃になられるなんて、なんて名めい誉よなことでしょう」

「シーザリオ公国は、才能のある若い芸術家を大勢招いて援えん助じよしている、文化の息吹があふれる美しい国だそうですわ。海運が盛んなお国ですから、きっと異国の珍めずらしいものがたくさんありますわね」

「シュゼット様が、フロリアとシーザリオを結ぶ架かけ橋はしになられるなんて、本当に素晴らしいですわ。大変なお役目ですけれど、シュゼット様なら、美しさもご教養もフロリアの女性の代表として申し分ありませんもの」

　お茶会の出席者たちから、次々とあたたかな祝いの言葉をかけられた女王の娘のシュゼット嬢は、

「ありがとうございます」

　と、控ひかえめに答えた。

　銀色の髪に水色の瞳のほっそりした、儚はかなげな雰ふん囲い気きのある美しいシュゼット嬢は、エルブランシュ伯爵の長女で、ロクサーヌよりひとつ年上である。

　が、子供のいないロクサーヌの養女として、春にシーザリオ公国に嫁とつぐことが決まっている。

　もともと〝女王のお茶会〟は、情報収集の他に、他国の王侯貴族や実力者と縁えん戚せき関係を結べそうな、若く美しく品格のある娘を探す目的もあった。

　婚こん姻いんによる外交は、処刑された元王妃の実家であるバッハルム王家のお家芸で、それをロクサーヌも真似たわけである。

　若いロクサーヌ自身にも即位後、国の外からも内からも縁談が山ほど持ち込まれた。

　が、




　――わたしは国家と結婚しております。なので重婚はできませんわ。




　と威厳と茶目っ気を兼ねそなえた笑顔で宣言し、これは極めて賢明な判断であると、〝パリゼの賢き薔薇〟の評価は高まった。

　しかし、他国に嫁ぎ、同盟を強化するための妙齢の女性は必要である。そこで養女を迎えたのだ。

　お茶会に集う美しい令嬢たちの中から、さらに厳選を重ねて、今回選び出されたのが、エルブランシュ伯爵令嬢シュゼット・イレーヌ・ド・エルブランシュ姫だった。

　エルブランシュの白しら百ゆ合りと呼ばれる、しとやかで気品ただよう美び貌ぼうは、以前から宮中でも有名で、はじめはフロリアから持ち込まれた縁談に乗り気ではなかったシーザリオの大公も、フロリアの外交官からシュゼットの肖像画を見せられて、すっかり心を奪うばわれてしまった。

　実物はさらに美しいとささやかれ、このフロリア産の白い百合の花を貰もらい受うけることにしたという。

　昨年末、婚姻の取り決めのためにフロリア国を訪れたシーザリオ公国の外交官も、シュゼットに対面し、フロリアの外交官の言葉に噓うそ偽いつわりはなかったことを、興こう奮ふんとともに報告した。実物は肖像画の倍以上もお美しく、お心ばえもお優しく、控えめで聡明で、大公妃にこれ以上ふさわしいかたはいないと。

　それを聞いた大公は、春の婚礼を心待ちにしているという。

「シュゼット様のお輿こし入いれが決まって、がっかりしている殿との方がたが、フロリアに大勢いらっしゃるのではありません？」

　と、どのテーブルも、シュゼットの話題でもちきりだ。

「そうですわね、特にバタイユ伯爵は、シュゼット様にたいそうご執心でしたから」

「毎日二十通もお手紙を届けて、シュゼット様のお誕生日にナスタシア皇国の皇こう后ごう様が所有されていたダイヤモンドの首飾りをプレゼントしようとして、丁てい寧ねいにお断わりされたそうですわ」

「まぁっ、皇族に縁ゆかりのお品だなんて国宝級じゃありませんか！　お値段も国宝級だったでしょうに」

「きっと今頃は、首飾りを抱きしめて泣いてらっしゃるわね」

　アルジャンはテーブルを回り、焼きたてのヴァニラのスフレの上に薔薇の香りのチョコレートをかけながら、無表情で彼女たちの話を聞いている。

　シュゼットはロクサーヌの隣となりで、祝いを言いにやってくるご婦人たちに慎つつましく受け答えする以外、目を伏せて黙っている。

　アルジャンが、小さな丸い陶磁器につめた、ふわふわのヴァニラのスフレの上に、鍋なべから、とろりとしたチョコレートを金のスプーンですくってかける間も、アルジャンのほうを見ようとしなかった。

　アルジャンが他のテーブルへ移動し、シュゼットから離れると、一瞬だけ視線をそっとあげて、儚げな水色の瞳でアルジャンのほうを見た。

　が、アルジャンと目があうと、頰ほおをわずかにこわばらせ、細い肩を小さく縮ちぢめて、また目を伏せてしまった。

「……」

　アルジャンも視線をそらし、仕事を続ける。

　おしゃべりに興じるご婦人たちは、あたたかなチョコレートが、薔薇の香りを振りまきながらヴァニラのスフレの表面を破り、その奥へとろとろと流れ込んでゆくのを、

「まぁ、美味しそう」

　と手を叩いて眺め、立ちのぼる薔薇とチョコレートとヴァニラの、気高く甘い香りにうっとりし、小さな金のスプーンですくって口に入れるなり、

「なんて軽やかなスフレなんでしょう」

　と感嘆した。

「本当に、まるで天使の吐息のよう」

「口の中で、こんなにすっと溶けてしまうなんて」

「薔薇の香りも素敵！　苦いチョコレートと甘いヴァニラを、高貴な薔薇の香りがふわりと包む瞬間がたまりませんわ。最高の贅ぜい沢たくですわ」

　と褒ほめちぎる。

　それから上品な笑顔をアルジャンへ向け、

「わたくし、女王様のお茶会で、あなたのお菓子をいただくのが楽しみなんですのよ、カレールシェフ」

「わたくしもですわ！　女王様の菓子職人でなければ、カレールシェフにわたくしの屋や敷しきへ来てほしいくらい」

「まぁ、そのときは、わたくしが真っ先にあなたを雇やといたいわ！　カレールシェフ！」

　ご婦人たちの言葉に、失礼にならない程度に慇いん懃ぎんに答えながら、アルジャンは自分の役目を淡々とこなす。

　シュゼットのほうへ、またそっと視線を向けるが、彼女は目を伏せたままアルジャンが作ったスフレを食べていた。

　その様子は、春に結婚を控えた花嫁にしては、憂うれいがただよっていた。




　　　◇　◇　◇




　お茶会の後かたづけをすませて王宮をあとにし、馬で楽園通りの店へ戻りながら、アルジャンはエルブランシュ伯爵の令嬢について、考えていた。

　これまでロクサーヌが主催するお茶会で、何度か彼女と会っている。

　が、言葉を交わしたのは、お茶会ではじめて顔をあわせたときのたった一度きりだ。




　去年の秋のはじめ――。

　そのときシュゼットは、どこの話の輪にも加わらず、一人で長椅子にぽつりと座って肩をすぼめてうつむいていた。

　アルジャンが、




　――なにかお取りしましょうか。




　と尋ねると、うつむいたまま薄い肩をさらにきゅっとすぼめ、耳をよくすまさなければ聞こえないほど、儚げな小さな声で、




　――では、あの……梨なしのタルトを一切れ……いただけますか。




　と言ったのだった。




　――……かしこまりました。




　アルジャンが長い銀のナイフをすっと動かし、タルトを丁寧に切り分け、金の縁取りをした白い皿に載のせる。

　その間もシュゼットは、アルジャンのほうを見てはいけないというように目を伏せていた。

　そうして、誰かに自分の言葉を聞かれるのを恐れているように、ますます消え入りそうな声で、言った。




　――お元気で……いらっしゃいましたか。




　アルジャンが金色のスプーンで薔薇のソースとカスタードのソースをすくって、皿に大輪の華を描きながら、




　――……はい。




　と答えると、




　――よかった。




　頰をこわばらせたまま、吐息のような声でつぶやいた。

　アルジャンが『そちらは……？』と独り言のようにつぶやき返すと、すくめた肩をぴくりと震ふるわせ、泣きそうな顔で、




　――はい。こちらも、みんな……。わたくしも、お父様も……。




　たったそれだけで。

　そのあとすぐに、ご婦人たちがやってきて、まぁ、シュゼット様ったら、どうしてこんなに隅すみっこに、お一人でいらっしゃるの？　あちらで、みんなでおしゃべりしましょうと、シュゼットをにぎやかなほうへ連れて行った。

　以来、シュゼットはアルジャンに話しかけてこないし、アルジャンのほうから言葉をかけることもなかった。

　多分この先も。

　冬はまだ続いていて、日が落ちるのも早く、通りはすでに薄暗い。パリゼの街のあちこちに植えられたアーモンドの木々も、今はまだ花も葉もなく、茶色の枝を寒々と広げている。

　春になれば淡いピンク色の花をつけ、街を明るく彩いろどるのだろう。

　ひらひらと舞い落ちる花びらが、アルジャンの頭の中を、ふとよぎったが――。

　考えても仕方のないことだと自じ戒かいし、淋しげに震える木の枝から目をそらした。




　　　◇　◇　◇




　その数日後――。




　アルジャンの店の常連で、悩める劇作家のオーギュスト・ラ・グリューは、またしても次の公演の脚本につまって、うんうん唸うなりながら、昼さがりの楽園通りを歩いていた。

　今話題の題材といえば、なんといってもエルブランシュ伯爵令嬢シュゼットの輿入れだ。女王の養女として異国の大公の花嫁になる美しい令嬢に、パリゼの市民は大きな憧あこがれを寄せている。

「だからおまえさんは、外国の王子様に嫁ぐ美しい令嬢の、ハッピーエンドの喜劇を書くんだ、オーギュスト。そうすれば、客が大勢押し寄せること間違いなしだ！」

　と、コメディ・エトワールの支配人は厳命した。

　劇団の女優たちも、

「そうよ、外国の王子様の花嫁になるなんて、素敵！　女の夢よね。あたしにぴったりの脚本を書いて、オーギュくん」

「なに言ってるの、令嬢役はあたしよ」

「ええっ、この劇団で一番シュゼット嬢路線なのは、あたしでしょう」

　と早くも主役を巡って火花を散らしあい、シュゼット嬢になりきるべく、言こと葉ば遣づかいや仕草がやけにしとやかになったりした。

　が、オーギュストは筆がまったく乗らない。

（だいたい国同士の政略結婚に、ハッピーエンドなんてありえるのか？　現実はシビアなものさ。能天気なハッピーエンドなんて、噓っぱちじゃないか？）

　末っ子とはいえ子し爵しやく家の令息で、政略結婚の実態を知っているだけに、劇団の団員たちのように夢は抱けない。

　そんなわけで、頭を抱えながら楽園通りの片隅にあるアルジャンの店の近くまできたとき。

（あれ？）

　店の前をうろうろしている妙齢の女性を見かけた。

　一月の空はかすかに青みがかった灰色で、綿毛のような雪がちらついていた。

　女性は縁に銀の毛皮のついたマントのフードをおろし、目立たないようにしているが、内側からただよう気品は隠しようがなく、ただ立っているだけでなんともいえない風情があり、オーギュストの視線を引きよせた。

　フードの下からちらりと見える肌の白さや、顎あごや口元の端たん麗れいさにも、俄が然ぜん好奇心をかきたてられる。

　もともとオーギュストは、清らかな雰囲気の女性に弱い。メリエール修道院のソフィーへの片想いも続行中で、店の前にいる女性は、オーギュスト好みの清せい楚そ系だった。

　しかも、いい家の令嬢のようなのに、供も連れずに一人で買い物に来るなんて。それにあんな風に中の様子をうかがいながら、うろうろしているなんて、これは絶対わけありだ！

　そうなるともう、脚本のネタになるのではないかと見過ごせない性分で、オーギュストは雪の下にたたずむ美女に近づいてゆき、紳しん士し的てきに声をかけた。

「失礼、お嬢さんマドモワゼル。あなたも、こちらのお菓子のファンですか？」

「！」

　女性がびくっと肩を震わせ、顔を伏せて立ち去ろうとするのを、さりげなく前に移動して止め、屈くつ託たくなく、

「僕もこの店の常連で、店主とはもう十年来の友人なんですよ。お一人で入りにくければ、僕がご案内しましょう」

　と申し出る。相手は『十年来の友人』のところで、一瞬動きを止めた。

　が、すぐにまた、

「あ、あの、わたしは……ちょっと通りかかった、だけで」

　と去ろうとする。

（今、店主の友人って言葉に反応した！　彼女はアルジャンの知り合いなんだ。やっぱりわけあり？）

　あの堅物のアルジャンに、若い女性が思いつめた様子で会いに来るなんて。これは引き下がるわけにはいかない。

「さぁ、遠えん慮りよせずに」

　ドアを開けて、後ろから品よく押しやってしまう。

　といっても店は猫の額ひたいほどの狭さで、女性を中に入れてしまうと、オーギュストはドアの外から顔しか入れられなかったのだが。

　肝かん心じんのアルジャンは留る守すにしているようで、カウンターで店番をしていたニノンが、

「アルさんはお城へ行っていて、そろそろ戻ってくる頃です」

　とあどけない声で説明した。

　鳶とび色の髪をお下げにしたニノンは、アルジャンが同居して面めん倒どうを見ている少女だ。

　ニノンもまた、フードで顔を隠して困ったようにうつむいている女性客が気になるようで、

「こちらのお客様は、オーギュさんのお知り合いですか」

　と尋ねた。

「いや、今、店の前で会ったんだ。アルジャンのお菓子のファンらしい」

「ありがとうございます。今日はなにをお求めになられますか」

　アルジャンのファンと聞いて、ニノンが嬉うれしそうににっこりする。アルさんのお菓子は世界一ですと、ニノンは普段から言っている。

「わ、わたし……」

　女性がしきりにドアをほうを見る。そこはオーギュストがふさいでいるので、出たくても出られないのだろう。

　オーギュストは笑顔で、

「アルジャンのお菓子の中で、なにが一番お好きですか？　最近人気なのは、やっぱり焼きメレンゲですね。劇団の女性たちにも受けが良くて。あ、僕、きらめき通りのコメディ・エトワールで脚本を書いているんです。オーギュト・ラ・グリューといいます。今、ちょうど僕が書いたお芝しば居いの公演中なので、ぜひ見に来てください。事前におっしゃっていただければ、良い席をおとりしますから」

　と、身を乗り出してしゃべりまくる。

「わ、わたしもう……」

　女性がたじたじとして顔を上に向けたとき、フードの下から細い銀色の髪がこぼれ、顔も一瞬だがはっきりと見えた。

（シュゼット嬢！）

　パーティーで遠くからだが、見たことがある。

　エルブランシュの白百合という呼び名がぴったりだと、溜息が出るほど清らかな美人で。その晩は自宅の屋敷に戻ってからも、しとやかで美しい姿を繰くり返かえし思い出して夢ゆめ心地ごこちで。

　あんな美女が、二人もいるわけがない！

　彼女は、今話題のエルブランシュ伯爵令嬢だ！

（シーザリオ大公の花嫁になるシュゼット嬢が、なんだってあんな思いつめた様子で、アルジャンの店をのぞいていたんだ！）

　想像以上の展開に動どう揺ようしながら、

（まてよ、エルブランシュって――）

　オーギュストの脳裏に、アルジャンとシュゼットを繋つなぐ、ある重要な出来事が閃いたとき。

　アルジャンが裏口から厨房に現れた。

　外から戻ってきたばかりなので、黒い外がい套とうを羽は織おっている。肩にも、銀色の髪にも、うっすらと雪がかかっている。

　シュゼットはアルジャンが入ってくるなり、肩を小さく揺らした。

　アルジャンのほうも、シュゼットを見て眉根を寄せる。灰色がかった青い瞳に一瞬浮かんだのは、確かに驚きだった。

　が、アルジャンはすぐに鉄の仮面をつけたような無表情になり、

「……いらっしゃいませ。ゆっくり御ご覧らんになっていってください」

　低い声で素っ気なくつぶやき、厨房の中にある階段から二階の自室へ、足音を立てずに上がっていった。

　シュゼットは体をこわばらせ、哀しそうに目を伏せている。

　唇くちびるを引き結び、辛つらそうだ。

　そうして――薔薇色のリボンを結んだ箱入りのメレンゲ菓子をひとつ買って、帰った。

　オーギュストは、

「雪が降っているので、馬車を呼びましょう。僕も劇場へ行くついでがあるので、よかったら送らせてください」

　と食い下がったが、うつむいたままそれを断り、

「途中で馬車を拾いますので」

　と、雪の中を淋しそうに歩いていった。

　儚げな背中や、貴婦人のお手本のようなしとやかな歩き方を、もどかしい気持ちで見送って店へ戻ると、アルジャンが白いコックコートに着替え、縦にしゅっと伸びたシェフハットをかぶって、階段をおりてきた。

　オーギュストは、カウンターにいるニノンの横から身を乗り出し叫んだ。

「アルジャン！　きみはシュゼット嬢とどういう関係だい！　あのそらぞらしい雰囲気はただごとじゃなかったよ！　シュゼット嬢は、きみに会いに店へ来たんじゃないのかい？　帰してもよかったのかい？」

　ニノンがびっくりして、オーギュストを振ふり仰あおぐ。

　アルジャンは得意のしかめ面をしてみせるかと思いきや、無表情のまま、

「……ただの客と、どういう関係だと訊かれても困る」

　と答え、調理台の上にナイフや泡立て器を並べはじめた。そうなるともう、アルジャンの口を割らせるのは無理だった。




　　　◇　◇　◇




　翌日。

　アルジャンの留守を狙って、オーギュストは店へやってきた。カウンターで店番をしていたニノンに向かって、

「あの二人は、ずばり恋しあっている」

　と、昨日から延々考えて出した結論をぶちまける。

　ニノンは目を丸くして、

「ええっ、アルさんと、昨日いらした、ものすごくお綺き麗れいなお客様がですかぁ！　こ、恋しあっているって、アルさんが、こ、こ、恋っ？」

　とうろたえ、頰を赤くし、おろおろしていたが、

「確かに……アルさんは昨日あれから様子がおかしくて。八つに切り分けるはずの林りん檎ごのケーキを十二個分も切ってしまったり、カボチャのパイの端を焦こがしたり、お砂糖をとかしていたお鍋に、氷水で手をひやすのを忘れて、そのままうっかり指を入れてしまって唸ったり……」

　と、自分も心当たりがあることを打ち明けた。

　アルジャンがうっかり指を火傷やけどした場面はぜひ見たかったと思いながら、オーギュストもますます確信する。

「やっぱり！　あのアルジャンがそこまで動揺するなんて、恋をしている以外に考えられないよ。相手は、もちろんシュゼット嬢だ」

「で、でも、アルさんは、あのかたのことは知らないって」

「そこだよ！」

　と、オーギュストはニノンの鼻先を指さし、得意満面で言った。

「アルジャンが、シュゼット嬢を知らないはずはないんだ。ロクサーヌ女王のお茶会で顔くらいは見ているだろうし、あんな美人を一度でも見たら忘れるわけがない。なによりもアルジャンは、シュゼット嬢の命の恩人なんだ」

「どういうことでしょう」

　ニノンが身を乗り出す。

　オーギュストは、アルジャンの軍人時代の伝説を話してきかせた。

　ベルガー帝国と和平協定が結ばれる半年前の、聖歴一八〇八年の十一月。

　エルブランシュの城がベルガー帝国の軍勢に囲まれて絶体絶命の危機にある中、バルトレオン将軍は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　このまま冬に突入すれば、エルブランシュ城がベルガー軍に占せん拠きよされるのは目に見えていたが、兵力の差はいかんともしがたかった。

　が、バルトレオン将軍の〝銀の猟犬〟は、将軍の撤退命令を無視して突進し、それに引きずられた他の兵士たちも、これに続いた。

　このときのアルジャンの戦いぶりは、凄すさまじいものだったと伝わっている。

　一頭の馬で稲妻のごとく敵の中央を突破し、その小銃から放たれた弾丸は敵の司令官の眉み間けんを雷音の轟とどろきとともに撃ち抜き、振るった剣先は電光石火の速さで閃き、数えきれないほどの敵兵の喉のどや胸から血しぶきを上げさせ、ベルガー帝国の軍勢は、〝電光石火のカレール〟一人の活かつ躍やくで、総崩れになったと。

　フロリア軍は奇跡の逆転勝利をおさめ、エルブランシュ城は守られた。




「その城に、シュゼット嬢もいたんだよ！」




　革命のあと、貴族の多くは外国へ亡命したが、エルブランシュの領主は時流を読むのに長たけており、早くから革命政府を支し持じしていた。

　また飢える領民たちに、私財を投じて無料でパンを配るなどして慕したわれていたため、革命後も領土を維い持じし家族も城に残っていたのだ。

　それでいてバルトレオン将軍がロクサーヌを擁よう立りつし、王政復古を宣言すると同時に、王党派につくというしたたかさを見せた。

　ベルガー帝国の軍勢が撤退したあと、エルブランシュの城ではバルトレオン将軍とその兵士たちをねぎらう祝勝会が催もよおされた。

　一番の功労者のアルジャンが、エルブランシュの城主の娘であるシュゼット嬢と対面していないはずがない。

　また、自分を救ってくれた若い勇者に深窓の令嬢が心惹ひかれてしまうことも、命がけで守った令嬢の美しさに勇者が魅み了りようされてしまうことも、じゅうぶんありえる。

「二人は、そのとき恋に落ちたんだよ！　間違いない！」

　オーギュストの頭の中に、ロマンチックな場面がすらすらと浮かんでくる。

　敵の軍勢に囲まれ、怯おびえる令嬢。

　味方が撤退をはじめ、もうダメだと思ったそのとき、一人の勇者が敵を蹴け散ちらし、城を守ってくれた。




　――一体、勇者様は、どんなかたかしら。わたしからもお礼を申し上げたい。




　戦勝祝いの宴うたげで胸をときめかせる令嬢の前に、孤独な雰囲気をまとった銀色の髪の青年が現れる。

　彼がとても若く、自分とそう変わらない年齢であることに、令嬢は驚く。




　――あなたが、この城を守ってくださったのですね。アルジャン・カレール様。心から感謝いたします。




　勇者もまた自分を優しい瞳で見上げてくる、白い百合の花のような美しい令嬢に心惹かれる。




　――いいえ。か弱き者を守るのが、新しい国民軍の務めです。




　表面は素っ気なく答えるが、内では令嬢への想いが燃えはじめていて、戸と惑まどっている。

　そしてにぎやかな宴席を抜け出し、令嬢がバルコニーで一人想いにふけっていたとき、そこへ勇者も同じように人ごみを避さけてやってくるのだ。




　――カレール様。




　――シュゼット嬢。




　星明かりに照らされたバルコニーで、見つめあう二人。

　予期せぬ偶然が、二人の心に火をつける。




　――カレール様、わたしは、先ほど広間でお目にかかったときから、カレール様のことが……。




　――俺も、一目であなたに魂たましいを奪うばわれてしまった。俺のことは、アルジャンと呼んでくれ。




　――わたしのことも、どうかシュゼットと。




　令嬢を抱きしめようとして、直前でその手を止める勇者。この白百合のように清らかな女性を、大事にしなければならないと、自分を強く戒いましめる。




　――シュゼット。戦いくさが終わり国が平和になったら、必ずきみを迎えに、この城へ戻ってくる。そのときは、俺の妻になってほしい。




　――はい、わたし、いつまでも待っておりますわ。




「そんな風に、二人は約束を交わしあったんだ」

「素敵です」

　オーギュストが即そつ興きようで語ってみせたアルジャンとシュゼットの恋のはじまりに、ニノンはぽーっとしている。













　オーギュストも、冬の夜にバルコニーなんかでしゃべっていたら寒くて歯の根があわないんじゃないかとか、アルジャンがそんな甘ったるいことを言うかとか、そうした些さ末まつなことは、すっかり吹き飛び、自分の妄想に酔いしれている。

「けど、ベルガーとの間に和平協定が結ばれて戦争が終わったあと、アルジャンは軍を退役して、菓子職人になってしまった。軍人ではない菓子職人の自分では、城主の姫の婿むこにふさわしくないと身を引いたんだ」

「そ、そうだったんですね」

　ニノンが涙ぐむ。

「アルさんなら、そういうことしそうです」

「だろう！」

　と、オーギュストは声をはずませる。

「シュゼット嬢は、今でもアルジャンを想っているんだよ。アルジャンだってそうさ」

　でなきゃ、あの憎たらしいくらい冷静な男が、煮えた砂糖に指を突っ込んで火傷したりはしない。

「で、でも……シュゼットさんは、春が来たら外国のお殿様のお嫁さんになってしまうんですよね」

　と、ニノンが哀しそうにオーギュストを見上げる。大きな目に、また涙がじわーっと浮かぶ。オーギュストの話を聞いて、アルジャンの身分違いの恋に、小さな胸を痛めているようだった。

　オーギュストが熱く語る。

「だから、それを僕らが阻そ止しするんだよ。恋人たちの味方になって、この運命的な恋を成じよう就じゆさせるんだ」

　そんなありえないハッピーエンドを現実で見ることができるなら、この先一生喜劇を書き続けてやろうじゃないかと、すっかり盛り上がっている。

　そうさ、この恋を成就させて、僕はそれを脚本に書く。

　噓うそじゃない本物の純愛、本物のハッピーエンドだ！

「協力してくれるかい、ニノン」

「はい。アルさんのためなら」




　　　◇　◇　◇




　オーギュストは早速その夜、シュゼット宛てに手紙を書いた。

　今朝までスランプだったのが噓のように、甘い愛の言葉がペン先からすらすらと流れ出てくる。




　――きみを思い切るために、どれほどの苦しみを味わったかわからない。きみにとっても、俺を忘れることが幸せだと信じていた。




　――けど、きみが海の向こうの遠い国で、本当に俺の手の届かない高貴な存在になろうとしている今、ようやく気づいた。たったひとつのこの真実の恋を、失うことなどできはしないのだと。




　我ながら名文だ！　これなら若い女の子はうっとりして胸がいっぱいになり、感激のあまり泣いてしまうだろう。

　自画自賛し、最後に、

『アルジャン・カレール』

　と差出人の名を記す。

　その手紙をニノンに託たくし、シュゼットが滞在しているエルブランシュ伯爵のパリゼの別邸に持ってゆかせる。

　ニノンのお使い中は、オーギュストが店番をしていた。

　ラヴィアンローズ宮殿から戻ってきたアルジャンはカウンターで、

「ありがとうございました！　またおこしください。美しいマダム！」

　と、客のご婦人を送り出しているオーギュストを見て、思いきり顔をしかめた。

「……おまえさんを雇った覚えはないんだが。ついに脚本家をクビになったのなら、他で仕事を探せ。ニノンはどうした」

「恋のお使いへ行っているよ」

　今日はアルジャンの皮肉も気にならない。すましてそう答えると、アルジャンはさらに眉根を寄せた。

「なにを言っているんだ」

　そこへお下げを揺らしたニノンが、頰を真っ赤に染め、目を輝かせて、店のドアから入ってきた。

「オーギュさん！　シュゼットさんが、お手紙のお返事を書いてくれました！」

　厨房でアルジャンが剣けん呑のんな表情で睨にらんでいることに気づいて、ニノンの顔から笑みが消える。

　急におどおどし、上目遣いでアルジャンをうかがう。アルジャンに怒られるのではないかと心配しているようだった。

「僕がニノンに頼んだんだよ。きみの手紙をシュゼット嬢に届けてほしいって。手紙を書いたのは僕だけど、ニノンは知らなかったんだから責めないでおくれ」

　するとニノンは首を、ぷるぷる横に振った。

「いいえ、わたし、アルさんが書いたお手紙じゃないって、知ってました。でもアルさんの役に立ちたくて」

　手紙を胸の前できゅっと持って、鼻の頭を赤くしたまま健けな気げに言う。

「……」

　アルジャンがしかめっ面で黙っていても、頑がん張ばって続ける。

「そ、それに……シュゼットさんのお屋敷に、オーギュさんが書いたお手紙を持っていったとき、最初は門番の人に『帰りなさい』って言われて、お手紙を受けとってもらえませんでした。けど、わたしがお屋敷の周りをうろうろしていたら、シュゼットさんのお使いのメイドさんが来て、裏口からこっそり入れてくれたんです。

　それで、シュゼットさんは、お部屋でわたしと会ってくれました。わたしが、

『アルさんのお使いで、シュゼットさんにお手紙をもってきました』

　って言ったら、シュゼットさんは泣きそうなお顔をされて、お手紙を受けとって、その場ですぐに読んでくれました。

　お手紙を読まれているときのシュゼットさんも、やっぱり泣きそうなお顔をされていて、お手紙を持つ手も、ちょっとだけ震えていました」

「……」

　ニノンの言葉を、アルジャンは黙って聞いている。アルジャンの頰は険けわしくこわばったままだ。

　オーギュストはドキドキしながら、ニノンが語るシュゼットの様子に耳を傾かたむけていた。

　僕が書いた手紙は、シュゼット嬢の気持ちを動かすことができたんだろうか。

　泣き出しそうな儚げな瞳で手紙を読む、美しい令嬢の姿が目の裏に浮かぶ。

「お手紙を読み終えるとシュゼットさんは、そのお手紙を胸に抱きしめて、しばらく目を閉じてらっしゃいました」

「それ本当かい？」

　オーギュストの声が明るくなる。

「はい」

　ニノンがこくりとうなずく。

　アルジャンはまだ黙っている。

「シュゼットさんは、すぐに返事を書くので待っていてくださいと、わたしにおっしゃいました」

「……」

「それで、本当にすぐに、このお手紙を書いてくださって、『店長さんに届けてくださいね』って。優しく言ってくれて」

「……」

　ニノンが白い封書を、両手でアルジャンのほうへ差し出し、真剣に見上げる。

「シュゼットさんは『店長さんに』って言っていました。だから、このお手紙はアルさん宛てです。受けとってくださいっ」

「そうだよ、アルジャン、読むべきだよ」

　オーギュストも力を込めて言う。

　ニノンの話から察するに、シュゼットの心証は悪くないはずだ。

　事情があって離れ離れになった恋しい人から手紙が届いて、切なさと嬉しさの間で揺れていたのだろう。

　そういう言動だ。

（きっと手紙には、アルジャンへの恋心がしたためられているに違いないよ。ああいう控えめでおだやかな女性ほど、内面は激しいものだから）

　でなきゃ結婚を控えた令嬢が、一人でアルジャンの店へ来たりしない。

　アルジャンは不ふ機き嫌げんそうな顔つきでカウンターのほうへ歩いてくると、オーギュストを押しのけた。

　カウンター越しにニノンから手紙を受けとり、その場で封を開く。

　中は便せんが一枚きりで、それを広げて目を通す。

（もし駆け落ちの誘いなら、僕が力になろう）

　オーギュストがそんな覚悟を決めて、ニノンと一緒に見守っていると、アルジャンが視線を上げた。

　便せんを、封ふう筒とうごと無む造ぞう作さにオーギュストに押しつける。

　がさりという音がして、オーギュストの胸に手紙があたった。

「よ、読んでもいいのかい！」

　声を上うわ擦ずらせたあと、アルジャンの気が変わる前に急いで手紙を受けとり、文面に目を走らせる。




『ご親切な貴方あなた様へ




　遠い国へ嫁ぐわたくしへの、あたたかなお心遣いに感謝いたします。

　この身は非力ですが、祖国の名を辱はずかしめぬようお役目をはたしたいと、心から願っております。

　三月には嫁ぎ先へ向かいますが、その前にアーモンドの花が咲くのを見ることができれば嬉しく思います。

　どうか、貴方様もお元気でお過ごしください。





わたくしより』






（え……これだけ）

　丁寧で他た人にん行ぎよう儀ぎな文章だった。

　想いあう恋人らしい記述も、恋を匂わせる言葉も、どこにもない。

　宛名と差出人の名前もぼかしてあって、万が一誰かに見られてもなんの問題もない、ただの挨あい拶さつ状じようだった。

　真実の恋も、ハッピーエンドも、かけらもない。

　オーギュストの表情から、ニノンもあまりよい内容ではないと察したのだろう。頰をこわばらせる。

「これでバカな妄想は吹き飛んだだろう」

　アルジャンがオーギュストから手紙を奪い、二枚に引き裂いた。びりっと冷たい音がし、さらに細かく千ち切ぎって、屑くず入いれに落とす。

（そんな……）

　茫ぼう然ぜんと立ちつくすオーギュストに、

「……俺がエルブランシュの令嬢とどうにかなることなんて、絶対にありえない」

　と険しい顔で断言し、アルジャンは足音を立てずに、二階の自室へ上がっていった。

　ニノンが、

「なにが書いてあったんですか？　オーギュさん」

　と尋ねたが、オーギュストは舞ぶ台たいのど真ん中で台詞せりふを忘れて立ち尽くす役者になったように、途と方ほうにくれてしまった。




　　　◇　◇　◇




　その夜。

　劇場の楽屋で新作の脚本を書きながら、オーギュストはアルジャンとシュゼットについて、まだ悶もん々もんと考えていた。

（店で顔をあわせたときの二人の様子は、絶対になにかありそうだったのに）

　シュゼットは切なそうな目をしていて、アルジャンは感情を抑えているような無表情だった。

　脚本は一向に進まない。

「こんな能天気なハッピーエンドなんて、やっぱり噓っぱちじゃないか」

　書きかけの紙をくしゃくしゃと丸めたとき。

「オーギュくん、客席にすっっっごい美人がいるわよ。気分転てん換かんに、ちょっと来てみなさいよ」

　と劇団の看板女優の一人であるマノンが、興奮して知らせにきた。

　あれほどの美人は、今後の参考のために、ぜひ見ておくべき、絶対オーギュくんの好みだからと、上演中の舞台の袖まで引っ張ってゆかれて、そこから客席をのぞく。

「ほら、あの五列目の一番端の。あんな綺麗な銀色の髪、はじめて見たわ。それにものすごく上品そうで、清らかな感じ。今、話題のシュゼット嬢みたい。ひょっとして本人だったりして。あははは、まさかね」

　マノンの言葉を、オーギュストは口をぽかんと開けて聞いていた。




（まさかじゃない。シュゼット嬢本人だ）




　何故、彼女が客席に？

　確かに、コメディ・エトワールで僕の脚本が上演されているから見に来てほしいと言ったけれど。本当に来るなんて！

　ちょうどコミカルなシーンで、役者の滑こつ稽けいな言い回しに、客席から、どっと笑いが起こった。

　いつも、この擦すれ違ちがいの掛け合いのシーンは、客が沸わく。劇の見せ場のひとつだ。

　けど、シュゼットは少しも笑っていなかった。

　美しい瞳を憂いでいっぱいにして、哀しそうに唇を結んでいる。白い頰はこわばったまま動かない。

（ここ、笑うとこなのに……なんであんな哀しそうな顔をしているんだ）

　客席から連続して笑いが起こる。

　なのにシュゼットだけは笑わない。

　眉根を寄せ、ますます切なそうな哀しそうな表情になってゆく。

（笑って楽しんでもらうための、喜劇なのに……っ）

　自分の作家としての力の足りなさが悔くやしくて、情けなくて、歯を食いしばっていた。




　　　◇　◇　◇




　観客の拍手と歓声の中で幕がおりるなり、オーギュストは裏口から劇場の表の出入り口へ早足で向かった。

（シュゼット嬢が芝居を見に来てくれたのは、僕が、アルジャンの友達だと言ったからじゃないのか？　やっぱりアルジャンのことを気にしているからじゃないのか？）

　あんな儀ぎ礼れい的てきな返事を見せられて、すっかり力が抜けていたし、アルジャンからも今度こんな馬鹿なことをしたら、店への出入りを禁止すると釘をさされた。

　けど、あんなに哀しい淋しい顔で喜劇を見られたら、見過ごしになんかできない！

　外套も羽織らず外へ出たため、体が凍りつきそうだった。吐く息が真っ白だ。明かりに照らされた出入り口から、客がぞろぞろと出てくる。みんなすっきりした楽しそうな顔をしている。

　その中に、フードのついたマントに身を包んでうつむくシュゼットがいた。

　オーギュストが立っているのと反対の方向へ、ひっそりと歩いてゆく。昼間ならともかく、シュゼットのような若い令嬢が一人歩きする時間ではない。馬車を拾うのだろうか。その前に声をかけなければと、駆け寄ろうとしたとき。

　路ろ地じから外套を着た男が出てきて、シュゼットに近づいた。シュゼットになにか声をかけたようで、シュゼットがそちらを見た瞬間、相手のほうへがくりと倒れ込んだ。

（！）

　男が慣れた様子で、シュゼットを路地に引き摺り込む。

　オーギュストは夢中で走った。路地をのぞくと、シュゼットを抱えて走ってゆく男の背中が見えた。

　一人ではなく、もう一人いる！

　路地の出口に馬車が止めてあって、男たちはシュゼットを連れたまま、それに乗り込み、走り去った。

　馬車の紋章に見覚えがある。

（あれはバタイユ伯爵の馬車じゃないか？）

　シュゼットに恋い焦がれて国宝級のダイヤを贈って丁寧にお断りされたという、偏へん執しゆう狂きようじみた男だ。

（大変だ！　シュゼット嬢が危ない）
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　アルジャンが店を閉め、厨ちゆう房ぼうで明日の菓か子しの仕込みをしていると、裏口のドアが激しく打ち鳴らされた。

　顔をしかめてドアを開けると、オーギュストがこの真冬に外がい套とうも着ずに立っていて、紫色の唇くちびるで叫んだ。

「アルジャン！　シュゼット嬢じようがバタイユ伯はく爵しやくにさらわれた！　憲けん兵ぺいはすぐには動いてくれないし、こんなことが噂うわさになったらシュゼット嬢の名めい誉よに関わる。シュゼット嬢を一緒に助けてくれっ！」




　　　◇　◇　◇




　アルジャンはコックコートとシェフハットを脱ぎ捨てながら階段を駆けのぼり、外套と小銃を持って戻ってくると、外套をオーギュストに投げつけて、着るように言った。

　自分はシャツ一枚で小銃を肩からさげて裏口から出てゆくのを見て、オーギュストも外套に袖を通しながら、外へ出て、裏に回る。

　アルジャンはすでに馬にまたがっており、オーギュストが手を伸ばすと、その腕を無言でつかんで引き上げ、自分の前に騎き乗じようさせた。

　そのまま雪が舞う夜の通りを、馬で疾しつ駆くする。

　氷の粒が混じった風が顔や耳にあたって、皮ひ膚ふが裂けそうに冷たい。オーギュストは外套を着ているだけマシで、アルジャンはもっと寒いだろう。

　けど、目を鋭く光らせ、険けわしい表情を浮かべたアルジャンは、寒さなど感じていないように、まっすぐに馬を走らせている。

　蹄てい鉄てつの音が闇やみに響き、風が唸うなる。

　まるでアルジャンは銀色の猟犬だった。

〝電光石火〟と呼ばれたその勇姿を、去年の夏、アルジャンが街道の盗とう賊ぞくを退たい治じしたときに一度だけ見たことがある。だけど、あのときより、もっと真剣で険しい顔をしていて、急いでいた。

（シュゼット嬢のことを心配しているんだ）

　オーギュストの胸も、不安で押しつぶされる。

（大丈夫、バタイユ伯爵はシュゼット嬢を女神みたいに崇あがめていたって聞くから、きっといきなり乱暴な真ま似ねをしたりはしない）

　そう祈いのりながら、シュゼットの結婚が決まって追いつめられた伯爵が、これ以上の強攻策に出る可能性もあり、焦あせりは高まる一方だった。

　バタイユ伯爵の屋や敷しきに辿たどり着つくと、オーギュストは表の門を叩き、自分は子爵家のものだが女王の使いで、当主に会いにきたと告げた。

　金髪に優しげな顔立ちで、育ちの良さそうなオーギュストを、対応に出た執しつ事じも門前払いできなかったようで、

「こちらへどうぞ」

　と中へ通した。

　オーギュストの背後では、深い闇の中を、雪が静かに舞っている。風が吹いている他に物音はしない。

　オーギュストは心の中でつぶやいた。

（頼んだよ、アルジャン！）




　　　◇　◇　◇




　オーギュストが屋敷に入るのを確認し、肩から小銃をさげたアルジャンは塀へいを軽々と乗り越え、屋敷に侵入した。

　鋭い目で窓を眺め、三階のバルコニーに面した日当たりのよい部屋の明かりがついているのを確認し、木をつたってバルコニーまで行き、耳をすます。

　中に人のいる気配がする。

「それ以上、近づかないでください。わたしは春にシーザリオ公国に嫁とつぐ身です」

「だから、その前に私と懇こん意いになっていただければ、シーザリオになど行かずにすむではないかっ。女王の使いが来ている、急がなければ」

　焦る男の声が聞こえたとたん、アルジャンはナイフを装着した銃口でガラス戸を殴なぐった。

　ガチャン！　という音が響き、ガラスの欠片かけらが部屋に散らばる。

　手を突っ込み鍵かぎを開け、ドアを開く。

　冷たい雪が部屋の中に吹き込み、カーテンが大きくひるがえる。

「だ、誰だ！」

「！」

　寝台に膝ひざをついてシュゼットににじりよっていたバタイユ伯爵らしき男が、ひきつった顔で叫び、シュゼットが息をのんだ。

　アルジャンは無言のまま、バタイユ伯爵の顎あごを銃床で突き上げるようにして殴り倒した。

「ぐふっ！」

　伯爵が寝台から転げ落ちる。

　助けを呼ぼうとするのを、また銃床を、今度はみぞおちの中心に思いきり突き立てた。

「ぐ！」

　伯爵がカッと目をむき、そのあとがくりと首を横に向け気絶する。

　手て加か減げんしなかったので骨が折れたかもしれない。目覚めたら痛みにのたうつことになるだろうが、同情はしない。

　屋敷の人間が来る気配がないのは、伯爵が少々物音がしても誰も来るなと命じたせいだろう。

　が、早めに去るに越したことはない。

　シュゼットのほうを見ると、無言でしがみついてきた。

　よほど恐ろしかったのだろう。震ふるえる肩が華きや奢しやで儚はかなげで、うなだれた首筋も細くて真っ白で。

「……」

　薄い背中や小さな頭を撫なでそうになって伸ばした手を、アルジャンは途と中ちゆうで止めた。

　ひっそりと目を伏せ唇を引き結び、広げかけた手をぐっと握ったあと、感情を抑えた低い声でささやいた。

「……もう少し我が慢まんしてくれ」

　そうして、シュゼットの手をとってバルコニーへ出た。

　首に腕を回して背中におぶさるように言い、彼女を背負ったまま木をおりる。そこから正門へ行き、シュゼットを連れて屋敷の外へ出ると、先にオーギュストが馬車を拾って待っていた。

「ガラスが割れる音が聞こえたからね。きみが彼女を無事に見つけたんだと思って、早々に辞じ去きよしてきたんだ。僕のほうはいくら待っていても、当主とは会えそうになかったからね」

　と、小さく笑う。

　アルジャンは素っ気なく言った。

「……おまえさんにしては上出来だ」




　　　◇　◇　◇




　そのあと。

　オーギュストはシュゼットを気き遣づかいながら自分と一緒に馬車に乗せ、アルジャンは馬で、オーギュストの屋敷まで同行した。

　シュゼットは憔しよう悴すいしており服も汚れていたため、一度オーギュストの家で保護したほうがいいと判断したのだった。

　グリュー家に代々仕えている有能な執事にシュゼットの着替えと、あたたかい飲み物を用意させ、シュゼットの家へも使いを出す。

　すべての手配を終えて、ようやく安あん堵どしてアルジャンのほうを見ると、居い間まの長なが椅い子すには座らず、シャツの上に外套をマントのように羽は織おり、無表情で立っていた。

「シュゼット嬢のところへ行ってあげたらどうだい。迎えが来るのは、もう少しあとだろうから。きみが近くにいたほうが、彼女も安心するんじゃないのかい」

　そっと尋ねると、感情を見せないまま低い声で、

「……いや、いい」

　と答え、灰色がかった青い瞳にわずかに憂うれいを浮かべた。

（僕がシュゼット嬢がさらわれたって知らせたとき、迷いもせずにシェフハットをはずして、コックコートを脱ぎ捨てたのに）

　シュゼットのことを特別に思っていなかったら、あんなに必死にはなれないんじゃないか？

　今も、彼女のことを心配しているようなのに。

「シュゼット嬢は、きみの大切な人なんじゃないのかい？　アルジャン」

　怒られるとわかっていても黙っていられず、オーギュストはつめよっていた。

　雪の中を、あんなに険しい顔で夢中で馬を走らせて、それくらい大切な人なんじゃないのか？

「迎えが来たら、シュゼット嬢と話す機会なんて、もう永久にないかもしれない。今しか想いを伝えられないかもしれないのに！」

　なんで僕が、泣きそうになっているんだ。

　こんな頑がん固こな男のために、こんなに声を張り上げて。

　そのときアルジャンが、静かな目でオーギュストを見おろしたまま、つぶやいた。




「……オーギュスト」




　はじめてまともに名前を呼ばれて、オーギュストはぎょっとした。

　今、僕の名前を、呼んだよね？

　空耳？

　返事をしそこねていると、アルジャンはオーギュストと視線をあわせ、ぶっきらぼうな低い声で。




「……彼女のことを、知らせてくれてありがとう」




　オーギュストはますます仰ぎよう天てんし、動どう揺ようした。

（お、お礼を言った！　アルジャンが、僕に、ああああありがとうって――）

　あまりのことに、声が出ない。

　なんとか、

「と、当然だろう」

　と絞り出す。

　友達じゃないか、という言葉を飲み込んだのは、また泣きそうになってしまったからだった。

（なんだい、誤ご魔ま化かして）

　アルジャンはじっと窓のほうを見ている。

　その眼差しが、哀しそうに舞ぶ台たいを見ていたシュゼットの眼差しと重なって、オーギュストはますます喉のどをつまらせた。

（頑固もの、馬鹿、格好つけ、鉄仮面）

　心の中で、思いきり悪あく態たいをついて――けど、アルジャンがあんまり静かな目をして窓の外に降る雪を見ているから、声が出ない。

　淡く舞う雪を見つめるアルジャンの横顔を、涙目で睨にらみながら、オーギュストもアルジャンと一緒に黙っていた。

　どれくらいそうしていただろうか。

　エルブランシュ邸ていに出した使いが戻ってきて、一緒にシュゼットの父親のエルブランシュ伯爵の来訪が、伝えられた。

　銀色の髪かみの品のある男性が、青ざめた顔で現れる。

　彼がエルブランシュ伯爵に違いなかった。その顔を見たとき、オーギュストは胸がざわめくのを覚えた。

（アルジャンに……似ている？）

　銀髪だから？

　いや、顔立ちもどことなく似通っている。

　伯爵がアルジャンを見て、ハッとしたように顔をこわばらせる。

　幽霊でも見たような驚おどろきようだった。

　アルジャンは無表情に伯爵を見返している。

「……」

　すると伯爵は、慌あわてたように目をそらし、

「私の娘はどこだろう」

　と尋ねた。

　そこへ父親が来たことを知らされたシュゼットが現れる。

　父親とアルジャンが同じ部屋にいるのを見て、シュゼットも動揺したように目を見開いた。

　それから父親のほうへ歩み寄ると、その胸にすがりつくようにして飛び込み、腕に額ひたいを押しつけ、

「カレールシェフが……わたしを助けてくださったんです」

　と掠かすれた声で言った。

　エルブランシュ伯爵がシュゼットを抱き寄せる。先ほどそらした視線を、ぎこちなくアルジャンのほうへ向ける。

　伯爵の前に立っているのは、伯爵やシュゼットと同じ銀色の髪の青年で。

　こうして三人がそろっているところを一緒に眺めると、エルブランシュ伯爵だけでなくシュゼットにも、どことなくアルジャンと共通点があるように見えた。

（アルジャンは、自分はパリゼの下町の子だくさんの貧乏家庭の出身だって言ってた。だから食べるために兵士になったんだって。でも――まさかっ）

　胸のざわめきが、ますます激しくなる。

　軍人時代、アルジャンが一度だけバルトレオン将軍の命令に背そむいたことがある。

　エルブランシュの城を取り囲むベルガー帝国の軍勢に、一人無む謀ぼうな突進をした。

　それは奇跡の逆転劇を生んだ勇者の、勇ゆう敢かんな逸いつ話わとして伝わっている。




　けど――。




　もしかしたら、そのときアルジャンを駆り立てたのは、勇敢さとか、戦士の誇ほこりとか、フロリアの国を守るためとかではなく、ただエルブランシュの城を――その中に取り残された人たちを――自分と同じ髪の色をした彼らを、救いたかっただけだったのでは。

　シュゼットの危機に一瞬の躊躇ためらいもなくコックコートを脱ぎ捨てたように。

　考える前に、突進していたのでは。

　何故ならアルジャンは、エルブランシュ伯爵の――。

　オーギュストの中で、推測が確信に変わったとき。

　エルブランシュ伯爵がようやく口を開いた。アルジャンに向かって、苦しそうに掠れた声で伝える。

「我々を二度も助けてくれて、心から感謝する」

　アルジャンは淡々と答えた。

「礼を言ってもらう必要はない。俺は、そのときすべきことをしただけだ。あのときも、今度も……」

　伯爵が頭を下げる。オーギュストにも、またあらためて礼にうかがうことを伝えて、シュゼットの肩を抱いて去ろうとしたとき。

　シュゼットがふいに振り向いて、なにか切せつ羽ぱ詰つまった想いのこもる儚げな瞳で、アルジャンを見た。

「カレールシェフ、あなたには……想うかたはいらっしゃいますか」

　銀色の髪のシュゼットと、銀色の髪のアルジャンが、見つめあう。

「……自分の心しん臓ぞうのように想う相手ならいる」

　静かに答えるアルジャンの灰色がかった青い瞳に、シュゼットの水色の瞳と同じ淋しげな光がにじんでゆく。

　シュゼットが泣きそうな顔で、つぶやく。

「そのかたは、幸せですね」

　目をうるませ、前へ向き直り、父親と一緒に出て行った。

　見送るアルジャンの瞳が、無ぶ愛あい想そうに見えてどことなく切なげなのを、オーギュストは胸が張り裂けそうな気持ちで見ていた。




　　　◇　◇　◇




　そして――。

　遠ざかってゆく銀色の髪の父娘の背中を、アルジャンは、かすかな胸の痛みとともに見送る。

　物心ついたときは、パリゼの下町の貧しい家にいた。

　大勢いる兄妹も、父親も、母親も、髪の色は茶色か黒で、一家の中でアルジャン一人だけが銀色の髪をしていた。

　父親が、兄妹の中で自分ばかり殴ったり蹴けったりするのは、きっとそのせいだとアルジャンは思っていた。

　母親はアルジャンを表立っては庇かばってくれなかったが、父親がいないときにこっそり怪け我がの手当てをし、アルジャンをぎゅっと抱きしめ、がさがさした頰をアルジャンの頰へすりつけ、

「可か哀わい相そうに」

　と、つぶやいていた。

「おまえは本当に、不幸せな、不ふ憫びんな子だねぇ」

　と、アルジャンの頰を涙でぬらしながら。

　兄妹たちも父親の真似をして、アルジャンを突き飛ばしたり小こ突づいたりしたので、アルジャンはいつも一人で遊んでいた。

　毎日、道の片隅にしゃがみ込んで、遠くにそびえる白と金色のラヴィアンローズ宮殿を見上げては、夕日を浴びると薔ば薇ら色に染まるその城の絵を、木の枝で地面に描いていたら、近所の偏へん屈くつな老学者に声をかけられたのだった。

　子供の絵に対して、そこの柱はそんな風じゃない、そんな形じゃ屋や根ねをささえられない、壁もおかしいといちゃもんをつけ、

「ちゃんとした建物の図面を見せてやる」

　と、図書館へ連れて行ってくれた。

　子供はうるさいから嫌いだが、おまえは静かだからそばにいても邪じや魔まにならないと、老人は言った。

　以来、彼の図書館通いのお供をするようになり、ときどき菓子をもらった。

　粉砂糖を振った揚げ菓子か、砂糖衣をかけたアーモンドケーキで、それを食べるのがアルジャンの幸せだった。




　アルジャンが八歳の春。

　その日は、街道のアーモンドの木に、満開のアーモンドの花が咲いていた。

　ピンク色の砂糖衣をかけたような木々が、青空の下に何本も何本も並び立ち、薄いピンクの花びらがひらひらと風に舞っていた。その根本で白い砂糖衣のかかったケーキを食べようとしたら、木の後ろで知らない女の子が泣いていた。

　女の子はアルジャンと同じ銀色の髪をしていた。

　アルジャンが顔を出して、どうしたのかと尋ねると、びくっとして、それからアルジャンの髪を見て、ひどく慌てて、

「犬においかけられて、転んでしまったの」

　と、おずおずと答えた。

　綺き麗れいな服が泥だらけで、真っ白な膝から血がにじんでいた。アルジャンは女の子の手を引いて川へゆき、そこで傷を洗ってやった。

　服も、洗せん濯たくをすれば綺麗になると慰なぐさめて。そのあと二人で砂糖衣のかかったアーモンドケーキを半分こして食べた。

「あのね、わたしにはお兄さんがいるって、お父様が執事と話しているのを聞いたの。だからわたし、お兄さんに会ってみたくて、馬小屋で働いている男の子に頼んで、ここまで連れてきてもらったのよ。でも、その子が犬に吠えられて逃げちゃって……」

　女の子は、乳う母ばが捜しに来て帰っていった。

　革命が起きたのは、その年の八月だった。

　老いて寝込むことが多くなっていた学者と母が暴動に巻き込まれて亡くなり、アルジャンは父に捨てられた。

　臓ぞう物もつ屋やの主人に拾われ、家に住まわせてもらう代わりにただ働きをする間、甘い菓子を口にすることは一度もなかった。

　最後に食べた菓子は、あの女の子とわけあったもので、アルジャンはその日のことを、ときどき思い出していた。

　乳母が女の子を「シュゼット様」と呼んだことや、「明日はエルブランシュのお城へ帰るのですから」と言ったことや、女の子が語っていた「お兄さん」のことや、自分と同じ髪の色のことを。




　二度目に女の子に会ったのは九年後――エルブランシュの城だった。

　美しく成長した彼女は、アルジャンのほうへ今にも駆け寄りたそうな目でじっと見ていたが、話しかけてくることはなく、白く清らかな顔に哀しみをいっぱい浮かべていた。

　それは彼女の父親も同じで、彼女と同じ銀色の髪をしたエルブランシュの領主は、アルジャンに礼を述べるとき、苦しそうにアルジャンを見つめていた。そのあとはアルジャンを避さけているようだった。

　アルジャンが軍を退役し、パリゼの菓子屋パテイスリーで修行を積み、女王の菓子職人としてお茶会で給仕をするようになってから、また彼女に会うようになった。

　が、彼女がアルジャンと視線をあわせるのを怖がっているように見えたので、アルジャンも彼女のほうを見ないようにし、知らないふりをしていた。




　そんなアルジャンに、去年の秋、ロクサーヌが突然尋ねた。

「エルブランシュ伯爵の令嬢に、良い縁談があるのよ。あなたはどう思う？　アルジャン。この話、進めてもいいかしら」

　高価な装そう丁ていの本と、雑多な美術品に埋もれた女王の私室で、カスタードクリームと小麦粉を粥かゆ状じように固めてカラメルソースをかけたフランを「ぷるんとしていて美お味いしい」と幸せそうに口に運んでいたのが、急にスプーンを置いて聡明な表情でアルジャンを見上げ、そんなことを言った。

　アルジャンはお茶のお代わりを、薔薇の花の絵を焼きつけた金の縁ふち取どりのカップに注ぎながら、

「……俺に尋ねることではないだろう」

　と、素っ気なく答えた。

「姫さんが良い縁談だというなら、本当に良い話なんだろう。令嬢が承しよう諾だくすれば問題ないんじゃないか」

　するとロクサーヌは、ますますじっとアルジャンを見て、

「あなたが嫌だと言ったら、話さないこともできるけど」

「それも俺が意見を述べることじゃない」

「そう」

　ロクサーヌは暗い顔でつぶやき、その件に関して、それ以上アルジャンになにも尋ねなかった。

　アルジャンもなにも話さなかった。




　　　◇　◇　◇




　バタイユ伯爵が、女王の養女であるシュゼットを誘拐した件は秘ひ密みつ裏りに処理され、バタイユ伯爵は女王の命により、家が傾かたむくほどの財産を国家に寄き贈ぞうさせられた。

「それくらいですませてあげるのだから、ありがたいと思ってほしいわ」

　と、ロクサーヌは眉をつり上げて怒っていた。

　そのあとで、ふっと憂いのにじむ眼差しになり、

「シュゼットになにごともなくて良かったわ。わたしの娘を、救ってくれてありがとう、アルジャン」

　と、どこか切なそうな笑みを浮かべた。

　アルジャンはやっぱり黙っていた。




　そして三月になり、シュゼットがフロリア国を出立する日が来た。




　　　◇　◇　◇




　その日は朝から雨だった。

　店の厨房で、アルジャンは鍋の中でぐつぐつ煮立った砂糖に、氷水で冷やした指を差し入れる。

　素早くすくいとった飴状の砂糖を、親指と人差し指でこねて状態を確かめ、火を消す。そうして右手にナイフを持ち、左手に紙を巻いて二本にまとめたフォークを握り、フォークの先にからめるようにして、飴あめをすくい上げた。

　淡い薔薇色の糸を引いて、飴がきらめく。

　目の高さまでいっきに持ち上げてはおろし、素早い指さばきでフォークを幾度も回転させ、繊せん細さいな砂糖の糸を紡いでゆく。

　一本の糸が、二本に、三本に――無数に――きらきらと落ちてゆく。滝のようになだれ落ちる甘い光を練り上げ、束ね、フォークをぐるぐると閃かせ、回し続ける。

　やがて、糸束のようにまとめると、今度はフォークとナイフを置いて、素手でひらべったく伸ばし、畳たたんで、捻ねじる。

　手の下で一秒ごとに変化してゆく飴を鋭い目で見おろしながら、まだ熱い糸束を、何度も伸ばしては畳み、捻っては伸ばし、また畳み、空気を含ませる。

　やがて淡い薔薇色の糸が、プラチナのような気品のある光沢を帯びはじめる頃、オーブンから、ケーキの焼ける甘い香りがただよってきた。




　　　◇　◇　◇




（お花……咲かなかった）

　シュゼットは哀しい気持ちで、屋敷の窓からアーモンドの木を見つめていた。

　朝からずっと外は薄暗い。アーモンドの木についた蕾は、冷たい雨の中ですっかり萎い縮しゆくしてしまい、固く閉じたままだ。

　もうじき迎えの馬車が、パリゼの屋敷を訪れる。

　それで港へ向かう。

　冬の最さ中なかの雪の日に、アルジャンがバタイユ伯爵から助けてくれたあと、何度か女王のお茶会で会ったけれど、お互いに口をきかなかった。

　本当は、お礼を言いたかった。

　子供の頃はじめて会ったときも、エルブランシュの城がベルガー帝国の軍に囲まれたときも、いつもアルジャンはシュゼットを助けてくれた。

　自分に腹違いの兄がいると知って、どうしても会いたくて、こっそり見に行った。

　シュゼットと同じ銀色の髪をした、シュゼットより少しだけ年上の男の子は、無口だけれども優しくて、自分のおやつをわけてくれた。

　ピンクの花びらが優しく舞うアーモンドの木の下で、二人で黙って砂糖衣のかかったケーキを食べたとき、とてもあたたかな、おだやかな気持ちだった。

　もっともっと、話をしたかった。

　自分や父と同じ銀色の髪をしたあの男の子のことを、知りたかった。

　革命が起こり、ずっと会えずにいる間、あの日のことをよく思い返していて、成長したアルジャンが城を救った勇者として目の前に現れたときは、心臓が鐘のように大きく鳴って、彼から目が離せなかった。

　なんて立りつ派ぱになったのだろう。

　静かな強さをただよわせた、精せい悍かんな若者になったのだろう。

　駆け寄って、抱きつきたかった。

　けど父に、わたしたちの城を救ってくれたのは、わたしの兄で、あなたの息子なのだと、どうか彼と話をしてほしいと願ったら、それは聞かなかったことにすると厳きびしく言われた。

　アルジャンを、エルブランシュ伯爵の息子と認めることはできないと。

　それが申し訳なくて、声をかけられなかった。

　アルテナの混こん沌とんが終わり、国が平和になり、ロクサーヌ女王のお茶会に出席したとき、そこで給仕をするアルジャンを見たときも、やっぱり心臓が大きく鳴った。

　どうして、菓子職人に？

　彼は、バルトレオン将軍に重用されているのではなかったの？

　近くへ行って尋ねたいことがたくさんあるのに、できない。目をそらすほど、アルジャンの存在が自分の中で大きくなってゆく。

　銀色の髪の青年が、夜ごとに夢に出てくる。




　それは、もう恋だった。




　実の兄に、恋をしてしまうなんて。

　シュゼットは怯おびえて、ますますアルジャンを避けた。

　そんなとき、女王に言われたのだ。

「あなたの美しさと品位を見込んで、わたしの養女としてシーザリオ公国の大公に嫁いでほしいのだけれど、どうかしら？　もしあなたに想うかたがいるなら、別の候補を考えるけれど」

　シュゼットは、

「お受けします」

　と答えた。

　想うかたはおりませんと。

　シュゼットより年下だけれど、比べものにならないほど強く賢く、華やかな女王は、憂いのにじむ目で、

「そう」

　と答えた。

「あなたたちは、やっぱり似ているわね」

　と独り言のようにつぶやいて。

　あなたたち――の、もう一人が誰をさすのか、このときはわからなかった。




　　　◇　◇　◇




　迎えの馬車が到着したことを、メイドが知らせに来た。

「すぐにまいります」

　と答え、シュゼットはもう一度雨の降る窓越しに、庭のアーモンドの木を眺めたあと、まばたきして部屋を出た。

　従者が馬車まで傘を差し掛けてくれる。

　馬車の中には、フロリアの外交官が先に乗っている。彼と一緒にシーザリオ公国へ行くのだ。

　ドレスの裾すそが泥で汚れないようもちあげながらゆっくりと歩き、馬車の下に置かれた台座に足を乗せ、従者に手を借りて中へ入る。

　降りやまない細かい雨の中を、馬車が走り出す。

　門の外へ出たところで、

「待ってください！」

　と声がして、ぶかぶかの外套を着た、お下げ髪の女の子が、飛び出してきた。

　アルジャンの店で働いている子だ。

「止めてください！」

　馬車が停止する。

　ドアを開けてもらって身を乗り出すと、お下げの女の子は、以前にシュゼットに手紙を届けにきてくれたときのように、頰を紅潮させて一いつ生しよう懸けん命めいに言った。




「アルさんからの、ご結婚祝いをお持ちしました」




　シュゼットの心臓が、ドキリと音を立てた。

　胸を早鐘のように鳴らすシュゼットの視線の先で、フードのついた外套を、雨でぐっしょり濡ぬらした女の子が、両手で持った大きな籠かごを差し出す。

　早く受けとってあげないと女の子がますます雨に濡れてしまう。シュゼットは急いで手を伸ばして籠をつかんだ。

　籠は、ずしりと重く、雨よけの布がかぶせてあったが、あまり濡れていない。きっとここまで、雨に濡らさないように小さな体で守りながら、頑がん張ばって運んできてくれたのだろう。




「ありがとう」




　必死に声を絞り出すと、女の子は頰を赤くしたまま満足そうににっこりし、下がった。

　扉が閉じ、馬車がまた走り出す。以前に女の子が届けてくれた手紙が、アルジャンが書いたものでないことは、文面を見てすぐにわかった。

　けど、これはきっと本当に、彼からの――。

　雨よけの布をとると、その下から水色の薄紙に包まれた箱が現れた。銀色のリボンが花の形に結んである。

　鼓こ動どうをますます速めながら、箱を膝の上に乗せ、緊きん張ちようにこわばる指でリボンをほどき、水色の薄紙を丁てい寧ねいに開いてゆく。

　すると緑の木々の梢に群れ集う小鳥たちを描いた、可か愛わいらしい木の箱が現れた。

　息をひとつのんで、さらにその蓋ふたを開ける。

　そのとたん、シュゼットは胸がいっぱいになった。

　箱の中央に、ピンクの砂糖衣がかかった、花の形のアーモンドケーキが入っている。

　しっとりとした甘いケーキの花を取り巻くように、小さな花がいくつも、いくつも、咲いている。

　砂糖とアーモンドの粉を練って餡あんにしたマジパンで作った花や、砂糖を溶かして伸ばした飴で作った透明な花。色はどれも淡いピンク色で、花びらの一枚一枚までが、指先で丁寧に細密に作り込まれた愛らしい花々が、いっぱいつまっている。

　これは……薔薇色？　いいえ、もっと優しくて、可か憐れんな色――。

　アーモンドの花の色だ。

（アーモンドのお花……お砂糖の）













　水色の空に広がる、満開のアーモンドの花が、シュゼットの目の裏いっぱいに浮かび、砂糖とバターの甘い香りが、懐なつかしさとともにただよってくる。

　遠い、思い出が。

　二人で、アーモンドのケーキをわけあって食べた、おだやかな時間が。

　向かいの席から興味深げに箱をのぞきこんでいたフロリアの外交官が、

「ほぉ」

　と、感心した声でつぶやいた。

「まるで菓子の絵本ですな。今、こうした絵画的な装飾菓子ピエス・モンテが、お隣のバッハルム王国で流は行やっているのですよ。バッハルムの名シェフ、ウィルヘルム・ホフマンなどは、外国の客人を招いての国王の晩ばん餐さん会かいで、飴細工やクリームで壮大な神話の一場面を自在に描いて、食の芸術家と絶賛されたそうです。が、フロリアの菓子職人も捨てたものではない。神話ほどに壮大ではないが、素朴であたたかみがあり、愛らしい。作り手の心がこもっている」




「……はい。本当に。素敵な贈り物で」




　喉がどうしようもなく震えて、目がどんどん熱くなって、泣き笑いしながらシュゼットは答えた。

　アルジャンも、あの日のことを覚えていてくれたのだ。

　ピンク色のアーモンドの花が咲き誇る木の下で、雪のように白い砂糖衣がかかったアーモンドのケーキを、半分こして食べた日のことを。

　あの、あたたかで優しい、甘い思い出を。

　涙がこぼれてしまわないように、シュゼットはまばたきをした。

　アルジャンに、想うかたはいるかと尋ねたとき、




　――……自分の心臓のように想う相手ならいる。




　と答えた。

　あのときアルジャンは、決意のただよう眼差しをしていた。

　アルジャンの恋も、口には出せない恋なのだ。

　シュゼットの恋が叶わないように、アルジャンの恋も叶わない。けど、そういう恋を、アルジャンは悔やんでいない。

　あの言葉には、アルジャンのそうした気持ちがこもっていた。

　シュゼットも、アルジャンとのすべてを悔やまない。

（だって、わたしは最高の贈り物をもらったわ）

　お菓子で描かれた、思い出というタイトルの小さな絵本。きっと食べたら、一生忘れられない甘い味がするだろう。

　今度こそ、泣いてしまうだろう。

　だから、一人でこっそり食べなければ。

　そしてどうかアルジャンの――わたしの大事なお兄様の恋も、報むくわれるときがきますように。

　お兄様が想うかたと、どんな形であれ想いあい、愛しあえる日が来ますように。

　ああ、本当にいつか、そんな日が――来ますように。

　静かに降る春の雨の中、港に向かう馬車に揺られながら。

　箱の中に咲くピンクのアーモンドの花を見つめながら、その可憐な花々に祝福されながら、それがシュゼットがアルジャンへ寄せた、最後の願いだった。




　　　◇　◇　◇




　エルブランシュの白しら百ゆ合りと呼ばれたシュゼット姫が嫁いだ、この聖歴一八一三年の春。

　パリゼのコメディ・エトワール劇場で、オーギュストの新作喜劇が上演され、連日立ち見客が出るほどの人気を博はくした。

　彼の初期の代表作となった『アーモンドの花嫁』は、伯爵家の令嬢が街で出会った若者と恋に落ちる軽快な喜劇で、実は馬屋番だと思われていた若者は、お忍び中の外国の王子様で、令嬢は彼の国に嫁いで、ハッピーエンドになるというストーリーだった。

「そんな甘い話、現実には起こりえないんだけどね」

　と、オーギュストは楽園通りの小さな菓子屋で、お下げの少女相手に感傷的に語った。

「舞台の上くらい、極上のハッピーエンドがあってもいいかなって……思ったんだ」











[image: ]

　シュゼットが旅立った二日後の午後。アルジャンはラヴィアンローズ宮殿の女王の私室で、テーブルに菓か子しを並べていた。

「まぁ、お砂糖のかかったアーモンドケーキね。お花の形をしているのね。春らしくて可か愛わいいわ」

　と、ソファーに座ったロクサーヌが、目を輝かせる。

　アーモンドケーキは、シュゼットに贈ったものよりも小ぶりなサイズの型に入れて焼いたものに、同じようにピンクの砂糖衣をかけてある。

　ロクサーヌがそれをつまんで懐なつかしそうに見つめ、

「ふふ、アーモンドのお花みたい。子供の頃、アーモンドの花びらをスカートで受け止めようとして、スカートを思いきりまくりながら宮殿のお庭を走り回って、ばあやに怒られたわ」

　と、ゆるめた唇くちびるで、そっと菓子を挟む。

　小麦粉で作るよりもしっとりした食感が出る甘い生地を飲み込んで、頰をゆっくりほころばせた。

「美お味いしい……。定番の素朴なお菓子だけれど、だからこそ昔を思い出してしまうような、懐かしい優しい味がするわね」

　と、またひと口齧かじり、おだやかな表情になり、

「わたしの〝娘〟も、今頃は船の上で、あなたが贈ったお菓子を食べながら、フロリアでのことを思い出しているのかしら」

　と、つぶやいた。

　アルジャンはロクサーヌの隣となりで、唇を結び無表情に給仕をしている。

　そんなアルジャンを見て、ロクサーヌは少し瞳を曇くもらせたが、すぐにアルジャンを気き遣づかうような優しい声で言う。

「シーザリオの大公は、公妃を急なご病気で亡くされて二度目のご結婚だけど、才能のある芸術家の援えん助じよを積極的に行っている、おおらかで誠実なかただそうだから、きっとシュゼットを大切にしてくれるわ」

　アルジャンは口を開き、無ぶ愛あい想そうに答える。

「……姫さんが言うなら、そうなのだろう」

　振り返る過去は、楽しいことばかりではなかったはずなのに、何故かいつも懐かしく、あたたかい。

　ピンクの花びらが舞うアーモンドの木の下で、銀色の髪かみの少女が白い砂糖衣がかかったアーモンドケーキを幸せそうに食べている。

「ねぇ……アルジャン、もし、わたしがシュゼットのようにお嫁にいってしまったら。冗談ではなく本当に……もし、もしも、フロリア国のために、そうしなければ仕方のないことになったら……」




「関係ない」




　シュゼットのことを考えているうちに、自分ももしかしたらと、想像したのだろう。不安そうに見上げてくるロクサーヌを、アルジャンは静かに見おろして、答えた。

「俺の心臓はひとつきりだ。姫さんが望むかぎり、俺は姫さんのものだ」

　ロクサーヌが泣きそうな顔で、笑う。

「なら、安心ね……」

　窓の外は晴れていて、満開のアーモンドの花が咲いていた。




























　フロリア国の守しゆ護ご神しんであり、不敗将軍と呼ばれるバルトレオンが、遠征先の砂漠の地から、勝利の知らせを送ってきたのは、四月の最初の日曜日だった。




　フロリア軍、カナル湾の戦いにて大勝利！

　さらに東へ進軍！

　その勢いは、砂漠に吹く嵐のごとし！




　王都パリゼの市民たちは、自分たちの英雄の活かつ躍やくに沸わき返かえった。

「さすがバルトレオン将軍だ！　列強がこれまで手を出せなかった東方のエーシャ大陸を、どんどん支配下におさめているそうじゃないか」

「バルトレオン将軍がいれば、フロリアは安あん泰たいだ」




　　　◇　◇　◇




　そんな国民の喜びとは裏腹に、パリゼの中央にそびえるラヴィアンローズ宮殿では、女王ロクサーヌが頭を痛めている。

「将軍は、これからさらに東のファティマラへ進むそうよ。そこを制せい覇はしたら、またその先へ進むのでしょうね」

　と、アルジャンが作ったヌガー・グラッセを、華きや奢しやな金のスプーンで口へ運び、溜息をつく。

　ヌガー・グラッセは、卵白を泡立ててメレンゲを作り、そこにカラメリゼしたアーモンドやピスタチオを砕いたものや、フルーツの砂糖漬けなどを混ぜ、生クリームと合わせて、冷やしかためたものだ。飴あめのヌガーに似ているので、この名前がついている。

　アルジャンのレシピでは、ロクサーヌの好きな薔ば薇らの香りを加えてあり、色も可か憐れんな薔薇色をしている。

「美お味いしいわ」

　と、ロクサーヌは今度は別の溜息をもらした。

「すごく甘くてコクがあるのに、しつこくなくて上品なのは、薔薇の香りのせいかしら。冷たくてふんわりしていて、ピスタチオやアーモンドの欠片かけらが一口食べるごとにカリカリと鳴って楽しいし……甘酸っぱく煮た苺が入っているのも、春らしくて素敵……」

　しみじみと感想を述べる。

　それを、衿えりを立てた白いコックコートを着て、縦にしゅっと伸びた白いシェフハットをかぶったアルジャンは、淡々と給仕をしながら聞いている。

　壁一面の本棚に、あらゆる分野の本が雑多に並び、その間に東方の聖獣などを描いたオリエンタルな壺つぼや、淡く色づけした陶器の人形や、クリスタルの地ち球きゆう儀ぎなどの高価な美術品が無む造ぞう作さに置かれた女王の私室には、午後のこの時間は、アルジャンとロクサーヌの二人きりしかいない。

　アルジャンの薔薇と苺のヌガー・グラッセは、その高貴な味わいで、ロクサーヌの舌と心を、しばし癒いやしたようだったが、すぐにまた難しい表情に戻ってしまう。

「バルトレオン将軍の東方遠征については、各国から批判が出ているの。フロリアはどれだけ植民地を増やせば気がすむんだって。世界制覇でも目指しているのかって」

　この時代、列強国が未開の小国を武力で支配下に置くのは、普通に行われていることだった。

　それらの未開の地は資源も人材も豊富であり、そこに工場を建てたり、大規模な農場を作ったりして、それを運営することで莫大な利益を得ていた。

　なので、列強諸国は、より豊かな植民地の獲かく得とくに力を注ぐとともに、ライバルの列強国と牽けん制せいしあっていた。

「バルトレオン将軍の場合、世界制覇云うん々ぬんが皮肉にならないのが問題ね。本人は本気で世界地図をフロリアの旗で埋めつくすことを、目指していそう」

　と、ロクサーヌが金のスプーンにすくった薔薇色のヌガー・グラッセを口へ運び、また溜息をつく。

　今度の溜息は、フロリアの守護神の行き過ぎの進軍に対してか、美味しいお菓子に対してか、微妙だった。

「彼は、出世欲も、金銭欲も、支配欲もない。女王であるわたしを廃して自分が国の元首になろうなんて野心は、かけらも抱いていないわ。あれほど物欲のないストイックな人間なんて、教会のお坊さんにだって、そうそういないでしょうよ。そこは信用できる。ただ――」

　と、ロクサーヌが紅茶色の瞳を鋭く細めた。

「バルトレオン将軍にはひとつだけ、やっかいな欲があるわ。征服欲よ」

　厳きびしい声で断言する。

「……」

「そこに未み踏とうの地があるかぎり、彼はどれほど遠くても、自分で出かけていって征服せずにはいられないのよ。もうあれは病気というか一種の本能ね。しかも彼の場合、できてしまうから始末に負おえないわ。わたしがもっと上手にバルトレオン将軍を制御できればよいのだけれど」

　女王としてのロクサーヌは、ギルドの解体政策を打ち出し、国内の流通経路の整備をして商業を推進し、国を豊かにしたことで、国民に〝パリゼの賢き薔薇〟と呼ばれて愛されている。

　その若さも、華やかな薔薇色の髪かみも、フリルやリボンのついた豪華なドレスに身を包んだほっそりした姿も、強い意志を宿す朗ほがらかな瞳も、あでやかな笑顔と軽妙な会話がこぼれる花びらのような唇くちびるも、国民の誇ほこりだ。

　自分たちの国の女王は、こんなに若く、聡明で、美しいと。

　が、バルトレオン将軍の後ろ盾なしに、女王ロクサーヌの即位はありえなかったことも、フロリアの平和が、バルトレオン将軍の存在が列強の脅きよう威いになっているからこそ成り立っていることも、ロクサーヌ自身、じゅうぶんに承知しているのだろう。

　いまだにバルトレオンの傀かい儡らいの女王だと、陰口を言う者たちがいることも。

　ロクサーヌはまたちょっと憂ゆう鬱うつそうな顔をしたが、

「希望的観測を述べているだけではダメね。わたしはもっと賢く、したたかになって、バルトレオン将軍を翻ほん弄ろうするくらいにならなければ」

　とアルジャンのほうへ顔を向けて、いたずらっぽくにっこりした。

　アルジャンは静かに告げる。

「……姫さんならなれるかもな」

「ええ。かもじゃなくて、なるの」

　朗らかに言って、残りのヌガー・グラッセを食べはじめる。

「うーん、やっぱり美味しい。苺が、とろとろだわ。お菓子は悩みながらいただくものではないわね。前向きな気持ちでいただくほうが、もっと美味しいわ」

　と言いながら、幸せそうに口へ運んでいた。

　そんなロクサーヌを、アルジャンもおだやかな心地で見守り、薔薇の絵を焼き付けたカップに、紅茶のお代わりを注いでいたが、

「ごちそうさま、今日のお菓子も美味しかったわ」

　ロクサーヌが笑顔でお礼を言ったあと、

「そうだわ！　バルトレオン将軍から届いた補給物資依頼の一覧表に、とっても興味深い項目があったの。あなたにぜひ見せなきゃと思っていたのよ」

　と、急にわくわくしている顔になった。

「そこの書類をとってちょうだい。その机の一番上のやつよ」

　と、アルジャンにバルトレオン将軍が作成させた書類を持ってこさせ、

「ほら、ここよ」

　と、見せた。

　ほっそりした指が示す文字を見て、アルジャンは目をかすかに見開き、

「ああ……」

　と、つぶやいた。

　顔に出さないだけで、少なからず驚おどろいていた。

「これは一体どういうことかしら？　あなたなら知っているんじゃない？　アルジャン？」

　と、ロクサーヌが愛あい嬌きようのあるいたずら気な眼差しを向けてくる。

　アルジャンは意外な気持ちのまま、バルトレオン将軍がエーシャ大陸の遠征へ出発する前に起きた、ある小さな出来事を思い返していた。




　　　◇　◇　◇




　昨年の、十月の終わりである。

　オーギュストに引っ張りこまれて、メリエール修道院の財政立て直しのためカヌレを考案して、その作り方の指し導どうを行い、それがようやく一段落ついた頃。

　女王のお茶の支し度たくのためにラヴィアンローズ宮殿を訪れたアルジャンは、別室で白いコックコートに着替え、縦にしゅっと伸びた白いシェフハットをかぶり、厨ちゆう房ぼうへ向かって歩いていた。

　天てん井じように天使や英雄や女神が集う神話の一場面が華やかに描かれ、壁に金の装そう飾しよくがほどこされた額がく縁ぶちに飾られた絵画が何枚もかけられ、古代風にアレンジされた壮麗な柱が幾本も並ぶ豪ごう奢しやな廊ろう下かを、このあとの調理の手順を考えながら、無ぶ愛あい想そうな顔つきで、足音も立てずに進んでいたとき。




「バルトレオン将軍の次の遠征地は、エーシャ大陸だそうだ。来月早々にも出発するらしい」




　そんな声が耳をかすった。

　足を止めたのは、フロリアの守護神について語るその声に、揶や揄ゆするような響きがひそんでいたためだ。




「先週イスファーンの遠征から戻ったばかりじゃないか。フロリアの大だい元げん帥すいは、よほど戦争がお好きなようだ」




　こちらの声も、蔑さげすみを含んでいる。

　どうやら華やかな廊下で立ち話をしているのは、それなりに身分のある男性たちらしかった。

　どちらもバルトレオンより、やや上の年代くらいだろうか。




「王国の南の、文化の遅れた田舎いなかの島の出身だから、戦争以外の趣味がないのだろう。舞ぶ踏とう会かいでもずっと鉄のお面をつけているような厳いかめしい顔で、壁際に立って出席者を睨にらんでいるだけで、絶対に踊ろうとせんし。しかも、いつも来てからきっかり三十分で帰ってしまう」

「たった三十分とはいえ、小男がつまらなそうな顔で立っているのは、気き詰づまりで仕方がないと、みんな言っておるよ。まぁ、踊ったら踊ったで、ドロ臭い田舎踊りを披ひ露ろうして、ご婦人の足を踏ふみまくるのだろうがな」




　自分たちと異なる立場や思考の相手を、自分たちよりも劣っていると決めつけて悦えつに入いる連中は、どこにでもいる。

　それは多分、革命前も革命後も同じだ。

　そうした連中はアルジャンにも、ひややかな目を向けてくる。

　あんな、どこの馬の骨とも知れない若造が、女王の菓子職人だなんて。

　元は軍人で、バルトレオン将軍の下で、汚い仕事もたくさんしたそうじゃないか。

　そんな血なまぐさい、うさんくさい人間を、何故、女王はご自分の菓子職人になどしたのか。

　女王の愛人なのではないか。

　アルジャンの背中で、ひそひそとささやいて。

　それ自体はさして気にしていなかったし、実際のところ自分は宮廷の人々から見たらうさんくさい人間だろうという自覚もある。

　なので王宮の中では、なるべく目立たないように振る舞っていたし、田舎出の無骨な将軍の悪口で盛り上がる彼らと顔を合わせるのも面めん倒どうだったので、彼らが立ち去るのを待っていた。

　が、女性の井戸端会議のように、なかなか話が終わらない。




「将軍閣かつ下かは、ご自分が主役の戦勝祝いの晩ばん餐さん会かいでさえ、時間の無駄だから三十分を超えないようにしろと、儀ぎ典てん長ちように指示したそうだ」

「普段の食事も、毎回たったの十分ですませているそうだよ。いや、十分でも長いほうだとか。たかが食事に時間をかけるなんて無駄だからと、冷えた鶏とりの胸肉を料理人に用意させて、それを毎日食べているそうだ」

「腿もものほうが脂がのっていてうまいのに、わざわざぱさついた胸肉のほうを毎日だって？　しかも冷えた？　私なら耐えられんよ」




　それは本当のことで、厨房で料理長が、遠征から戻った将軍をねぎらうために心をこめてご馳ち走そうの皿をテーブルに並べたのに、明日から鳥の胸肉だけでいい。冷たいほうが早く食べられるから、よく冷やしておくように言われたと嘆なげいているのを、アルジャンも聞いた。

　その冷えた鶏肉だって、せめて味付けを工夫しようと、ソースをあれこれ変えて出しているのに、ろくに嚙かみもせずにあっという間に胃の中に流し込んでしまって、その間、ずっと厳めしい顔で、地図や大砲の設計図を眺めたり、部下に報告させたりしているのだと。

　きっとソースの味が変わっていることに、将軍様は気づいていないと。

　女王様が、

「まぁ、美味しいわ！　お魚の焼き方を変えたのね。ふっくらしているわ。それに彩いろどりもとっても綺き麗れい！」

　と、毎日、幸せそうにゆっくり味わって召し上がってくださって、あの可憐な笑顔で褒ほめてくださらなかったら、自信喪失して辞じ職しよくしているところだと。

　それには同じ料理人として、アルジャンも共感したのだが。




「これだから、田舎者は。きっと子供の頃からろくな食事をしてこなかったので、美食を感じる味覚が発達しなかったのだろう」

「バルトレオン将軍の故郷のコルティカ島では、栗くりが主食だそうだからなー。一年中もさもさした栗しか食べるものがないと、あのように食事を楽しめない無粋な人間になってしまうのかね」




（いつ話が終わるのか、わからんな……）

　アルジャンが曲がり角から足を踏み出そうとしたとき。

　上じよう機き嫌げんで話していた男たちが「ひっ！」と、おかしな声を上げた。

　えらく慌あわてているようで、声をがくがく震ふるわせて、

「ば、バルトレオン将軍っ！」

「あわわわわ、か、閣下におかれては、ご壮健のようで、ななななによりで」

　と、呻うめいたり、取とり繕つくろったりしようとする。

　それを押しつぶすように、腹の奥にどすりと落ちてくる重厚な声が聞こえた。

「貴殿らが、この先も美食を楽しみたいというのであれば――」

　声を荒らげているわけではない。

　普通にしゃべりかけているだけだ。

　だが、その声は絶対的強者の威圧感に満ちている。

「宮殿で無駄な会話は慎つつしむべきだろうな」

　ウサギが獅し子しに吠えられたように、

「ご、ご忠告、ありがたく、ちょ、頂ちよう戴だいする」

「わ、私たちはこれで」

　と、ばたばたという足音が遠ざかっていった。

　彼らの寿命は、今のやりとりで十年は縮ちぢんだだろう。

　アルジャンが曲がり角から姿を現すと、バルトレオンは鉄の仮面をつけたような厳めしい顔で、アルジャンを見た。

　彼の敵対者たちが揶揄するように、バルトレオンは黒髪の小男だったが、鷹たかの目をしていて、その強く鋭い目を向けられると、何倍にも大きく見え、逆に自分が小さく縮んでゆくような錯さつ覚かくに襲おそわれると言われている。

　まったくそのとおりで――、アルジャンもよく無愛想だの鉄仮面の冷血漢だのとオーギュストあたりにねちねち文句を言われるが、彼に比べればまだ表情が変わりやすいほうだ。

　バルトレオンは、白いコックコートを着たアルジャンをじっと睨み据え、威厳のある重々しい声で言った。

「今の話を聞いていたのだろうな、カレール」

「たまたま耳に入りました。申し訳ありません」

　事務的に謝罪するアルジャンに、かつての上官は、どうということはないし、なにも気にしていないというように答える。

「かまわん。私が田舎育ちで、食事の味もろくにわからん無粋な男だというのは事実だ。島にいた頃に、毎日栗ばかり食べていたのもな。栗の実は栽さい培ばいしやすいし、長期の保存がきく。島にはどこにでも栗の木が生えていた。だから食う物がなくなると栗を拾いにいかされたし、飢き饉きんのときも栗を食って命を繋つないだ」

　過去にあった出来事を、そのまま語るように淡々と語り、最後に少しだけ眉をひそめ、いまいましそうな声で、

「だから、さすがに栗はもう食いすぎて、うんざりだ」

　と言った。

「ぼそぼそしていてマズかった記憶しかない。あれに比べれば、鳥の胸肉はまだやわらかくて上等だ」

　とも。

　バルトレオンがアルジャンに意見を求めているわけでないことはわかっていたので、黙っている。

「……」

「まぁ、面倒な晩餐会やら社交やらは、全部女王に任せてある。彼女のほうが私よりずっとうまくやるだろうし、私のような愛想のない中年男がホストを務めるよりも、若く美しい女王のほうが見栄えもして、出席者も喜ぶだろう。その点は彼女を女王に立てたのは正解だった。私と違って育ちも血統もよく、贅ぜい沢たくに慣れていて、社交的で会話がうまく、美食とやらにも通じているらしいからな」

　皮肉ではなく、彼なりにロクサーヌを評価しての発言らしかった。

「そうですね」

　とアルジャンはつぶやいた。

　すると、バルトレオンは口を閉じ、アルジャンの姿を頭から爪先まで、じろりと見おろしてから、言った。

「やはり、おまえにその格好は似合わんな、カレール」

　はじめて白いコックコートを着て、縦にしゅっと伸びたシェフハットをかぶってバルトレオンと宮廷で会ったときも、同じことを言われた。




　――似合わんぞ、カレール。




　バルトレオンの鷹の目が、鋭く光ったようだった。

「……」

　沈黙するアルジャンに、胸に響く重い声で、フロリアの守護神が言う。

「おまえは軍服を着て、銃剣を装着した小銃を持っているほうが合っている。おまえは本来、私の側の人間ではないのか、カレール。女王のお茶の菓子など作らせておくのは、おまえの才能の無む駄だ遣づかいだ」

　アルジャンは無礼にならないように、丁てい寧ねいに答えた。

「確かに俺は、パリゼの貧民街出身の無骨者ですが」

　強い確信をもって、告げる。




「この服は、気に入っています」




　バルトレオンは表情を変えなかった。

　アルジャンに拒否されて腹を立てた様子もなく、

「まぁ、そいつを脱ぎたくなったら、私のところへ来ればいい」

　と言って、アルジャンのかたわらを通り過ぎていった。

　アルジャンもバルトレオンに背中を向け、厨房へ急いだ。




　　　◇　◇　◇




　その三日後――。

「うわーっ、三つ目の脚本が没ぼつになっちゃったよー」

　楽園通りのアルジャンの店へ顔を出すなり、脚本家のオーギュストが嘆なげきの声を上げた。

「……うちは、駆け込み相談所じゃないんだが」

　アルジャンが、弱火にかけた鍋に、カップで砂糖を慎しん重ちように量って加えながらつぶやく。

　が、その皮肉はオーギュストには聞こえなかったようで、

「だから、今、四つ目の脚本を書いているんだ」

　と、胸を張って明るく言った。

「すごいです、オーギュさん。立りつ派ぱです」

　カウンターで店番をしていたニノンに褒められて、

「えへへ、僕も、いつまでもひよっ子じゃいられないからね」

　と照れ笑いしている。

　先週まで修道院のチャリティの一件で自宅に引きこもっていたが、完全に復活したようだ。

　今度こそ良い脚本を書いて、修道院のソフィーに芝しば居いを見てほしいと思っているようで、箱入り坊ちゃんにしては、めげずに頑がん張ばっているらしい。

　なので、アルジャンもそれ以上の皮肉は控ひかえ、ラム酒の瓶びんの蓋ふたを指であけた。

（まぁ、客が来るまではいいだろう……）

　鍋にラム酒を注ぐと、店内に独特の甘く芳かんばしい香りがただよった。

　オーギュストがうっとりと目を閉じ、鼻をひくつかせてカウンターから厨房をのぞきこむ。

「いい匂いだねー。鍋で、なにを煮ているんだい？」

　アルジャンが無視する前に、ニノンが、

「栗です」

　と明るく答えた。

「アルさんは栗の皮をむくのが、とっても上手なんですよ。ナイフでするするってむいちゃうんです。薄皮がはりついて大変なんですけど、それも串でひとつひとつ丁寧にとってゆくんですよ」

「へぇ、でも栗って、もそもそしてないかい？　喉のどにつかえる感じで、あまり美味しいものじゃないよね。イメージ的にも非常食ってゆーか、田舎でよく食べられてる貧乏っぽい食材ってゆーか。一体栗で、どんなお菓子を作るんだい？」

「……客が来たぞ、出ていけ」

　火力の調整をしながら無愛想に告げると、オーギュストは、

「なんだよ、ケチ」

　と頰ほおをふくらませたが、ドアの前に本当に二人連れのご婦人が立っているのを見て、慌ててドアを開けて、

「すみません！　もう少しだけ待ってください！」

　と屈くつ託たくなく言って、薔薇色のプラリーヌや、カスタードクリームとアーモンドクリームを合わせたフランジパーヌにチョコレートを混ぜて、パイ生地で包んだ新作のケーキなどを買って、帰っていった。




　　　◇　◇　◇




　一週間後。

　バルトレオンがエーシャ大陸の遠征に向かう前日。アルジャンは、大理石を敷しきつめたきらびやかな廊下で、彼が通りかかるのを待っていた。

「軍へ戻る気になったわけではなさそうだな」

　と、白いコックコートとシェフハットを見て、バルトレオンが無表情に言う。

「……これを渡したくて、待っていました」

　とアルジャンは、両手で包めるほどの大きさのガラスの瓶をバルトレオンのほうへ差し出した。

「マロン・グラッセといって、栗の砂糖煮です」

「……栗」

　バルトレオンが眉をひそめる。

　灰色の目に、剣けん呑のんな光が浮かぶ。

「私は、栗は嫌いだと言わなかったかな」

　鷹の目を静かに見つめ返し、アルジャンは答える。

「うかがいました。けど、こちらは非常用の食料ではなく、菓子です。皮をむいた栗を、糖度二十度の砂糖水で煮て、そこから一週間かけて糖度を少しずつ上げてゆき、三二度まで上げたあと、三十度まで落として冷やしたものです。大変手間のかかる高価なものです」

　バルトレオンは威圧的な眼差しのまま、アルジャンの淡々とした言葉を聞いていたが、あきれたように、

「たかが栗を砂糖水につけただけのものに、一週間もかけるのか。なんて効率の悪い無駄な菓子だ」

「その分、日持ちがしますので、遠征中にお時間がないときに、指でつまんで簡単に召し上がっていただけます」

「それは重要だな」

　と、バルトレオンは今度はやや興味を惹ひかれたように、つぶやいた。

　アルジャンが差し出すガラス瓶の蓋を、頰を引きしめた厳しい表情のまま持ち上げ、大粒の栗をひとつつまんだ。

　一週間砂糖水につけ、つやつやと照り輝いている栗の、表面の筋の形までも錐きりで刻きざんだようにそのまま残っているのを見て、

「器用に剝むくものだな。これも無駄に手間がかかるだろう」

　と、つぶやき、口に入れる。

　そのまま表情を変えずに、もぐもぐと頰を動かしていた。

「……」

「……」

　金の装飾をほどこした古代風の柱が立ち並ぶ豪奢な廊下に、奇妙な沈黙が流れる。

　バルトレオンが、マロン・グラッセをごくりと飲み込む。

　無表情な将軍と、無表情な菓子職人は、そのまま見つめあっていたが。

　バルトレオンが瓶の蓋を、器に戻した。

　カチャン、という音が廊下に響いた次の瞬間、アルジャンの手がふっと軽くなった。

　マロン・グラッセのつまった瓶を受けとったバルトレオンは、




「なるほど、食べるのはあっという間だな」




　と、重厚な声でつぶやいて、瓶を持ったまま立ち去った。

　それが、フロリアの不敗将軍バルトレオンがエーシャ大陸遠征に出発する前日に、アルジャンと交わしたやりとりのすべてだった。




　　　◇　◇　◇




「ほら、ここよ」

　と、細い指で、バルトレオンから届いた補給物資の一覧表の中から一カ所を指し示し、ロクサーヌがいたずらっぽく見上げてくる。

　バルトレオンが冬のはじめにエーシャ大陸へ出立してから、すでに四カ月以上が経過している。

　そんな春のラヴィアンローズ宮殿の、女王の私室で、

「あなたなら知っているんじゃない？　アルジャン？」

　と、ロクサーヌが秘密めかして、微笑ほほえむ。

　大砲の弾や銃弾や、飼い葉やジャガイモなどと一緒に並んでいたのは、




『マロン・グラッセ　一瓶』




　だった。

「〝グラッセ〟の意味は、〝冷やす〟の他に、〝つやをつける〟よね。だから、あの表面がつやつやと光った甘い栗のお菓子を、わたしはマロン・グラッセと名づけたのだったわね。あの、芳ほう醇じゆんなラム酒の香りをただよわせながら、口の中でほろほろとくずれる甘くやわらかな――最高に贅沢な栗を、バルトレオン将軍も召し上がったのね」

　アルジャンの口元にも、ようやく笑みがにじむ。

「……遠征へ行く前に、バルトレオン将軍にマロン・グラッセを一瓶渡した」

　と表向きは、ぼそぼそと無愛想な声で打ち明けると、ロクサーヌはますます晴れやかに笑って、

「それなら、この依頼は当然ね」

　と、嬉うれしげに言った。

「十瓶送ってあげましょう。なにしろバルトレオン将軍は、一度お気に入りを決めたら、毎日召し上がるかただから、一瓶では足りないわ。城の厨房も料理人も使ってくれてかまわないから、急いで作ってあげて」

　そして甘い目で付け加える。

「それと、わたしのための一瓶もね」

　衿を立てた白いコックコートを着て、縦にしゅっと伸びた白いシェフハットをかぶったアルジャンは、彼にしては目一杯うやうやしく答えたのだった。

「かしこまりました、女王陛下」




















「え、オーギュくんとお菓か子し屋やさんって、友達だったの？」

「うそぉ！　全然相手にされてないじゃない」

「そうよ、むしろウザがられてない？」




「と、友達だよ！」




　五月のある日。

　劇作家のオーギュスト・ラ・グリューは、コメディ・エトワール劇場の楽屋で、女優たち相手に真っ赤な顔で主張していた。

「だって、毎日会ってるし」

「それ、店にお菓子を買いに行ってるだけでしょう」

「店に行くたび、世間話とかしてるし」

「オーギュくんが一方的に？」

「悩みも聞いてくれるし」

「ああ、『喜劇なんて書けない～』っていう、いつものアレね。あんな泣き言を、毎日店に押しかけられて聞かされたら、お菓子屋さんもオーギュくんの顔を見ただけで『帰れ』って言いたくなるわよね」

　オーギュストより年上の女性たちは、化け粧しようを落とし、衣装を脱ぎ捨て、ほとんど下着同然の格好で、それを隠すことも恥じることもなく、椅い子すに足を組んで座り、オーギュストの差し入れの薔ば薇ら色のプラリーヌや、波の形の薔薇の焼きメレンゲをつまんで、うんうんと同感しあっている。

　その差し入れを買いに、昼間、楽園通りのアルジャンの店へ行ったとき、




　――やぁ、こんにちは！




　笑顔でドアを開けるなり、奥の厨ちゆう房ぼうで、小鍋でチョコレートのソースを作っていたアルジャンに、




　――帰れ。




　と、いきなりしかめ面で言われたのだった。

　ニノンが慌あわてて、




　――アルさんは今、今月の新作のケーキに、ちょっとだけつまってて。夜遅くまで試作品のやり直しをしていて、いつもよりちょっぴり気が立っているんです。オーギュさんも脚本が進まないと苛いら々いらしますよねっ、それと同じです。




　と、フォローし、アルジャンでもそんなことがあるんだと同情し、




　――そうかい、大変だね。僕にできることがあったらなんでも言っておくれよ。




　と親切に伝えたら、また無ぶ愛あい想そうに、




　――今すぐ帰って、当分顔を見せるな。




　と、ひえびえとした声で言われて、ニノンと二人で固まってしまった。

　お菓子は無事に買えたものの『友達に対してひどいよね！　僕は脚本が詰まったって、八つ当たりなんかしないよ！』と、公演終了後に、女優たちに愚ぐ痴ちったら、『え、友達だったの？』と、意外そうに返され、前述のような会話になったのだった。

（あれ？　ひょっとして、僕とアルジャンって友達じゃなかった？）

　いや、でも、知り合ってから結構たつし、喧けん嘩かしながらも、ちょっとはわかりあえている雰ふん囲い気きになってきたっていうか――そう、それに、

「僕はこの前、アルジャンに、名前で呼んでもらったぞ！」

　と叫び、女優たちに溜息をつかれたあげくに、可か哀わい相そうな子扱いされて、頭を撫なでられたのだった。




　　　◇　◇　◇




（みんな、わかってないよ。あのアルジャンに名前で呼ばれるのが、どれだけ大変なことか）

　翌日の昼前。

　オーギュストは楽園通りの菓子屋へ向かって、撫でぎみの肩を無理矢理いからせて大股で歩いていた。

　はじめてアルジャンに、ヘボ作家でも、ヘタレ作家でも、作家の坊ちゃんでもなく、

『オーギュスト』

　と呼ばれたときには、空耳かと思った。

　シュゼットをバタイユ伯はく爵しやくから救出したあと、静かな目でこちらを見つめながら、




　――……オーギュスト。




　――……彼女のことを、知らせてくれてありがとう。




　と、感謝のこもる声で言ったのだ。

　そう、確かに言った！

　あのあと繰くり返かえし『……オーギュスト』と『ありがとう』の声を耳の奥で再生しては、これで僕らも友達になれたのかなーと感動していたのだ。

（けど、よく考えたら、あれから四カ月近く経つのに一度も名前を呼ばれていない！）

　相変わらず『ヘボ作家』や『坊ちゃん』で。

　あげくに『帰れ』だ。

（うわあああああ、悔しい！　なんで名前で呼んでくれないんだー！）

『オーギュスト』と呼ばれたときの、あの警けい戒かい心しんの強い狼おおかみがふいに近づいてきて、足元にそっぽを向きながらしゃがみ込んだかのような、背筋がぞわっとするような感動を、また味わいたい！

　呼んでほしい。

　すごく、すごく、呼んでほしい。

　いや、呼ばせたい！

　アルジャンの店に辿たどり着つく頃には、欲求は最高潮に達していた。

　ドアを開けると、チョコレートの甘い香りがただよっていて、アルジャンはカウンターの奥の厨房で、今オーブンから出したばかりの天板を、布の手袋をはめた手で持ち、無愛想な顔で立っていた。そこからチョコレートの香りの湯ゆ気げが立ちのぼっている。

「あ、オーギュさん、いらっしゃ――」

　カウンターでニノンが挨あい拶さつしかけたとき。




「アルジャン！　僕の名前はオーギュストっていうんだけど、忘れないように、今すぐここで百回唱えてみて！」




　ニノンがぽかーんと口を開け、コックコートにシェフハットのアルジャンは、天板を持ったまま、こめかみを引きつらせた。

　オーギュストは絶対に引かないぞ、という決意を握りしめたこぶしに込めて、アルジャンを睨にらんでいる。

　やがて、アルジャンが低い声でボソリと言った。

「……何故、おまえさんの名前を百回も唱えなきゃならんのだ。一体なんの宗教だ」

「僕は百回以上は、きみの名前を呼んでいるのに、きみが僕の名前を呼んだのは一回きりだ。それって不公平じゃないか？」

　アルジャンのこめかみが、さらに引きつる。

「何故、そうなる」

「何故でもいいよ！　とにかく今すぐ、僕の名前を叫んでくれ。でなきゃ、このもやもやはおさまらないよ！」

　多分、自分ばかりがアルジャンに友情を感じていて、こんな風に何度も何十回も接触を試こころみてしまうことが、近づこうとしてしまうことが、知ろうとしてしまうことが、悔しいのだ。

　アルジャンがくだらないというように溜息をつくのを見て、ますますムキになり、カウンターから身を乗り出し、

「そもそも、きみ、僕のことどう思ってるのさ！」

「おい、カウンターに膝ひざを乗せようとするなっ」

「僕がきみ（の菓子）から離れられないのをいいことに、さんざん（代金を）貢みつがせて、僕は金ヅルだったのかい？」

「それ以上、身を乗り出すなっ。頭から落ちるぞ。ますます馬鹿になるぞ」

「馬鹿って言った！　やっぱり僕を甘いもの漬けにして、モテあそんでたんだー！　僕はこんなに、こんなに、きみのことで頭がいっぱいなのに！」

　カウンターに片膝を乗せたまま叫んだとき。

　おろおろしていたニノンが、ドアのほうを見て、

「あっ、ソフィーさん！」

　と、声を上げた。

「え！」

　オーギュストも慌てて、首をそちらへ向ける。

　すると、白い頭ず巾きんに黒いベールをかぶり、白い衿えりのついた裾すその長い黒いワンピースを着た修道女のソフィーが、ドアのところで困ったようにもじもじしていた。

（そ、ソフィー……）

「あ……あの、わたし、カヌレの新商品の考案のことで……カレールシェフにご相談があって……そ、それで、今のお話を、聞いてしまって……」

　何故だかソフィーはオーギュストに向かって、小さく十字を切り、両手を胸の前で組みあわせた。

　ほけっとするオーギュストに、

「グリューさんが、カレールシェフのことを……だなんて、知りませんでした。このことは決して誰にも申しません。神様には禁じられた恋ですが、わたしはグリューさんにいつか安らかな日が訪れるよう、お祈いのりいたします」

　真ま面じ目めな声で言い、目を伏せ本格的に祈りはじめたのだった。

（へ、恋って……？）

　オーギュストは惚ほうけた顔のまま、

（確かに僕はソフィーに恋しているけど、え？　グリューさんが、カレールシェフにって……えええええええ！）

　ソフィーが、自分たちに対してどんな誤解をしたのかようやく察し、オーギュストは心の中で絶叫した。

（違う！　違うんだ！　僕はただアルジャンに名前を呼んでもらいたいだけで）

　弁明しようと口をぱくぱくさせるオーギュストに、アルジャンがチョコレートの香りの天板を叩きつけるように調理台に置き、地の底から響いてくるような低い声で言ったのだった。

「……今すぐ帰れ、ヘボ作家」




　　　◇　◇　◇




　翌日の午後。

　オーギュストはドア越しに、アルジャンの店の中をうかがっていた。

　昨日、よりによってソフィーにひどい誤解をされてしまい、アルジャンも怒らせてしまい、オーギュスト自身も当分アルジャンの店には行くまいと思っていた。

　熱が冷めてみたら、昨日の自分の言動は自害したいほど恥ずかしいし、悔しい。

（結局、僕の一人ひとり芝しば居いで、アルジャンが僕の名前を呼んだのもシュゼット嬢じよう絡みだったからで、僕自身に友情なんてこれっぽっちも感じちゃいないんだ）

　が、劇団の女性たちに、薔薇のカトルカールを差し入れると約束していたことを思い出し、アルジャンがいない時間に、こそこそやってきたのだった。

　アルジャンが不在なことをじゅうぶん確認し店へ入ると、カウンターで本を読んでいたニノンが、

「オーギュさん、いらっしゃい。お待ちしてたんですよ」

　と、ほっとしたように言った。

「ま、待ってたって？」

「新製品のチョコレートケーキがやっと完成したので、オーギュさんに召し上がっていただきたくて」

「ええーっ。でも、僕なんかに試食させたら、アルジャンに怒られるんじゃ」

　思わず厨房のほうを見る。

　きちんと整せい頓とんされたそこに、白いコックコートの無愛想な青年の姿はない。

　ニノンは、にこにこしながら、

「アルさんが、オーギュさんに食べてもらって、感想を聞いておけって言ったんです」

「え！」

「どうせ今日も来るだろうからって」

「アルジャンが……？　本当に？」

　昨日、あんなに怒っていて、羽虫でも見るような目をしていたのに？　なんで？

　信じられずにぼーっとするオーギュストに、ニノンが明るく、

「はい！」

　と答えて、厨房から新商品のケーキをわざわざ皿に載のせて、フォークを添そえてもってきた。

「どうぞ、召し上がってください。お客様では、オーギュさんがはじめてです」

「……ありがとう」

　まだぼーっとしたまま、皿を受けとる。

　ケーキは見たことのない不ふ思し議ぎな外見をしていた。

　チョコレート色の薄いスポンジに固めの白いクリームを巻いたようで、切り口がぐるぐると渦巻き模様になっている。

　フォークで端をちょっとだけ切りわけて口に入れると、ほろ苦い味が舌の上に、じんわりと広がった。

「……美お味いしい」

　と、真顔でつぶやく。













「スポンジのチョコレートの味がすごく濃くて、ちょっと苦めなんだけど、それが余よ韻いんがあって、じわじわくるっていうか……。クリームはバタークリームだね。甘さ控ひかえ目めのミルクの味が、スポンジのほろ苦さとよく合ってる。苦い生地の合間に、ほんの少し甘さが混じる感じで……」

　ニノンはオーギュストの言葉を、嬉うれしそうに聞いている。

　渦巻き模様のほろ苦いチョコレートケーキを食べながら、オーギュストは、なんとなくこのケーキは自分のアルジャンへの気持ちに似ているなと考えていた。

（ぐるぐる迷走していて、苦くて……でも、たまに甘くて……。昨日は、アルジャンに相手にされていないと思っていたけれど、新商品の試食をさせてくれるなんて、アルジャンのほうでも、やっぱり少しは僕に親しみを持ってくれているのかな……いつか、アルジャンが主役の脚本を書かせてくれるかな……）




　――僕のことどう思ってるのさ？




　悔し紛まぎれに口から飛び出した、オーギュストのあの問いに対するアルジャンの答えが、このチョコレートケーキなら。

　きっとこの先も、腹を立てたり、悔しかったり、恥ずかしいことを言ってしまったり、ぐるぐる迷走するだろうけれど、もしかしたらそのうち……。

　ニノンがほのぼのと、

「アルさんは、オーギュさんのこと、愚痴っぽくて鬱うつ陶とうしくて諦あきらめが悪くて、甘ったれのお坊ちゃんだけど、馬鹿みたいにまっすぐで、善良で、根性があるって、褒ほめてましたよ」

「……それ、褒めてるの？　貶けなしている部分のほうが多いんだけど」

　と早速複雑な気分にさせられつつ、渦巻き模様のケーキを味わい続ける。




　新作のチョコレートケーキにアルジャンがつけた名前が〝友情アミテイエ〟であることをオーギュストが知るのは、もう少し先だった。
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「大変だ、アルジャン！」

　オーギュストが手に新聞を握りしめて、アルジャンの店に駆け込んできたのは、聖歴一八一三年の六月の午後だった。

　王都パリゼの楽園通りにある猫の額ひたいほどの狭い店は、今日もとけたバターと焦がした砂糖と、華やかな薔ば薇らの香りであふれている。

　棚に並ぶ、人型の生しよう姜がのクッキー、薔薇の形のカトルカール、ガラスの容器に盛られた赤や黄色のゼリーボンボン、砂糖衣をたっぷりかけたアーモンドケーキ。

　カウンターで、フルーツケーキを薄い色紙で包み、薔薇色のリボンをかけていたニノンが目を丸くし、エクレールに入れるカスタードクリームに赤い薔薇のソースを注いでいたアルジャンは、思いきり顔をしかめた。

　万年スランプの劇作家の坊ちゃんは、今度はどんなくだらないことで騒いでいるのかと冷たい目を向けるアルジャンに、オーギュストはカウンターから落ちそうな勢いで身を乗り出し、手に持っていた新聞を広げた。




「バルトレオン将軍が敗北したっ！」




　オーギュストが手にしている新聞には、

〝フロリアの守しゆ護ご神しんバルトレオン将軍、エーシャ大陸遠征に失敗！〟

〝フロリア軍は大敗し、退却！〟

　という見出しが躍っていた。

　とたんにアルジャンの表情が険けわしくなる。

　カウンターで目を丸くしていたニノンも、ひとつひとつ文字を追ってゆくうちに、真っ青になった。

　逆にオーギュストは真っ赤な顔で息を切らしながら、叫んだのだった。

「これが本当なら、バッハルム王国やベルガー帝国が、またフロリアに攻め込んでくるよ！」




　　　◇　◇　◇




「……残念なことにバルトレオン将軍の敗戦は、デマでも誇こ張ちようでもない。冷然たる事実よ」

　翌日の午後。

　壁一面の本と雑多な美術品に埋もれた女王の私室で、アルジャンが給仕した薔薇のソルベで頭を冷やしながら、ラヴィアンローズ宮殿の主あるじが告げる。

　薔薇色の髪かみをあでやかに結い上げ、リボンとレースをたっぷりあしらった豪ごう奢しやなドレスを着たロクサーヌは、いつもはその装よそおいに負けない華やかな表情を浮かべているのだが、今日はアルジャンの顔かお真ま似ねをしているようなしかめっ面だ。

　フロリアの守護神と呼ばれる戦いくさの天才で、不敗を謳うたわれたバルトレオン将軍が敗北したのであれば、無理もない。

　将軍はこれまで自ら大軍を率ひきいて遠征を繰くり返かえし、フロリアの版図を広げていた。

　その勢いは、かつて東方を征服し世界の王として君臨した古代の英雄アレクサス一世を彷ほう彿ふつさせ、フロリア国の威い勢せいを列強諸国に示していた。

　今回はアレクサス一世がかつて制せい覇はしたエーシャ大陸への遠征で、上陸早々にフロリアに勝利の報が入り、以後も快進撃を続けていた。

　ところが、向かうところ敵なしと思われていた不敗将軍が、エーシャ大陸中央部のアルハラ砂漠において奇き襲しゆうに遭あい、兵の半数を失い敗走したという。

　反はん撃げきを試こころみようにも、敵の軍勢の他に、灼熱の太陽と一面の砂と、水不足というさらに巨大な敵に襲おそわれては、一度母国に帰国し、態勢を立て直すよりなかった。

　現在、バルトレオン将軍が率いるフロリア軍は、船で帰国中だという。

「敗戦のことはぎりぎりまで伏せておきたかったのに、これだけ早く広まってしまったのは、わざと煽あおった人間がいるとしか思えないわ。それも一人ではなく、複数の人間が効率的にね」

　きっと他国のスパイの仕し業わざだろうと、ロクサーヌはさらに顔をしかめた。

　舌にひんやりと心地よい薔薇の香りのソルベも、頭よりも体のほうを冷やしてしまったらしく、細い肩をぶるっと震ふるわせて、

「正直、最悪だわ。フロリアの国民にとって、バルトレオン将軍は絶対的な守護神だったのに、それが敗北したと聞いて、みんな動どう揺ようしている。バルトレオン将軍が戦死したなんてデマまで飛んでいて、また旧革命派が騒ぎ出したり、外国の軍勢が攻めてきたりして、アルテナの混こん沌とんに逆戻りするんじゃないかと不安がっているのよ」

　実際、オーギュストは泡を食ってアルジャンの店に駆け込んできて、大変だとうろたえていた。ニノンも、昨夜アルジャンが厨ちゆう房ぼうで深夜まで仕込みをしていたら、




　――眠れないんです。お手伝いできることはありませんか。




　と起きてきて、




　――また戦争が起こるんでしょうか。そうしたら、この国は、また貧乏になっちゃうんでしょうか。




　と、不安そうにうつむいていた。

　ニノンが生まれたのは、アルテナの混沌のまっただなかで、物心ついたときから戦争の恐怖と、それによる貧しさを味わってきた。

　この国の人間はみんなそうだ。

　革命の発生から続く暗黒の記憶があるからこそ、ロクサーヌが女王になり国が豊かになったことを喜び、バルトレオン将軍という絶対の守護神に守られていることに安あん堵どしていた。

　みんなが贅ぜい沢たくを楽しめる国を作りたいと言ったロクサーヌの願いは、叶えられていたはずだった。

　国民は苦く闘とうの果てに勝ち取った平和と豊かさを、全力で享きよう受じゆしていた。

　だからこそ、今、それが失われ、またあの戦乱と貧困の時代に戻ってしまうことに、心底怯おびえている。

　こんな幼い少女でさえ、そうなのだ。

　アルジャンはニノンの頭に、手を置いた。

　ごつごつした手のひらの中にすっぽり包めそうな小さな頭を、ゆっくり撫なで、静かな声で言ったのだった。




　――それは、おまえさんが今、考えることじゃない。そうならないために、まず女王が力を尽くすはずだ。




　――……はい、アルさん。




　健けな気げにうなずくニノンに、アルジャンは蜂はち蜜みつと生姜を入れたあたたかいミルクを作ってやった。

　ニノンは両手でカップを持って、おとなしく飲んでいた。

「悔しいわ……」

　ロクサーヌが金のスプーンを置いて、つぶやく。

　うつむく顔が、普段よりも弱々しい。

「フロリアがバルトレオン将軍の威光に守られて、ぎりぎりの平和を保っていたことが露ろ呈ていしてしまったわ。これから先はバルトレオン将軍に脅きよう威いを感じていた列強が、一斉に反フロリアに回るでしょう」

　ロクサーヌの頰ほおがさらに険しくなる。

「まずはベルガー帝国……。それからバッハルム、マール連合国、ナスタシア皇国……イングリア王国も、この機に乗じて、おこぼれの利権を得ようと狙ってくるわ」

「……」

　無言で耳を傾かたむけるアルジャンに、ロクサーヌが交こう錯さくする状況を自分の中で整理するように語る。

「でも、一番危険なのは、きっとバルトレオン将軍だわ」

　声をこわばらせて自国の英雄の名を口にし、今日一番厳きびしく険しい表情を浮かべた。

「列強が無茶な要求をしてきたら、バルトレオン将軍は開戦を望むでしょう。そんな要求は武力ではねのけてやると。実際バルトレオン将軍は、アルテナの混沌の際に、そうやってこの国からベルガーやバッハルムの軍を追い払ってくれたのだから。今度も同じことをすればいいと思うでしょう……」

　ロクサーヌが唇くちびるを嚙かむ。

　が、すぐにまた目に意志の光をきらめかせ、厳しい声で、

「けど、フロリアはあのときのフロリアとは違う。わたしは武器を交えて相手をねじ伏せるのではなく、血を流さずにこの国を守りたい。これからのフロリアは、そういうフロリアでなくてはならないわ」

　と断言した。

　ロクサーヌ自身が、これまでそうやって戦ってきたのだ。

　家族を失い、国を追われた孤児みなしごの少女が、王家の血筋と、己の才覚だけを武器に、女王になった。

　みんなが贅沢を楽しめる平和な国を作りたいと、アルジャンに熱く語り、今もその夢のために、細い体でこの国を支えている。

　世間では、ロクサーヌはバルトレオンの傀かい儡らいと思われている。

　バルトレオンの後ろ盾があるからこそ、若いロクサーヌが女王でいられるのだと。

　それはロクサーヌ自身が一番よくわかっていることを、アルジャンもまた知っている。

　険しい表情を浮かべるロクサーヌに、アルジャンは低い声で、淡々とつぶやいた。

「……紅茶よりも、蜂蜜と生姜入りのあたたかいミルクのほうがよかったか」

　ロクサーヌがアルジャンのほうへ顔を向ける。

　険しさが薄れ、普段より少し幼げに見える真ま面じ目めな表情で、じっとアルジャンの目を見つめ返していたが、やがて固く結んでいた唇をほころばせた。

「大丈夫よ」

　ゆっくりと、おだやかに、アルジャンを安心させるようにささやく。

「女王になってから一番の窮きゆう地ちだけれど、だからこそ、ここを乗り切れば、フロリアがバルトレオン将軍だけの国ではないと列強に示せるわ。ここがわたしの女王としての踏ふん張ばりどころよ」

　白い頰に赤みがさす。

　紅茶色の瞳が、みるみる金色の輝きを帯びる。

「紅茶のお代わりをちょうだい、アルジャン。木き苺いちごのジャムも入れてね。あなたの作ったジャムは本当に美お味いしいの。瓶びんから直接スプーンですくって食べ尽くしてしまいたくなるほどよ」

　と朗ほがらかに言うロクサーヌに、アルジャンはいつもより多めにジャムを入れた紅茶を作ってやった。




　　　◇　◇　◇




　一週間後。

　バルトレオンがフロリアに帰国した。

　兵士たちは誰も疲れきった顔をし、重たそうな足で歩いていたが、馬上のバルトレオンの目は早くも次の戦を見すえており、鷹たかのように鋭く光っていた。




「原因の分ぶん析せきはすんでいるし、改善策も構築ずみだ」

　と、バルトレオンはフロリアの重臣たちが集まる広間で、玉座から見おろすロクサーヌに対たい峙じし、言った。

　彼は敗軍の将には見えず、遠征に出立する前と変わらず威い厳げんに満ちていた。人の心を萎い縮しゆくさせる重厚な声を響かせる。

「次の遠征では、成果を得られるだろう」

「けど、今わたくしたちは、遠くへ目を向けるよりも、自分たちがいるこの国を守らなければなりません」

　ロクサーヌもまたしっかりした声で告げ、この一週間で、フロリアに対して列強諸国から要求された事項を、内務長官から伝えさせた。

　広間がざわめき、バルトレオンは小柄な体から強い怒りを発散させ、険しい表情で聞いている。

（将軍の怒りは、もっともなのだけど）

　とロクサーヌは、心の中でつぶやく。

　バルトレオンの敗走の報が広まると、おおかたの予想通り、列強諸国は反フロリアを鮮明にし、無茶な要求をしてきた。

　これまでバルトレオン将軍が侵略した土地をすべて正しい所有者に返却し、さらに侵略行為により諸国を混乱させた悪行の賠ばい償しようとして、別の土地を寄越せと。

　この場合の正しい所有者というのは、もともとその土地に住んでいた先住民のことではなく、もちろん自分たちの国だ。

　ベルガーは、あの土地はもともとベルガー帝国のものだったと主張し、バッハルムも、それはもともとバッハルム王国がフロリアへ一時的に貸与したものだったと、恥ずかしげもなく主張した。

　拒めば、武力で取り返すと匂わせて。

　そうなって困るのは、四方から攻め込まれる危機にあるフロリアであることを承しよう知ちの上で、足元を見ているのだ。

「馬鹿げた要求をのむ必要はない。開戦すべきだ」

　バルトレオンは、ロクサーヌの予想通りの発言をした。

　広間に居並ぶ重臣たちが息をのむ。

「私はこの四年間、フロリア軍の強化に務め、遠征により実戦を積み上げてきた。成果はじゅうぶんだ。今のフロリアの軍は、世界最強だ。列強をすべて敵に回しても戦える。連中は、フロリアの敗北の報を聞いて、蟻ありのように群がってきたのだろうが、象のように踏みつぶしてフロリアの強さを証明すれば、引き下がるはずだ」

　戦争こそが、フロリアの国力を示す一番確実で手っ取り早い方法だと、胸にずしりと落ちる声で、バルトレオンが断言する。

　その確固とした言葉と、バルトレオンの放つ強者のオーラに、重臣たちは引きよせられているようだった。

　が、一方で、また戦争が起こるのに不安を抱いてもいるようで、判定を仰あおぐようにロクサーヌのほうへ視線が集まる。

（バルトレオン将軍が目指しているのは〝強いフロリア〟。確かにバルトレオン将軍なら列強を敵に回しても、勝てるかもしれない。でも、わたしは、一人の国民の血も流さずにフロリアを守りたい）

　ロクサーヌが目指すのは〝豊かなフロリア〟だ。

　国民が自由に職業を選び、一いつ生しよう懸けん命めいに働いた分だけお金持ちになり、贅沢を楽しめる。

　そんな国を作ると、雨のフォレノワール広場で、民衆に向かって宣せん言げんした。

　あの言葉を実現するために、知恵を絞り、人を見極め、言葉を選び、策を弄ろうし、闘たたかってきた。

　アルテナの混沌の間は、日々の命を繋つなぐ糧かてを得るのに精一杯だった――それすらも得られず飢え苦しんでいた国民たちが、今では、贅沢品だった焼きメレンゲや、クグロフや、ボンボンなどの甘いお菓か子しを街のパティスリーで購入し、その愛らしい形や味わいを楽しんでいる。

　開戦すれば、これまで積み上げてきた平和は崩ほう壊かいするかもしれない。

　戦争にはお金が必要だ。兵士も増員しなければならない。

　そうなれば税金の負担が重くなり、働き手が失われる。それは国を貧しくする。




「……わたくしは、将軍の言葉に賛成です」




　ロクサーヌは慎しん重ちように、けどはっきりと言った。

　バルトレオンは、ロクサーヌがこれほどあっさり承しよう諾だくするとは思わなかったのだろう。わずかだが目を見張った。

　重臣たちも、困こん惑わくの表情を浮かべている。

　彼らの視線を引きつけたまま、ロクサーヌは薔薇の花のようにあでやかに微笑ほほえんだ。

「列強の要求は、ひとつも受け入れてはなりません。また、彼らが今後も理り不ふ尽じんな言動をすることがないよう、フロリアの国力を示さなければなりません」

「では、女王陛下、諸国に宣戦布告をされるのですか？」

　と尋ねる重臣に、

「すぐ、というわけにはまいりません。兵士たちは遠征から戻ったばかりで疲れています。回復させる時間が必要です」

　鋭い鷹の目でこちらをじっと睨にらんでいるバルトレオンが、そんな時間は必要ないと口に出す前に、ロクサーヌはあくまでバルトレオンの提案に沿っているという建たて前まえを通しながら、言葉を続ける。

「バルトレオン将軍の力をお借りする前に、まずは別の力で、列強に要求を取り下げていただきます」

「別の力とは？」

　ロクサーヌは、また微笑んだ。




「外交です」
















　そして、一転して威厳にあふれた表情で、凜りんと告げた。




「わたしは、各国の代表が集う平和会議を招集したいと思います」




　　　◇　◇　◇




　フロリア国女王マリー＝ロクサーヌの呼びかけにより、一カ月後の八月の半ば、フロリアの国境にほど近い、バッハルム王国のワルター地区にあるクライスラー城に、各国の要人が集まり、話し合いがもたれることになった。

　平和会議という名目ではあるが、実際は国同士の腹の探りあいと、フロリアの侵略行為に対する糾きゆう弾だんと、その領土と利権の割かつ譲じようが目的なのは、あきらかだった。

　バルトレオン将軍は不満そうだった。

　兵力を回復するための時間稼ぎという建前を渋々受け入れたものの、会議の準備もそれにかかる費用も、すべてフロリアで負担するとロクサーヌが請うけ合あったと聞いて、

「女王は、敵に自分の手足を切り落として差し出して、命乞いをする気か」

　と、ロクサーヌの政務室へ来て、気色ばんだ。

「この会議は、圧倒的にフロリアが不利だ。フロリアをつるし上げて、身ぐるみを剝はごうと待ちかまえているハイエナどもに、宿や食事を提供してやるなんて、金と時間の無駄としか思えん」

　と、剣けん呑のんな口調で言う。

『無駄』という言葉に、ロクサーヌの表情は、逆に少し明るくなった。

「ええ、無駄なことに思われるかもしれません。けど、外交にはそうした一見無駄に見えることの積み重ねが重要です。それに、まったく不利というわけではありません。わたしたちには切り札がありますわ」

　バルトレオンがじろりと睨む。

「なんだ、切り札とは」

「アルジャンです」

　この答えは、バルトレオンの関心を引いた様子だった。

「カレールを軍に戻すのか」

　と、真顔で尋ねた。

「いいえ。切り札は、軍人のアルジャン・カレールではありません。菓子職人のカレールシェフです」




　　　◇　◇　◇




　八月のはじめ。

　オーギュストが肩で息をしながら楽園通りのアルジャンの店に駆けつけると、店のドアに、

『しばらく休業いたします』

　と、張り紙があった。

「そんなぁ……」

　店の前で、へなへなと肩を落とす。

　コメディ・エトワールの女優たちから、アルジャンの店に休業の知らせが出ていると聞いたときは、まさかと思った。

　アルジャンは、なにも言っていなかったのに。

（ああ、でも、昨日僕が店へ行ったとき、僕が話しかけても、うるさいとか邪じや魔まだから帰れとか言わなくて、ニノンが試作品の厚焼きクッキーをお味見してくださいってくれたときも、料金を取れと言わずに黙ってた）

　それに今思い返せば、ニノンも元気がなかった。それはバルトレオン将軍の敗戦の報が入ってからずっとで、明るくしていても、ときどき目を伏せて暗い顔をしたり、一人で店番をしているとき、アルジャンからもらった本を開いたまま、しょんぼり考え込んでいたりすることがあったので、見過ごしていた。

　あの、少し塩気のきいた厚焼きクッキーは、餞せん別べつだったのか？　絶妙の塩しお加か減げんは、彼がひそかに落とした涙の味だったのだろうか。

「ひどいよ、アルジャン！　こんなにいきなりいなくなるなんて」

　はじめは無ぶ愛あい想そうで嫌なやつだと思った。

　けど、菓子作りに関しては真剣で研究熱心で――昔はマズイ生姜クッキーを作っていたことや、母親を亡くしたニノンを、親しん戚せきでもないのに引きとったことを聞いて、だんだんアルジャンのいいところが見えてきて。

　アルジャンの口から兵士時代の昔話をちょっとだけ聞いたり、修道院のことやシュゼットの事件を通して、アルジャンのことをまた少し知ったり、アルジャンに助けてもらったりして。

　最近では、アルジャンのほうも、そんなに僕のこと嫌いじゃないんじゃないかなと思っていて、友情を感じていたのだ。

　なのに、それは思い違いだったのか？

　あの渦巻きのチョコレートケーキはなんだったんだ？　〝友情アミテイエ〟なんて思わせぶりな名前をつけておいて。

「全部、僕の一方通行だったのかい？　きみは僕を捨てて、遠くへ行っちゃったのかい？」

　ドアの前にしゃがみ込んで嘆なげいていると、

「……俺の交友関係を近所に誤解されるようなことを、わめくな」

　アルジャンが裏口から、しかめっ面で現れた。

　ニノンも一緒で、二人とも大きな荷物をさげていて、これから旅に出るような様子だ。

「アルジャン、ニノン！」

　オーギュストは、はじかれたように立ち上がり、二人に駆け寄った。

「どこへ行くんだい？　なんで知らせてくれなかったんだい？　もう一生、きみのその不ふ機き嫌げんそうなしかめ面を見られないかと思ったよ」

　目をうるませて訴えると、アルジャンはさらに顔をしかめ、

「おまえさんは作家のくせに、字が読めないのか。『閉店』ではなく『休業』と書いてあるだろう」

「でも、いつまで休業するのか書いてないし」

「……」

「それって、いつ帰れるのか、わからないってことだよね」

　オーギュストの言葉に、ニノンが幼い体をびくっと揺らし、おずおずとアルジャンを見上げる。

　同じくらい情けない顔で、オーギュストもアルジャンをじっと見つめると、アルジャンは溜息をついて、

「……仕事で、しばらくバッハルムに滞在することになっただけだ。どれくらいの期間になるのか、実際に仕事をはじめてみなければわからなかったので、日付けは書かなかったんだ。一年も二年も留る守すにするわけじゃない」

「バッハルムって……まさか！　クライスラー城の平和会議かい！」

　バッハルムの有名な避ひ暑しよ地ちにあるクライスラー城で、八月に平和会議が開かい催さいされることは、パリゼの市民の間にも広まっている。内実がフロリア国の賠償と、各国の利権を話しあう会議であることも。

　そんな中へ、若く美しい女王が出ていったりしたら、敵の捕ほ虜りよにされてしまうのではないかと、市民は心配していた。また外国の軍勢が攻め込んできて、戦争がはじまるのではないかと。

　なのでオーギュストも、アルジャンがバッハルムと口にしたとき、すぐに会議のことが浮かんだのだ。

「きみ、ロクサーヌ女王のお供で、クライスラー城へ行くのかい？」

　隠しても無駄と判断したのか、アルジャンが素っ気なく、

「ああ」

　と答える。

「……だから会議が終われば、帰ってくる」

（帰ってこれるの？）

　という言葉を、オーギュストは直前で飲み込んだ。

　あまりに不吉な気がしたからだ。

　アルジャンを泣きそうな顔で見上げていたニノンが、

「わ、わたしも、やっぱりアルさんと一緒に行きたいですっ」

　と訴えたが、アルジャンは、

「ダメだ。厨房の手伝いは、国が用意してくれて足りている。おまえさんはメリエール修道院でおとなしく待っているんだ」

　と、はっきり言う。

　ニノンは、

「でも……」

　と、まだなにか言い足りなそうにもじもじしていたが、アルジャンが厳しい表情を変えないのを見て、うつむいてしまった。

　普段のニノンは、アルジャンの言いつけは絶対で、我わが儘ままを言ったりなど決してしない。それがこんな風にぐずるなんて、ニノンもアルジャンが帰ってこないと思っているのではないかと、オーギュストはますます胸が潰れそうになった。

「オーギュスト」

　アルジャンにふいに名前で呼ばれて、オーギュストは慌あわてて、

「え、わ！　はい！」

　と叫んだ。

「おまえさんにも、ニノンのことを頼んでおく。メリエール修道院へ時々顔を出してやってくれ」

「……うん」

「ニノンに変なことを教えたり、悪さをさせるんじゃないぞ。それと修道女に言い寄ったりもするな」

「……うん」

　そんなことしないよ、ソフィーへの気持ちは清らかな天上の愛なんだ、きみ、僕を誤解しているんじゃないのかい！　と文句を言ってやりたいが、喉のどに絡まって出てこない。

　まるで永遠の別れのように、声をつまらせてうなずくオーギュストに、

「……戻ったら、礼に好きな菓子を食わせてやる」

　とアルジャンにしては優しい声で言い、

「ニノン、行くぞ」

　うつむくニノンをうながし、楽園通りの先の道を歩いていった。

（無事に帰ってきておくれよ、アルジャン。きみが戻ってくるまで、僕は甘いもの断ちをするから）




　　　◇　◇　◇




　ロクサーヌは国庫金の他に、個人の投資で貯ため込こんだ私財を投じて、クライスラー城を贅沢に飾り立て、食器もタオルも、ベッドのシーツも、フロリア製の最高級のものをそろえさせた。

　食事もフロリアを代表する宮廷料理人を同行し、材料を決してケチるなと告げた。すべて最上級のものを使用するようにと。

「お金を貯めるのは、使うためよ。大いに使ってこそ、お金は価値を持ち輝くの。使わないお金なんてゴミと同じよ」

　と言い切り、足りない分は個人で借金まで背負った。

　そうしている間に、各国の代表がクライスラー城を訪れた。

　まずは、バッハルムの宰相のヨーゼフ・エドワルド。

　小さな白い髭ひげを顎あごに蓄たくわえた彼は、おだやかそうな初老の紳しん士しに見えるが、中身は老ろう練れんな政治家であり、バッハルムの〝山羊の皮を被かぶった狐〟と、諸国から揶や揄ゆされている。

　次に、軍事大国ベルガー帝国の第一皇女、ヒルデリーケ。

　輝く黄金の髪と緑の瞳が鮮烈な美び貌ぼうの皇女は、豊満な肉体をベルガー帝国の軍服に包んでいる。女だてらに将軍として軍をまとめる戦姫でもあり、苛か烈れつな性格で知られており、過去にバルトレオンと何度も戦っている。

　そのたびにバルトレオンの采さい配はいと、彼の特別部隊に煮え湯を飲まされ、その復ふく讐しゆう心しんを胸に会議に臨のぞむ。

　七つの島国が連なる、海運がさかんなマール連合国からは、ミラーナの総そう督とくペドロ・ボルジエと、シーザリオ公国のロレンツォ大公が訪れた。

　ペドロ・ボルジエは、野心家の家系といわれるボルジエ家の現在の当主でもある。特殊な毒を使用しての暗殺は、ボルジエ家のお家芸とささやかれ、ペドロにも常に陰いん謀ぼうの影がつきまとう。内面の黒さとは逆に、白い髭を生やして穏やかそうに見える痩やせた紳士がバッハルムの宰相エドワルドなら、黒い髭を鼻の下に蓄え、いかにも狡ずるそうな目をした小太りの中年男が、ペドロ・ボルジエだった。

　シーザリオ大公ロレンツォは、フロリアの白い百ゆ合りと謳われた絶世の美女シュゼットの夫である。

　三十代の男盛りで、彫ほりの深い男性的な顔立ちをしている。背も高く体つきも逞たくましく、剣や弓を好みそうな武人らしい風情だが、実は芸術の愛好家として知られている。才能のある芸術家に援助を惜しまず、国へ招き、城に住まわせ世話をしていた。そんな芸術家たちがシーザリオには大勢いるという。気さくで大らかな性格だが、一国の元首としての冷静さと、小事を捨て大事をとる決断力も持ち合わせている。

　イングリア王国からは、国王の従弟のリチャード卿が参加した。くりくりした茶色の巻き毛のリチャード卿は、顔もふっくらと丸い。極端に太っているわけではないのだが、肩幅が広く腹回りもやや丸くなってきていて、人の好よさそうな暢のん気きそうな表情と相まって、熊のぬいぐるみのように見える。

　そして、雪と氷に閉ざされた北の大帝国ナスタシア皇国からは、第二皇子のミハイルが、急病の兄皇子の代わりにやってきた。

　ミハイル皇子はロクサーヌよりは年長だが、まだ若い。北の帝国に降り積もる雪のように真っ白な肌をしていて、容よう貌ぼうも女性のように繊せん細さいで上品で、さめた憂ゆう鬱うつそうな目をしている。













　こうして、聖歴一八一三年の八月。歴史に残るあの有名なクライスラー会議の席に、参加者たちが次々と着座していった。

　そうそうたる参加者を待たせ、発ほつ起き人にんであるフロリア国女王ロクサーヌが現れたのは、開始時間ぎりぎりだった。

　明るい薔薇色の髪を、光沢のある金色のリボンで優雅に結い上げ、薔薇色のドレスをまとった華やかな装よそおいをしており、従者の手を借り、不自由な足を引きずって、ゆっくりと着座したあと――その美しさをじゅうぶんに自覚したにこやかな笑顔を参加者たちに振りまき、最初の言葉を口にしたのだった。

「大変残念なお知らせがあります。フロリアの大元帥バルトレオン将軍は、遠征中に負った怪け我がが悪化し、本日の会議に出席できなくなりました」




　　　◇　◇　◇




　バルトレオンの会議不参加が告げられるなり、参加者たちは、それぞれに驚おどろいたり、不快感をあらわにしたりした。

　白い顎髭の老練なバッハルムの宰相エドワルドは、おだやかで紳士的な顔つきで、さも心配そうに装った。

　苛烈な性質で知られるベルガーの戦姫ヒルデリーケは、髪と同じ金色の眉毛を露ろ骨こつにつり上げた。

　イングリアのリチャード卿は、熊のぬいぐるみを思わせる丸みのあるふっくらした顔に、素直な驚きを浮かべている。

　兄皇子の代理で、急きゆう遽きよ出席が決まったナスタシアの第二皇子ミハイルは、憂うれいの貴公子といった風情の白い顔に、特になんの感情も浮かべないまま、銀色の目でじっとロクサーヌを見ていた。

「……」

　野心家のミラーナのボルジエ総督は、黒い髭を鼻の下に蓄えた、ひきがえるに似た顔をゆがめ、シュゼットの夫のシーザリオ大公ロレンツォは、男らしい眉根を寄せ、慎重に思案するような表情をしている。

　バルトレオンに会議を欠席するよう指示したのは、ロクサーヌだった。




　――バルトレオン将軍は、傷が悪化したということにして、お部屋で休んでらしてください。




　昨夜、ロクサーヌがバルトレオンの部屋を訪れ、そう告げると、バルトレオンは皮肉気に言った。




　――私が会議に出席すれば、椅い子すを蹴けり倒たおして、こんなくだらない会議などやめて戦で決着をつけようと叫んでしまうからな。




　――バルトレオン将軍は後方で控ひかえていただくほうが、参加者に威圧感を与えることができますわ。




　――まぁ、そういうことにしておこう。開戦せずにどう収めるのか、カレールをどう使うのか、しばらく女王のお手並みを拝はい見けんしよう。




　アルジャンを切り札だと言ったロクサーヌの策に、バルトレオンは興味を抱いているようだった。

　ロクサーヌが単なるお飾りの女王ではないことを、バルトレオンは認めている。

　それでも、開戦せずに外交で国を守るというロクサーヌの考えは、しょせんお姫様の理想論だと彼が考えていることも、わかっていた。

　事態はすでにロクサーヌの小さな手にはあまる。それを軍人ではないアルジャン・カレールを使って、どう打開するのかと。

　バルトレオンが、重々しく付け加えた。




　――だが、女王では押さえられないと判断したら、そのときは即座に会議の席に着き、私の自由に発言させてもらう。




　――ならばわたしは、将軍が涼しいお城でゆっくり静養できるように、最善を尽くさなければなりませんね。




　ロクサーヌは内心の不安を隠して、微笑んでみせた。

（わたしは戦争ではなく、外交でフロリアを守る）

　バルトレオン将軍の欠席の知らせに、それぞれに反応しながら、こちらを見つめてくる会議の出席者たちを、昨夜バルトレオンと話したときと同じように、にこやかに見つめ返す。そうしながら、彼らの表情を脳裏にしっかり焼きつける。

　この中で、誰が敵なのか？

　誰が、味方についてくれるのか？

　今日一日だけではない。会議が続く間ずっと神経を張りめぐらせ、頭脳をとぎすまし、判断し続けなければならない。

（彼らはわたしを、バルトレオン将軍の傀儡で、世間知らずの小娘だと思っている。

〝賢き薔薇〟と呼ばれていい気になっているだけだと）

　その認識を利用しながら、かつ、その認識をこの会議でくつがえし、ロクサーヌがお飾りの人形ではないことを、認めさせなければならない。

「では会議をはじめましょう。議長は、僭せん越えつながら発起人である、わたくしが務めさせていただきます」




　　　◇　◇　◇




　会議初日は、予想通りフロリアを非難する流れからはじまった。

　ベルガー帝国皇女ヒルデリーケが、

「バルトレオン将軍の遠征は、世界の秩ちつ序じよを乱す侵略行為ではないか」

　と舌ぜつ鋒ぽうを浴びせ、これまでバルトレオン将軍が不当に征服した土地を、放ほう棄きするよう主張した。

　野心家で計算高いミラーナのボルジエ総督も、五十年前にフロリアに貸した領土の返却を求めてくる。あれは、もともとフロリアが狡こう猾かつに奪うばい取とった土地であり、契けい約やくの正当性が認められないと。

　ロクサーヌが口を開こうとしたとき、顎に白い髭を生やしたバッハルムの宰相エドワルドが、真っ白な山羊のようにおだやかな表情と声色で言った。

「みなさん、フロリアばかりを責めるのはどうでしょう？　未開国を属ぞく領りようにすることも、敗戦国が勝戦国へ期間を区切って領土の一部を貸し出すことも、フロリア以外のどこの国でも、当たり前に行われていることだ」

　ヒルデリーケが、うさんくさそうにエドワルドを見る。

　バッハルムがフロリアの援えん護ごについたように見えるが、それは違う。参加者たちの緊きん張ちようが高まる。

（おそらくこの中で、彼が一番やっかいだわ）

　古い歴史を持つバッハルム王国は、世界の文化の中心であり、発はつ祥しようの地であると言われている。軍事力よりも、婚こん姻いんによる同盟の強化と、巧みな外交によって、長い間強国として君臨してきた。

　その宰相として実質的な政権を握っているエドワルドは、ロクサーヌがバッハルムに亡命していた当時、ロクサーヌの師でもあった人物だ。ロクサーヌは彼を見て、政治の駆け引きを学んだ。だからヨーゼフ・エドワルドが、裏表のある油ゆ断だんのならない人物だということも、よく知っている。

　ボルジエ総督が、ひきがえるに似た顔をゆがめて言った。

「どこの国でも行っているとおっしゃるが、フロリアは度が過ぎた。各国からの再三の勧かん告こくも無視して、遊びに興きようじる子供のように野放図に領土を増やしてゆき、世界中にフロリアの旗を立てかねない勢いだった」

　丸顔のイングリアのリチャード卿もうなずく。

「残念ながら、まったくその通りだね。イングリアの国民議会も、フロリアを放置しておくのは世界にとって危険だという考えだ」

　エドワルドがすかさず言う。

「まさにそこです。要するに、フロリアは、文化国家としていまだ成熟していないのです。なのに国が広くなりすぎて、お若い女王の手にはあまるのでしょう。なので、バッハルムがフロリアの後見国となり、責任を持ってフロリアを管理いたしましょう。それならみなさんもご安心でしょうし、か弱い女性であられる女王の負担も減るのではありませんか？　ロクサーヌ陛下」

　初心な弟子を見守るような慈悲深い眼差しをロクサーヌに向け、老練な宰相は優しく尋ねる。

「バッハルムとフロリアは縁えんが深い。先の王妃はフロリアのかたですし、女王の母君もバッハルムの血を引いておられる。もともとフロリア王家は、バッハルム王家から枝分かれした分家のようなものです。そうそう、フロリア王家に存亡の危機が生じた場合、バッハルムがこれを助けるという誓ちかいが両国の間で交わされたのを、ロクサーヌ陛下もご存じでしょう」

「ええ……百五十年前でしたわね」

　と、ロクサーヌは慎重に答えた。

『フロリア国が存亡の危機にある際、バッハルム王国はこれを助けるため、フロリア国のあらゆることに干かん渉しようする権利を有する』

　という、〝干渉権〟と呼ばれる盟めい約やくだ。

　エドワルドがにこやかにうなずく。

「さよう」

（そんなもの、とっくに有名無実化しているわ）

　が、この百五十年の間に、バッハルムは繰り返しこの〝干渉権〟を振りかざして、フロリア王家への搾さく取しゆや侵しん攻こうを試みたのだった。

　エドワルドがフロリアの後見国になると言ったのも、要は各国から攻め込まれる危機に瀕ひんしているフロリアに、自分たちが守ってやるから属国になれと言っているのと同じだ。

　拒否すれば、バッハルムもフロリアを糾きゆう弾だんする側に回る。

　受け入れれば、バッハルムに隷れい属ぞくすることになる。

　どちらを選んでも、フロリアに不利なことは変わらない。

　ロクサーヌは、にっこり笑った。

「ああ、そろそろお茶の用意ができる頃ですわね」

　出席者たちが鼻白む。

　お茶？　なにを言っているのだ、このお嬢じようさんはという顔で。

　ロクサーヌは明るい声で続けた。

「一度休きゆう憩けいにいたしましょう。みなさんにぜひフロリアの文化を味わっていただきたくて、わたしの一番お気に入りの菓子職人を連れてきたんです」

　あきらかに場違いな発言だった。

　ベルガーの皇女はあきれはてた顔になり、こんな頭の軽い小娘が、国を背負った立場で、この重要な席にいるなんてと言いたげに、ロクサーヌを睨んだ。

　他の出席者たちも、似たりよったりだ。

　エドワルドは、お姫様のその場しのぎの逃げ口上かと余裕の笑みを浮かべ、

「フロリアの食文化はバッハルムの模も倣ほうと言われておりますが、さて、美食の中心たる我が国の城で、どのようなフロリアの美味をいただけるのでしょうな」

　と皮肉を言った。

「きっとご満足いただけますわ」

　ロクサーヌはまたにっこりした。

　そうするうちに、扉が鳴った。

「どうぞ」

　ロクサーヌの合図で、従者たちが扉を左右に開く。

　その向こうから、一人の青年が現れた。

　しなやかな逞しい体を、衿えりを立てた白いコックコートで包んでいる。

　さらに、ナイトキャップのように先端がやわらかく折れた一般的なシェフハットではない、厚紙で高さを出した斬ざん新しんなシェフハットは、天上に向かって、しゅっと伸びている。その下の冴えた銀色の髪と、精せい悍かんな顔立ち。

　料理人らしくない鋭い目。

　両手で持った銀色の盆ぼんには半円の蓋ふたが、仰ぎよう々ぎようしくかぶせてある。

　若いシェフは軍人のように隙のないお辞じ儀ぎをすると、低い声で淡々と名乗った。




「本日、皆様のお菓子をご用意させていただきました、アルジャン・カレールでございます」




　出席者たちに緊張が走る。

　菓子職人のアルジャンは、まだ無名だ。

　だが、アルテナの混沌の末期に、バルトレオン将軍の特別部隊に所属し、〝バルトレオンの銀の猟犬〟と呼ばれ、将軍の最も優れた武器として電光石火の活かつ躍やくをしたアルジャン・カレールの名は、他国にも知られている。

　あれは、バルトレオンの部下の、あのアルジャン・カレールか？

　銀の髪に青灰色の目、間違いない！

　傷を負い退役したとも、裏でバルトレオンの密命をはたしているとも噂うわさされていた、あのカレールが、菓子職人だって？　なにかの罠わなではないか？　あの銀の猟犬がこのあと豹変して、ここにいる全員を血祭りにあげる算段なのではないか？

　そんな驚きと疑惑の眼差しが、アルジャンに集中する。

　特にベルガーの皇女ヒルデリーケは、アルジャンに戦場で幾度も苦い思いをさせられており、憎々しげにアルジャンを睨んでいる。

　アルジャンは無表情のまま進んだ。

　その後ろから、お茶のセットや皿を持った美しい娘たちが続く。メイドではなく、ロクサーヌがお茶会で勧誘した令嬢たちで、立ち振る舞いが優雅で気品がある。全員、古典風のレースをたくさんあしらった裾すそのふくらんだドレスをまとっているが、丈たけが足首で切れているのが斬新で、彼女たちの若々しさや愛らしさを引き立てている。

　若い娘をそろえて男たちの目を奪って懐かい柔じゆうする気かと、ヒルデリーケがまたキッと眉を上げる。が、アルジャンが盆にかぶせた蓋を、うやうやしく持ち上げると、そちらに引き寄せられるように前かがみになった。

　他の出席者たちも、見慣れない菓子に目を見張る。

　それはまるで、王冠のように優美な形をしていた。

　雪のような純白の焼きメレンゲと、可か憐れんな薔薇のごとき色合いの焼きメレンゲを、交互にはりつけて、周りをぐるりと囲んでいる。

　しかも焼きメレンゲは波のように優しくうねり、まるで純白と薔薇色の波が可憐に戯たわむれ、絡みあっているようだった。

　上にも、白い焼きメレンゲを、海の泡のように渦巻き状にぐるぐると重ねる。それは大輪の白い薔薇の花のようにも見えて、お菓子というより、細部まで彫り込まれたメレンゲの彫刻のようだった。

　円えん錐すいの袋に口がねをつけてメレンゲを絞り出す方法は、今年に入ってからあっという間に広まり、フロリア以外の国々でも、絞り袋を使って焼きメレンゲを波形にしたり、ちょっとずつ絞って小さな花の形にしたりするのが、主流になっている。

　が、それをこんな風に組み合わせた菓子は、まだバッハルムにもないはずだ。宰相のエドワルドが難しい顔で菓子に見入っている。

　アルジャンが低い声で言う。




「ヴァシュランでございます」




　その名前に、出席者がまた奇妙な顔をする。

　ヴァシュランとは、丸いチーズのことだからだ。

　あれはチーズなのか？　それとも中にチーズが入っているのか？

　アルジャンが、彼らの疑問に答えるように淡々と説明する。

「ヴァシュランという名は、このように白い焼きメレンゲで全体をおおった様子が、チーズのヴァシュランに似ているところから、女王陛下に命名していただきました。今回は女王陛下を象徴する薔薇色の焼きメレンゲを加えて、さらに優雅に仕上げております。焼きメレンゲの中身は、冷たいアイスクリームとソルベです」

　アルジャンが銀色の長いケーキナイフで、ヴァシュランを切り分ける。

　さくっ……と軽やかな音がして、純白のメレンゲの蓋が儚はかなく崩くずれた。

　その下に、冷たい層がある。上からヴァニラのアイスクリーム、赤紫のカシスのソルベ、薔薇のソルベ、アプリコットのソルベ。蜂蜜のアイスクリーム。最後にシャンパンを染みこませたやわらかなグリーンのスポンジは、ピスタチオの風味。

　全部で六層の色彩が現れる。

「……これは、美しい」

　と、シーザリオ大公ロレンツォが感に堪たえないというように、つぶやいた。

　女性のヒルデリーケも見み惚ほれているようだった。が、すぐにフンッというように顎を上げる。

　よく冷えた白い皿に、切り分けたヴァシュランを乗せると、アルジャンは薔薇色のソースを小さな銀の柄ひ杓しやくでかけはじめた。

　高々とかかげた柄杓の先から、薔薇色の液体が真っ白な皿に向かって寸分の狂いもなく流れ落ち、ヴァシュランの周りに花びらを描いてゆく。

　巧たくみな技と、あざやかな色の対比に、出席者たちから感かん嘆たんがもれた。

　フロリアの最新のファッションに身を包んだ令嬢たちが、薔薇のソースで彩いろどられたヴァシュランの皿を、出席者たちの前に置いてゆく。

「どうぞ、溶ける前にお召し上がりくださいませ」

　まっさきに手を出したのは、イングリアのリチャード卿だった。熊のぬいぐるみを連想させる丸顔で体格のよい彼は食べることに目がなく、アルジャンがヴァシュランを切り分けている間も、よだれを垂らしそうな表情をしていたのだった。

　銀のスプーンで、メレンゲとヴァニラのアイスとカシスのソルベと薔薇のソルベを一度にすくって、口へ運ぶなり、




「う、美う味まい……」




　と目を閉じ、身を震わせた。そして目を開けるなり早口で、

「いやーこれは美味い！　こんな軽い焼きメレンゲははじめてだ。まるで雲みたいに軽やかで、舌の上であっという間に崩れてゆく。そのあとに、ひんやりしたアイスクリームとソルベが砕けたメレンゲに絡んで、ほろほろさくさくと音を立てながら溶けていって……ああ、なんて説明すればいいんだろう。とにかく今までなかった食感だ」

　他の出席者たちも、食べはじめる。

「うむむ、確かにこれは。焼きメレンゲの甘さを、冷たいソルベが、いい具合に抑えていて、素晴らしい味わいだ」

「焼きメレンゲと絡むと……なるほど、口の中でさくさくと小さく鳴って、ほろほろと溶けて、すっと消えてゆく」

　ボルジエが唸うなり、ロレンツォが感嘆する。

　リチャード卿が、

「だろう！　それに、いろんな味のソルベとアイスクリームが喧けん嘩かをせずにしっかりまとまっているのもすごい。薔薇のソルベの上品さと、カシスのソルベの爽さわやかさとアプリコットのソルベの甘酸っぱさが一度に味わえるなんて、なんて贅沢なんだ。見た目も美しくて、食べるのが惜しいほどだ」

　と絶賛する。

「……非常に美味です」

　憂い顔のナスタシアの皇子が品良くつぶやき、ベルガーの皇女ヒルデリーケは悔しそうに、

「あ、アイスクリームくらい、ベルガーにもあるぞ。もちろん焼きメレンゲだって。いちいち騒ぐほど珍めずらしいものではない」

　と主張するが、スプーンが止まらない。

　あっという間に食べ終えたリチャード卿が、丸い顔をつやつやさせて、

「いやー、今まで私が一番感動したデセールは、バッハルムのチェリーシュトレーデルの生クリーム添ぞえだったんだが、それより美味かった！」

　と育ちの良さからくる天然な発言をし、バッハルムの宰相のこめかみを、ほんの一瞬引きつらせた。

　が、エドワルド宰相はすぐにおだやかな表情に戻り、

「バッハルムの伝統的な菓子を、うまくアレンジされたようですな。が、我が国が誇る食の芸術家ホフマンシェフが作る古典菓子の深い味わいも、機会があればぜひ味わっていただきたいものです。そうすればリチャード卿のご意見も、また変わるでしょうから」

「ああ、それはぜひ。ホフマンシェフのお菓子もいただいてみたいものです！」

　とリチャード卿が人の好い笑顔で答える。

　全員の皿が空になったところで、ロクサーヌが薔薇のようにあでやかに微笑んだ。

「では、冷たいお菓子で頭がすっきりしたところで、会議に戻りましょう。ええと、干渉権のお話でしたわね？　そう、確か我が国で革命が起きたときも、バッハルムに干渉権を発動していただいたのでしたわ！　あのときはフロリアのために力を尽くしてくださって、本当にありがとうございます」

　干渉権を発動した結果がどうだったかを、明るくあてこすりつつ、笑顔のまま、

「おかげで国もまとまり、こうして日々勉強しながら頑がん張ばっております。ですのでバッハルムの皆様には、父親のような広い気持ちで見守っていただけると、嬉うれしく思いますわ。いざというときバッハルムのような大国が、干渉権を行使して助けてくださるかと思うと、とても心強いですから」

　エドワルドの提案を軽やかに退けつつ、バッハルム以外の国々にも、もしフロリアの土地や利権を奪うことがあれば、バッハルムが干渉権を理由に乗り出してくることは必至であることを示す。

　これにより、バッハルムだけでなく、ベルガーとミラーナの攻撃も押し返した。

　そうして、

「次の議題に移りましょう」

　と無む邪じや気きを装ってこの話題を終わらせた。

　エドワルド宰相は、ぐうの音も出ない。

　ベルガーのヒルデリーケと、ミラーナのボルジエも、しかめっ面になる。

　紅茶を淹いれながらそれを見ていたアルジャンは、心の中でつぶやいた。

（まずは一勝だ、姫さん）




　　　◇　◇　◇




　会議は二日目からも、ロクサーヌの筋書きどおりに進んだ。

　会議中、フロリアに不利な流れになると、ロクサーヌがアルジャンを呼ぶ。すると白いコックコートを着て、縦にしゅっと伸びたシェフハットをかぶった愛想のない菓子職人が現れ、昨日とは違う皿盛りの菓子が提供される。

　華やかな美少女たちの手で配られる菓子は、どれも見惚れるほど優美な外見をしていて、また味も素晴らしく、話題はいつのまにかそれてゆく。

　白くなめらかなブラン・マジェに、黄金色の夏みかんのゼリーを細かく砕いたソースをかけたものは、まずその白と金の繊細なコントラストに息をのみ、ぷるんとしたブラン・マジェをスプーンで崩して、夏みかんのゼリーソースと一緒に口に入れれば、甘いアーモンドミルクと、甘酸っぱい夏みかんのソースの香りが口の中に押し寄せる。

　そのえもいわれぬハーモニーと、舌を撫でるブラン・マジェのなめらかな食感、ふるふると揺れるゼリーのソースに溜息をつく。

　またある日は、バターと卵を贅沢に使ったふわふわのブリオッシュを、ミルクと砂糖と卵にひたして焼いたものに、赤ワインでとろとろに煮込んだイチジクと、ミルク味のアイスクリームを載せて、いただく。

　イングリアのリチャード卿が、ほっぺが落ちそうな顔で、

「ブリオッシュもいちじくも、とろとろで熱々で、ひんやりしたミルクのアイスクリームと一緒に食べると、くぅぅ――、たまらない。いちじくって、こんなに美味しかったんだ！　舌も一緒にとろけそうだよ」

　と目を細めた。

　またあるときは、薔薇の砂糖衣をかけたエクレールを、

「この食べ方が一番美味しいんです」

　と、いたずらっこのように告げるロクサーヌに従って、みんなで手づかみで齧かじりつき、黄金色の香ばしいシュー生地の中から、稲妻のように押し寄せてくる薔薇の香りのカスタードクリームに目を白黒させた。

　ベルガーで好んで飲まれている温かいバヴァロワーズを冷やして固めたものに、ふんわりした生クリームと、リキュールで大人っぽく味つけしたフルーツをたっぷりそえたバヴァロワを一口食べたベルガーの皇女ヒルデリーケは、

「バヴァロワーズだわ……」

　と、思わずベルガー訛なまりの発音で、つぶやいた。

　卵とミルクがぎゅーっとつまった甘く濃のう厚こうな味わいがよほど美味しかったのか、黙々と食べ続け、急にハッとしたように顔を赤らめ、

「フルーツの酒が、少しばかりききすぎているようだ」

　と、今度は儀ぎ礼れいに則のつとった正確な発音で、言った。

　イングリアのリチャード卿は、すっかりアルジャンのファンになり、

「今日はカレールシェフは、どんなお菓子を作ってくれるのだろう。果汁がしたたるような新鮮なオレンジをアーモンドクリームに焼き込んだタルトだろうか？　干し葡ぶ萄どうをたっぷり入れて、砂糖を振りかけたクグロフだろうか？　ブリオッシュがあんなに美味しいのだから、同じ生地を使っているクグロフも、きっと素晴らしいだろう。さくさくのパイ生地に、とろりとしたカスタードクリームをつめて、表面を薄くカラメリゼしたピュイ・ダムールでもいいなぁ」

　と、朝から大きな体を、そわそわ揺らしている。会議に来ているのか、アルジャンの菓子を食べに来ているのか、わからない。

　フロリアの名工たちの手による花模様の薄い陶器に盛られた薔薇色のプラリーヌも、彼の大のお気に入りとなり、会議の最中、横に置いてぽりぽり齧っては、

「いや、困った、これは止まらない。去年バッハルムの土産みやげでもらったプラランよりも香りが上品だし、カリッとしていて香ばしい。アルジャン・カレールシェフは、ひょっとしたら世界一の菓子職人なんじゃないか」

　と褒ほめちぎり、バッハルムの宰相エドワルドのこめかみをまたもや引きつらせ、

「それはリチャード卿がまだ、我が国のホフマンシェフや、シュミットシェフや、オーベルトシェフをご存じないからでしょう」

　と、にこやかな声で言わせた。




　夜も、ロクサーヌがフロリアから連れてきた料理人たちが、贅ぜいをこらした食事を、最高級の器に盛って提供し、可憐なドレスに身を包んだ若く美しい娘たちが、気品あふれる接待をする。

　会議の参加者はすっかりフロリアの文化に魅みせられ、その中でもアルジャンの菓子は日々新たな驚きを提供し、フロリアへの攻撃の矛ほこ先さきを鈍にぶらせた。

　またロクサーヌも、巧みな話術で彼らの言葉をかわし、会議の主導権を握り続けた。




　　　◇　◇　◇




「あのフロリアの孤児が、ここまでやるとは。予想外だった」

　バッハルムの宰相ヨーゼフ・エドワルドは、会議を終えてクライスラー城に用意された部屋に戻ると、白い山羊のおだやかさを脱ぎ捨て、黒い狐の険しい表情で唸った。

　バッハルムの宮廷の片隅で、いつも目立たないように身をすくめていた、足の悪い、無口な少女。

　その少女が、別人のように華やかな姿と自信にあふれる朗らかな表情で、終始会話の流れをコントロールしている。

　フロリアで革命が起き、ロクサーヌの一家がバッハルムに亡命してきたとき、ロクサーヌだけを生かしておいたのは、幼い少女なら余計な主張をしてくることはないだろうし、こちらの自由に使える駒こまになるという思おも惑わくがあってのことだった。

　実際、ロクサーヌはそういうおとなしい、自我のない娘に育ったかに見えた。

　が、それは見せかけで、ロクサーヌはまんまとバッハルムから逃げ出し、バルトレオンの庇ひ護ごを受け、フロリアの女王になった。

　さてはロクサーヌを連れ出したのは、ベルガー帝国のスパイではなく、バルトレオンの手の者だったのか。王家の血筋を利用して、自分が権力を振るうための操あやつり人形に仕立てたのかと思っていた。

　アルテナの混沌の終了後、実際に改革を行っているのは、ロクサーヌではなくバルトレオンだと。

　今回の会議の席にバルトレオンが姿を見せないのも、あの鷹の目をした男の策略に違いないと予想していたのだが。

（……どうやら認識を改めなければならないようだ）

　クライスラー会議の中心にいるのは、いまだ姿を見せないバルトレオン将軍ではなく、華やかな笑顔と才知を振りまいている、あの若い女王だ。

　ロクサーヌが連れてきたいまいましい菓子職人も、まだなにかありそうだ。

（早めに手を打って、会議の主導権をバッハルムが握らなければ）

　そう、バッハルムの分家のフロリアになど負けてはならない。

　政略でも。

　美食でも。




　　　◇　◇　◇




　エドワルドが企たくらみを巡らせている頃、パリゼの修道院の礼れい拝はい堂どうでは、オーギュストとニノンが、アルジャンの身を案じていた。

　アルジャンと離れて以来笑顔を見せなくなったニノンは、聖母像の前で、うなだれている。

「今朝、ソフィーさんとお皿を洗っていたら、落としてもいないのに、お皿が二つに割れてしまったんです。お洗せん濯たくをしたら、それまで晴れていたのに急にお空が曇くもって雨になりました。繕つくろいものをしていたら、自分のスカートも一緒に縫ぬってしまって、ソフィーさんが『あらあら』と目を丸くして、ほどいてくれました。スカートを縫いつけてしまうなんて、生まれてはじめての経験です。それとお食事のとき、院長様がスモモの種を喉につまらせて、大騒ぎでした。ソフィーさんが院長様の背中を叩いて、どうにか種を吐き出されたのですけれど……これは悪い知らせでしょうか。アルさんになにかあったんでしょうか」

　甘いもの断ちをしているオーギュストも、ニノンと同じくらいうなだれて、

「僕も新作の脚本が全然進まないんだ。昨日なんて、ソフィーが『頑張ってくださいね』って優しく微笑んで励はげましてくれたっていうのに、右手がぴくりとも動かなくて、ペン先から落ちた黒い染みが紙の上にどんどん広がってゆくんだ。もしかしたら、アルジャンの身によくないことが起きたんじゃないか。いいや、これから起きるんじゃないか、絶対起きる、と思ったら、ますます手が動かなくて。劇団の人たちに、早く脚本を書けってどやされて、逃げてきたんだ」

　脚本が進まないのも、劇団関係者から催さい促そくされて逃げ回っているのも、オーギュストの場合はいつものことなのだが、今はすべてアルジャンに結びつけてしまう。

　ニノンが、目にじわりと涙を浮かべる。

「わ、わたし、やっぱり……アルさんに怒られても、アルさんのところへゆきたいです」

　オーギュストは、もらい泣きしかけた。

　ニノンがアルジャンからもらった本を毎日読み返していることも、いつかアルさんの役に立ちたいからと字の勉強をしていて、ここへ来てからも紙にアルジャンの名前ばかりびっしり書いていることも知っている。アルジャンのことが心配すぎて、他の言葉が浮かばないのだ。

　こんなに健気にアルジャンを慕したう女の子を、放っておけるものか？

　いや、できない。

　それに、僕だって彼に会いたい。

「よし、行こう」

　と、決断力と行動力だけはあるオーギュストは言った。

「今は夏で、僕は金持ちのお坊ちゃまだもの。夏に涼しいワルター地方へ避暑に行くのは、普通のことさ」

　ニノンも顔を上げて、大きくうなずく。

「そうです。わたしも……っ、暑いのは苦手なので、涼しい場所へ行きたいです。オーギュさんのお供をします」




　　　◇　◇　◇




　修道院に預けてきた同居人の少女が、万年スランプの劇作家と、バッハルムを目指して出立したことを知らないアルジャンは、クライスラー城の厨房で、他の料理人たちに忙しく指示を与えていた。

「クリームを急げ。ナッツを入れるのは小麦粉のあとだ。そのパイ生地はあと二回折り込め」

「二回ですか？」

　てんてこまいの料理人が、人差し指と小指を立てて確認するのに、

「そうだ、二回だ」

　と、いつもより声を張って、答える。

　修行時代に、大人数の菓子を大勢で作った経験はあったが、あのときはひたすらオレンジの皮をむいたり、パイ生地をこねたりと、与えられた仕事だけをしていればよかったが、今は一人一人の作業に気を配りながら、自分の手も動かさなければならない。

　休憩時間に出す皿盛りの菓子の他に、夜会で並べる菓子、会議の出席者たちが連れてきた家来たちへの差し入れの菓子、それにロクサーヌから特別な依頼を受けている菓子も含めて、仕事はとめどなくある。

　皿盛りの菓子は、一品も同じものを出してはならないというのが、ロクサーヌの指示だった。常に新しいものを提供し、会議の出席者たちに驚きと感動を与え続けなければならないと。

（姫さんの注文は、いつもきつい）

　だが、彼女が望むなら、やりとげる。

「カレールシェフ、これ、まだ作るんですか、多すぎませんか」

　やわらかくした飴あめを、指先で千切ったり伸ばしたりしながら、赤い葉っぱを作っているアルジャンに、横で黄色の葉っぱを作っていた料理人が尋ねる。

　どちらの葉っぱも、すでに四角い銀の盆を埋め尽くすほどの量がある。

「これは明日の菓子に使うんじゃない」

「え、夜会用ですか」

「いや、違う」

「じゃあ、いつ……？」

　そのとき、誰かにじっと見られている気配を感じて、アルジャンは振り向いた。

　厨房は戦場のような騒々しさで、料理人たちが声を掛け合いながら、それぞれの仕事を必死にこなしている。他人のほうを気にしているものなど、誰もいない。

「どうかしましたか、カレールシェフ」

「……なんでもない。それより急げ。まだ次の作業が残っている」

「は、はい」




　　　◇　◇　◇




　おまえは、鼻が利く。

　バルトレオンは、軍人時代にアルジャンをそう評した。

　おまえが役に立つのは、射しや撃げきの正確さや剣の腕前や、判断の速さだけではない。状況を嗅かぎ分わける能力だと。

　なにか不審に感じたら、すぐに報告しろと。

（確かに、あのとき、視線を感じた……）

　夕方。

　夜の作業がはじまる前のひととき、アルジャンはクライスラー城の裏庭で、ハーブをつみながら、昼に厨房で感じた違い和わ感かんについて思いを巡らせていた。

　そのとき、空気に血と鉄の香りが混じった。

「！」

　鋭く振り返ると同時に、腰にさげた調理用のナイフを抜きとり、切っ先を向ける。

　アルジャンの数歩ほど前に立っていた相手が、赤い夕日を浴びてかすかに息をのんだあと、不満そうに言った。

「勘がよいのだな。気配は殺していたつもりだったが。これでは、おまえの首を背後から切り落とせそうにない」

　そこに立っていたのは、ベルガー帝国の軍服に身を包んだ金髪の女性――皇女ヒルデリーケだった。











[image: ]

　戦場で幾度も敵として相対し、アルジャンにとってはなにかと縁えんのある女性だった。

　女だてらに軍服を身にまとい、将軍として男たちを指し揮きし、戦女神と呼ばれている。

　黄金の髪かみと緑の瞳のきつい顔立ちの美女で、軍服で体をしめつけていても隠しようのない女性らしい豊満な体つきをしている。性格の苛か烈れつさが知られていなければ、求婚者の列ができただろう。ロクサーヌよりはるかに年上なのに、ベルガーの皇女は独り身である。

　もっとも本人は、

『わたしより弱い男とは結婚しない』

　と公言しているとの噂うわさもあるが。

「……」

　なにをしに来たのだろう。

　いくら戦場でアルジャンに恨うらみがあるとはいえ、わざわざ皇女自ら、菓か子し職人の首を切り落としにきたとは思えない。

　アルジャンがナイフをベルトに戻して黙っていると、ヒルデリーケが棘とげのある声で、

「愛あい想そのない男だな」

　と、つぶやいた。

「あんなに可か愛わいらしい甘い菓子を、このつまらなそうな顔で作っているとはな。我が軍をさんざん苦しめ、わたしに煮え湯を飲ませ、〝バルトレオンの銀の猟犬〟と呼ばれたおまえが」

「……」

　申し訳ないと謝ることでもない。ベルガー軍もフロリアの兵士を大勢殺したのだから。戦争とはそういうものだ。

　それにアルジャンが謝っても、彼女の怒りは増すだけだろう。なので口をつぐんだままでいると、いまいましそうに、

「何故、わたしばかりしゃべらねばならぬのだ。わたしの声が聞こえていないわけではなかろう」

　と言った。

「……聞こえている」

　ヒルデリーケの目を見たまま低い声で答えると、向こうはこぶしを握り、下を向いて肩をわななかせながら、

「戦場にいなくても嫌なやつだなっ。想像していたとおりの最悪の男だ」

　と吐き捨て、顔を勢いよく上げてアルジャンを睨にらんだ。

「だが、おまえの能力は買っている。ベルガー帝国に仕える気はないか？　カレール。もちろん菓子職人としてではなく、軍人としてだ」

　アルジャンが返事をしようとしたとき、ヒルデリーケが鋭く目を細めた。

「この会議は無事終わらない」

　アルジャンの言葉が喉のどで止まる。




「必ず開戦する」




　ヒルデリーケの口調は確信ありげだ。赤い夕日の中に立つ軍服の女は、血まみれの女神のように見えた。













「バルトレオン将軍が病気だなんて誰も信じておらぬし、あの戦争狂いがおとなしくしているわけがない。誰よりも開戦を望んでいるのは、バルトレオンではないのか？　そうすれはフロリアは敗戦し、どのみちおまえは菓子職人の仕事を失うのだから」

　アルジャンは、つぶやいた。

「……断る」

　ヒルデリーケは、アルジャンの答えを予想していたようで、

「聞かなかったことにしてやろう。開戦したら、もう一度考えてみるといい。フロリアとベルガー、生き残るのはどちらか」

　そう言って、

「おまえが作ったバヴァロワーズは悪くなかった。が、おまえを菓子職人にしておくなんて、おおいに無駄だ」

　いつかバルトレオンに言われたのと同じ言葉を残して、濃さを増してゆく闇やみの向こうへ去っていった。

　アルジャンはハーブが入った籠かごを足元に置いたまま、ヒルデリーケが去ったほうを険けわしい目で見ていた。




　　　◇　◇　◇




　調理場には戻らず、籠を持ったままロクサーヌの部屋を訪れると、夜会用の、肩を出したドレスに着替えたロクサーヌが、朗ほがらかな笑顔でアルジャンを迎えた。

　不自由な足でひょこひょこ歩きながら、手をとって部屋の中へ招き入れ、金色に輝く瞳で、アルジャンを見上げる。

「どうしたの？　眉まゆ根ねをそんなに寄せて難しい顔をして。今日のお菓子も最高だったわ。あなたのおかげで、また無事に切り抜けられたわね。バッハルムのエドワルド宰さい相しようは、本当にいやらしいの。こちらの言葉尻をとらえて、ねちねち攻めてくるから、気を抜けないの。ベルガーの皇女は、わたしのこと敵視しているし、ミラーナのボルジエ総そう督とくは野心むきだしで、ぎらぎらしているし」

　軽やかに愚ぐ痴ちってみせてから、ふっと考え込む眼差しになり、

「でも……一番不ぶ気き味みなのはナスタシアの皇子……なの」

　と、つぶやいた。

「会議がはじまってから、ほとんど発言らしい発言をしないで、どこを見ているのかわからない目をして、あの綺き麗れいな顔をぴくりとも動かさないで、じーっと黙っているのよ。まるで会議の流れをナスタシアが決定する最高の時を待っているみたいで、怖いの」

　ロクサーヌの顔が少し青ざめ、伏せた目に気弱な影がにじむ。

　ロクサーヌにこんな顔をさせるナスタシアの第二皇子の姿を、アルジャンも思い浮かべる。目を伏せ、アルジャンの菓子を静かに味わっている、真っ白な肌と、薄い唇くちびると、金白色の髪の、女性的な容よう貌ぼう。

　ロクサーヌが臆おく病びような気持ちを振り切るように、ぱっと顔を上げる。

「ああ、でも平気よ。わたしは負けたりしないわ。イングリアのリチャード卿きようやシーザリオのロレンツォ大公は味方になってくれそうだし、なによりあなたがいるのだもの」

　と、晴れやかに笑った。

　また無理をして明るく振る舞っているのではないかと、じっと見ていると、ロクサーヌは目もとをなごませて、二人だけに通じる内ない緒しよ話ばなしをするように、秘密めかしてささやいた。

「ねぇ、あれは間に合いそう？」

「……間に合わせる」

　と答えると、くすりと小さな笑みをもらし、目を閉じた。

「そう。楽しみね。早くみんなに披ひ露ろうしたいわ。そうして、あっと言わせて、フロリアにはこんなに素晴らしい菓子職人がいるのよーって、わたしの菓子職人は世界一でしょうって、自じ慢まんしたいわ！」

　話している途と中ちゆうで目を開けて、はしゃいでみせ、薔ば薇ら色のドレスの裾すそをふわりとひるがえして回る。が、足がよろけ、アルジャンが片腕で支えると、胸に倒れ込むようにもたれかかってきた。

「……」

　豪ごう奢しやなドレスに包まれた細い体を支えたまま黙っていると、ロクサーヌもしばらく沈黙していたが、

「……女王なんだからしとやかにしろって、今日は言わないのね」

「……」

「ありがとう……」

　顔を伏せて、掠かすれた声で礼を言い、

「ごめんなさい、少し疲れちゃった。三十分たったら起こして」

　アルジャンの胸にもたれたまま、体を丸めて眠ってしまった。

　白いコックコートの布地を通して、やわらかな寝息や規則正しい心しん臓ぞうの鼓こ動どうが伝わってくる。

　細いうなじやむき出しの肩を、アルジャンは静かに見おろしていた。

　寝つきのよさは、二人で旅をしていた頃と変わらない。あどけない寝顔や、体を猫のように小さく丸める様子も、あの頃のままで……。




　――わたしたち、夫婦ということにしましょう。若い旦だん那な様と幼妻よ。




　――ねぇ、アルジャン、わたしたち夫婦らしく見えるかしら？　腕を組んでみたらどうかしら？




　――わたしのこと、なんて可愛い奥さんだろうって顔で、笑いかけてみて。ほら、そんなしかめっ面をしないで。




　アルジャンの頰ほおを両手でつまんで、くすくす笑っていた、十四歳のロクサーヌ。

　むっつりしたまま、引っ張られていた十七歳の自分。

「……」

　ロクサーヌを抱いたまま、彼女を起こさないようにゆっくりと床にしゃがみこみ、壁にもたれる。

　澄んだ香りのするハーブの籠を持ったまま、細い体を片腕でそっと抱く。

　むきだしの細い肩は、冷えたりしないだろうか。

　それを包むように、腕を回した。

　ロクサーヌは目を閉じたまま、寝息を立てている。




　――わたしの二番目の夢は、花屋の奥さんになることだったのよ。




　――わたしはこの手で旦那様のごはんを作ったり、お洋服を繕つくろってあげたりするのよ。




　――旦那様に似た子供が生まれたら、その子に靴くつ下したも編んであげるの。




　あの夢を、ロクサーヌは今でも心に描くことがあるのだろうか。

　もし、彼女が花屋に嫁とついでいたら、きっと働き者の明るい女房になっただろう。こんな細い体で、国を丸ごと背負うような重圧もなかっただろう。




　――ねぇ……アルジャン、もし、わたしがシュゼットのようにお嫁にいってしまったら。冗談ではなく本当に……もし、もしも、フロリア国のために、そうしなければ仕方のないことになったら……。




　シュゼットがシーザリオ公国へ出立したあと、不安げに目を伏せて、震ふるえる声でそんな風につぶやいていた。

　あのとき、胸の奥がひどく疼うずいて痛かった。

　ロクサーヌと二人でいるとき、いつもこの世に自分と彼女の二人きりしか存在していないような気持ちになる……。

　二人だけで、よりそって生きているような。

　けど、ロクサーヌがフロリアという国と結ばれた女王であることを、アルジャンは知っている。

　そのへんの男の女房になれる女ではないことも。

　それでも。

（俺の心臓はひとつきりだ）




　 ――アルジャン、あなたを女王の菓子職人に任命するわ。そして、あなたにお菓子のお城を作ってもらうの。




　あの言葉を自分にくれたのは、この姫さんだけだから。

　壊こわれやすそうであたたかな体を抱いたまま、アルジャンは二つの心臓が重なる音を、聞いていた。




　　　◇　◇　◇




　三十分後。

　揺すっても目覚めないロクサーヌの頰を、ぺちぺちと叩きながら、

「起きろ、姫さん」

　と呼びかけた。

「う……ん」

　ロクサーヌが眉根を寄せ、首を小さく横に振り、薄く目を開ける。

　アルジャンが無表情でロクサーヌの顔をのぞきこんでいると、目をぱっと開き、立ち上がろうとしたが、アルジャンに抱かれていて動けないことに気づいて、真っ赤になった。

「どうして……っ、わたし、あなたの腕で眠っているの？　アルジャン」

「姫さんがよりかかってきて、三十分したら起こせと言ったんだろう」

　腕をほどいて、ロクサーヌの腰に手を添そえて立たせながら淡々とつぶやくと、ロクサーヌは両手を頰にあてて、

「そ、そう、そうだけど。それは、そうなのだけど……。普通はベッドに運んでくれるものじゃない？　ほら、ベッドはすぐそこよ。なのにどうして。そ、そのもしかして、三十分、ずっとこの体勢で？」

　上うわ目め遣づかいで、おずおずと尋ねる。アルジャンは素っ気なく答えた。

「……姫さんが俺の服をつかんで、離さなかったからな」

「そうなのっ？　ごめんなさいっ」

　ロクサーヌはさらに赤くなってしまった。

「えっと、わたし、そろそろ夜会へ行かないと」

「姫さん、髪がほつれてる。後ろのリボンもほどけてる」

「えっ」

「前を向け」

　ロクサーヌを反転させ、艶つややかな薔薇色の髪を整え、ほどけたリボンもきっちり結び直してやる。

　髪を結ゆうのは、菓子職人の修行中に身につけた特技だった。ロクサーヌと二人きりのとき、よくロクサーヌがはしゃぎすぎてよろけたり、首を激しく振って、豪奢に結った髪が崩くずれることがあり、菓子のリボンを結んだり飾りつけたりする要領で直してやったら、思ったよりもうまくいって、以来ロクサーヌは、

『アルジャンが直してくれるから、安心して崩すことができるわ』

　と、お転てん婆ばぶりが加速した。

　アルジャンがむっつりした顔で髪をいじっているときは、いつも嬉うれしそうに花びらのような唇をほころばせていたが、今日は肩やうなじを赤く染めて、うつむいている。

　アルジャンのほうも、やけに切ない気持ちだった。

　ドレスのスカートのヒダも整えてやり、

「……できたぞ」

　と、ぶっきらぼうに声をかけると、振り返って儚はかなく微笑ほほえんだ。

「ありがとう。それと……ずっと抱いていてくれて……ありがとう」

　またちょっと赤くなり、それでも微笑んだまま、

「おかげで疲れがとれたわ。もうひと頑がん張ばりしてくるわね。あとは女の子を呼ぶから大丈夫よ。その子たちに会場まで付き添ってもらうわ」

　と、おだやかに言った。




　　　◇　◇　◇




　蜜みつ蠟ろうの蠟ろう燭そくを大量に灯したシャンデリアの明かりがきらめくホールで、ロクサーヌは疲れて寝入ってしまったことなど感じさせない朗らかな笑顔で、外交に励はげんでいた。リチャード卿やシュゼットの夫のロレンツォ大公と、最近世界で話題のシーザリオの新人彫ちよう刻こく家かについて、楽しそうに歓談している。

　夜会の菓子がテーブルに美しく並び、取り分けや補ほ充じゆうもスムーズに行われているのを確認し、アルジャンは会場を出た。

　ホールの中は今のところ平和を保っているが、本当に戦争は起こるのだろうか。

　ベルガーの皇女は、開戦を誰より望んでいるのはバルトレオンだと言っていた。

　彼は今も怪け我がの治ち療りよう中ちゆうという名目で、部屋にこもっている。会議がはじまってから一度も人前に出ていない。

　会議の初日の早朝、厨ちゆう房ぼうで一人で仕事をはじめていたアルジャンのところへ、ロクサーヌが足を引きずりながらやってきて、真剣な眼差しで言った。




　――わたしたちがエドワルド宰相たちの攻こう撃げきを防いでいる間は、バルトレオン将軍は会議の席に着かないと約束してくれたわ。




　――ただし、流れがフロリアに不利になれば、会議に出て自由に発言すると。それは開戦を宣せん言げんするということよ。だからわたしたちは、バルトレオン将軍が会議に出てこないようにしなきゃいけないわ。




（会議は今のところ、姫さんの想定通りに進んでいる……）

　が、バッハルムもベルガーも他の国々も、このまま引き下がるとは思えない。

　ロクサーヌが不気味だと言っていたナスタシア皇国のミハイル皇子も、企たくらみを秘めていそうだ。

　今は友好的に見えるリチャード卿やロレンツォ大公でさえ、状況が変われば反フロリア側に回る可能性がある。

（バルトレオン将軍も――）

　アルジャンはハッとし、動きを止めた。

　木が生い茂る庭の片隅で、暗がりに身を隠すようにして、話をしている二人がいる。

　普通なら闇にまぎれてしまうだろう。

　が、アルジャンは夜目が利く。

　一人は小柄だが威圧感のある男性――バルトレオン将軍だ。

　背中に冷たい汗がにじんだ。

（もう一人は？）

　さらに息をひそめ、目を凝こらす。

　黒髪の若い男……。ミラーナの総督ペドロ・ボルジエの従者に、あんな男がいた。

　二人はすぐに別れ、それぞれ別の方向へ歩き去った。

　ボルジエの従者は早足で。

　バルトレオン将軍は背筋を伸ばし堂々と、ゆったりと。

（将軍は、ミラーナと手を組んでいるのか？）




　　　◇　◇　◇




　翌朝。厨房で作業をしながら、アルジャンはゆうべ見たことをロクサーヌに話しておいたほうがよいだろうかと、考えていた。

　厨房は今朝も喧けん噪そうに満ちている。アルジャンの横で若い料理人が薔薇のソースを作っている。今日の皿盛りの菓子はヌガー＝グラッセだ。冷やす時間を逆算すると早めに仕込まなければならないので、あと少し、ここを抜けられそうにない。

　夜会が終わったのは明けがた近かった。ロクサーヌは部屋に引きとるなり、ベッドに倒れ込んで眠ってしまっただろう。部屋に忍び込んで、揺り起こしてでも伝えておくべきだったか？　判断を誤ったか？

　そのとき、後ろで怪け訝げんそうな声がした。

「あれ、なんで、このクリームまとまらないんだろう。材料が古いのかな」

「おまえの腕が悪いんだろ」

「なんだって」

　アルジャンは鋭く振り返り、クリームを混ぜている料理人のもとへ早足で歩み寄ると、ボールに銀のフォークを突っ込んだ。

「か、カレールシェフ、なにを！」

　料理人たちが、ぎょっとする。

　が、クリームにつけたフォークの先がみるみる黒ずむのを見て、また「あっ」と驚おどろきの声を上げた。

　アルジャンは険しい顔で叫んだ。

「材料を全部棄すてろ！」

　銀は、ヒ素などの毒に反応する。

　クリームが混ざらないのは、通常の材料とは違うものが入っているからだ。

（誰かが毒を混ぜたんだ）

　気づかずに菓子を仕上げて、それが会議のテーブルに並んでいたら、大変なことになっていた。クリームをかき混ぜていた料理人は、真っ青な顔で、

「お、俺は、知りません。なにもしていません」

　と、がたがた震えている。本当になにも知らないらしい。

「わかった。おまえさんはやってない。だから、がたついてないでしっかりしろ。これから材料を調達して、午後の会議に間に合わせる」

「今からそろえるなんて、無茶です」

「手に入る分だけでいい！　毒が混入されていたことも他言無用だ！　この暑さで、食材が腐くさったことにしろ！」

　とにかく会議に出す菓子の分だけでも、急いで用意しなければ。

　毒を盛った犯人を捜すのは、そのあとだ。

　アルジャンも調達に同行する。城下で小麦や卵やミルクを手に入れ、厨房に戻った。

　今日の菓子は、ヌガー・グラッセだ。卵白を泡立てメレンゲを作り、カラメリゼして刻んだアーモンドやピスタチオやフルーツの砂糖漬けとクリームを入れて混ぜ、冷やす。けど材料が足りないし、冷やす時間ももうない。

　アルジャンは、調達してきた卵や砂糖や小麦粉に異常がないかを、自ら手にとり、匂いをかいだり、舌でなめたりしながら細かく確認し、庭でつんできたスモモも、もう一度洗わせた。

　ボールに卵を次々割り入れ、そこに溶かしたバターやあたためたミルクなど他の材料を加えながら、手早く、だが繊せん細さいにかき混ぜてゆく。

　料理人たちは三人一組で作業させ、混ぜ合わせた生地を数人で、フライパンで一枚一枚薄く焼かせる。その間に、カスタードクリームと、生クリームを作る。

　薄い生地を何枚も重ねた間にカスタードクリーム、生クリームを交互に挟んで仕上げる作業は、アルジャンがすべて一人で行った。

　煮込んだスモモの果肉が、そのままごろりと入ったソースをかけたミルクレープが完成したのは、ロクサーヌからお茶とお菓子を運ぶよう指示があった直後だった。

　幸さいわい、ミルクレープは好評で、

「クレープって、ぱさぱさしたものだと思っていたのに、この生地はもちもちしているよ。スモモのソースも酸っぱくて、ああ、果肉がごろごろ入ってて美う味まいっ。美味いよ、今日も最高だよ、カレールシェフ」

　と、イングリアのリチャード卿は感激していた。

　そうしている間に、出入りの業者から新しい食材が届いた。アルジャンは昼間と同じように食材を細かく確認し、また三人一組で夜会の菓子を作るよう指示し、管理を徹てつ底ていさせた。どうにかひとつの危機を乗り越えたが、問題が解決したわけではない。

　アルジャンの脳裏に浮かんでいるのは、昨日の夜、庭でボルジエの従者と話していたバルトレオンの姿と、ボルジエ家に代々伝わるという有名な毒薬のことだった。

　その毒を使って、ボルジエ一族はこれまで数え切れないほどの敵を葬ほうむり去さってきた。




　――必ず開戦する。




　ヒルデリーケの確信に満ちた声も、繰くり返かえし耳の奥でよみがえる。




　――あの戦争狂いがおとなしくしているわけがない。誰よりも開戦を望んでいるのは、バルトレオンではないのか？




　背筋がざわめくような不安を抱えたまま、アルジャンは足音を立てずにバルトレオンの部屋へ向かった。

　そして、廊ろう下かの曲がり角から、見てしまった。

　バルトレオンの部屋から、隙のない歩き方をした男が出てくるのを。

　一見、目立たない。けどひんやりした目をしている。彼は、かつてアルジャンが所しよ属ぞくしていたバルトレオンの特別部隊の人間だ。バルトレオンは大事な戦いくさでは、必ずその部隊を作戦の要に使う。

（彼がここにいるということは、すでに兵を待たい機きさせているのか？）

　体がすっと冷たくなる。

　元同どう僚りようが去ったのを見て、ドアの前までゆきノックし、返事を待たずに、

「失礼します」

　と中へ入る。

　足を踏ふみ入いれた瞬間、ドキリとした。

　バルトレオンは窓際に立ち、カーテンの隙間から外を眺めていた。怪我で療養中という名目にもかかわらず軍服を着ており、背筋をまっすぐ伸ばし、獲え物ものを狙う鷹たかの目で、じっと見つめている。

　アルジャンが部屋に入っても、振り向きもしなかった。

　小柄な体が巨大に見える瞬間があることを、一年間バルトレオンのもとで働いたアルジャンは知っている。

　それはこの天才が、目標を定めているときだ。

「突然申し訳ありません。バルトレオン将軍にどうしても確認したいことがあってうかがいました。厨房で、菓子に使うクリームに毒が混入されていました。将軍は昨夜、ボルジエの従者と庭で話していましたね」

　バルトレオンは窓のほうを見たまま、胸にずしりと落ちてくる威い圧あつ的てきな声で言った。

「私を疑うたがっているのか。毒殺騒ぎが起これば開戦は避さけられないからな。そろそろ病人のふりをするのにあきてきた私が、いかにもやりそうだ」

「……ドラクロワ隊長が、たった今、この部屋を出て行くのを見ました」

「ああ、兵の配置がすんだことを知らせにきたんだ」

　こともなげに、バルトレオンは言った。

（やはり将軍はすでに兵を……）

「平和会議中の出兵は、協定違反です」

　声に非難を込める。

「だが、他の国もしていることだ」

　バルトレオンは冷然と言い捨て、アルジャンのほうへゆっくりと顔を向けた。

　正面から見たその顔にも、強い意志が表れていて、アルジャンは息を殺す。

「この会議が平和裏に終わるなんて、出席者の誰も考えていない。全員が開戦すると思っている。そのために、どこの国も密ひそかに兵を伏せてある。あとはきっかけを待つだけだ。すでに戦ははじまっているのだ」

「……それは違います」

　アルジャンはバルトレオンを睨みすえた。

「少なくとも一人は、開戦はしないと――させまいと、兵も武器も持たずに戦っているかたがいます」

「外交で、か」

　バルトレオンが鼻で笑う。

　アルジャンは痛いほど、目に力を込めた。

　ロクサーヌが目指しているのは、豊かなフロリア。

　バルトレオン将軍が欲しているのは、強いフロリア。

　その二つは似ているようで、異なる。ロクサーヌは外交により国を守ることを、バルトレオンは軍事力による制圧を、根底に置いている。

　バルトレオンが鷹の目でアルジャンを見つめ、語る。

「女王はここまでうまくやっている。だが、それがいつまでもつのか。信じなくてもいいが、ボルジエの従者とは立ち話をしていただけだ。内容は今後の戦争についての腹の探り合いだ。毒を受けとって厨房の鍋に放り込んだりはしていない。が、この先もそんな事件が起こるだろうし、それが表おもて沙ざ汰たになれば開戦は避けられない。おまえもいい加か減げんにケーキナイフを小銃に持ち替えたらどうだ、カレール」

　どんどん大きくなってゆくバルトレオンに威圧され、気づかないうちに手の平に冷たい汗をかきながら、アルジャンはバルトレオンを睨み返し、決然と言った。

「まだ会議は終わっていません。失礼します」

　ドアを音を立ててしめる。

　バルトレオンの部屋を出たアルジャンは、廊下を早足で進んでいった。




　――この会議が平和裏に終わるなんて、出席者の誰も考えていない。




　――全員が開戦すると思っている。そのために、どこの国も兵を密かに伏せてある。あとはきっかけを待つだけだ。




　皮ひ膚ふがびりびりするほどのざわめきが、全身を包んでいる。

　バルトレオンの言葉が本当なら、クライスラー城の周囲は、この瞬間も各国の部隊によって取り巻かれている。

　今朝、毒入りの菓子が出席者の口に入っていたら、それが開戦のきっかけになっていた。また同じことが起こると、バルトレオンは言った。

（そんなことは、させない）

　毒を混ぜた犯人を見つけ出さなければ。

　状況から見て、料理人の誰かがやったのは確かだ。彼らは全員フロリアから連れてきた人間だが、その中にスパイが潜ひそんでいたのか？

　一体誰が？

　アルジャンは廊下から庭へ出た。

　そこを突っ切り、厨房へ戻ろうとしたとき。




「おーい、アルジャン！」




　いきなり能天気な声がした。

「僕だよぉ！　来ちゃったよー！」

　パリゼにいるはずの青年の声がする。あきれたことに姿まで見える。目を輝かせ、ゆるみきった顔で手を振りながら、走ってくる。

「……何故ここにいる。どうやって城に入った」

　今は、万年スランプの劇作家につきあっている場合ではないのに。

　アルジャンが険しい顔をしていたからだろう。手前まで来たオーギュストが急に萎い縮しゆくして、

「そ、それはあの、暑いから避ひ暑しよ地ちにでも旅行しようかなって。ここならパリゼから近いし。それなら、ついでにきみの顔をのぞいておこうと思って。そう。ついでだよ！　ついで！　あ、城にはきみの店の従業員で、頼まれたものを届けに来たって言ったら入れてもらえたよ」

　アルジャンは頭痛がした。

　しかもオーギュストの後ろから、お下げの少女まで、おずおずと顔を出す。

「ご、ごめんなさい。アルさん。院長様がスモモの種を喉につまらせて……」

　院長がスモモの種を喉につまらせたことと、修道院に預けたニノンがオーギュストとここにいることの関連が見出せない。

　とりあえず、オーギュストに、ニノンに会いに行ってやってくれなどと頼むのではなかったと後悔した。

　この坊ちゃんが、おとなしいニノンをそそのかしたに違いない。少なくとも子供のニノン一人で、バッハルムまで来られるはずはなかったのだから。

　さっきまで亀かめのように首を縮ちぢめていたオーギュストは、すでにけろりとして、身振り手振りを交えながら話している。

「ここに来る途中、どこも兵士がいっぱいで驚いちゃったよ。城の中だけじゃなく、外まであんなに厳重に警けい備びしているんだね。って、そんなに怖い顔しないでおくれよ」

　オーギュストが見たのはフロリアの兵士か？　それともバッハルムか、ベルガー？　あるいはミラーナの？

　すでに戦ははじまっているというバルトレオンの言葉が、耳の奥でこだまする。

「あっ、きみにお土産みやげがあるんだ」

「ソフィーさんが、新作のカヌレの試作品を、アルさんに召し上がっていただきたいって……」

　と、ニノンもアルジャンの怒りをとこうと、そそくさとカヌレの包みを差し出す。

「チョコレート味のカヌレです。見た目は変わらないんですけれど……割ると、ちゃんと中がチョコレートの色をしているんですよ」

　オーギュストが人差し指と小指を立てて、

「中身が黄色い通常のカヌレと、新作のチョコレート味の茶色のカヌレ、二つ一緒に食べると恋が叶うなんて宣伝で売り出すのはどうかな」

　アルジャンの目が、オーギュストの手に吸い寄せられる。

「……その、人差し指と小指を立てるのは、二つという意味か？」

　声が低くなる。

　一般的に『二』を現すときは、親指と人差し指でＬの形を作る。

　少なくともフロリアでは。

　が、最近、その手の形を見た。

　オーギュストがちょっぴり恥ずかしそうに答える。

「ああ、バッハルムでは『二つ』はこうするんだよ。バッハルムに亡命していたときの癖くせで、つい」

　アルジャンは二人の横を、稲妻のように駆け抜けていった。

「え、アルジャン！」

「アルさん……！」

　驚いている声が、あっという間に遠ざかってゆく。




　――そのパイ生地はあと二回折り込め。




　――二回ですか？




　厨房でのやりとりが、まざまざと目の裏に浮かぶ。

　アルジャンの指示に、人差し指と小指を立てて確認した、あのごく普通の背格好の、目立たない青年。

（毒を盛った犯人は、ミラーナではなくバッハルムか！）

　厨房へ駆け込むなりアルジャンは彼を捜した。すべての作業は三人一組でさせている。が、アルジャンに向かってバッハルム式に指を立ててみせた男は、他の二人と親しげに話しながら、床にしゃがみ、二人から死角になるよう背中を丸めて小麦粉の袋にかがみ込んでいた。

　小麦粉をとり出すふりをしながら、小さな瓶びんに入れた粉を、今にもそこにふりかけようとしていて――。

「！」

　アルジャンに後ろから手をつかまれ、男がびくっとして振り返る。

　アルジャンはもう片方の手で瓶を取り上げ、

「これはなんだ」

　男を睨みながら訊いた。

　他の料理人たちが作業の手を止め、アルジャンたちのほうへ顔を向ける。

　アルジャンに腕をつかまれている男の顔からすっと表情が消えてゆくのを、アルジャンは見た。

（こいつ）

　危険を察知した瞬間、男がアルジャンに瓶をとられて空からになったほうの手をコックコートの間に差し入れ、そこから長い針を抜きとり、アルジャンに向かって突き出した。

　アルジャンが男から手をほどき、さがる。

　が、針はアルジャンの右の手首から二の腕の半ばほどまでを、切り裂いていた。

「っ！」

　血が飛び散る。

　厨房のあちこちで驚きの声が上がり、男が駆け出した。

「待て！」

　アルジャンはあとを追って厨房を出た。

　男は庭へ飛び出し、そこからさらに走ってゆく。城の構造がすべて頭に入っているようで、迷いのない走りだった。

　あの男は、こうしたことに慣れている。プロのスパイだ！

　夏の夕暮れは遅く、まだ頭上には太陽が力強くぎらついている。その下を、アルジャンは鋭い目をして男を追走した。

　途中でオーギュストとニノンと、すれ違う。二人は目を白黒させて、なにか叫んだようだったが、立ち止まって聞き返す余裕など無論なかった。

　男がアルジャンにつけた傷は、とっさに後ろに引いたので浅かったが、手首の血管を的確に切り裂いており、血がどんどんあふれてくる。

　それに体が痺しびれ、頭が朦もう朧ろうとする。

　針に毒が塗ぬってあったのか？

　男は城の塀へいに張りついている。あそこを登って、外へ逃げるつもりか？

（させるものか！）

　アルジャンは男の後ろから飛びつき、引きずりおろした。一緒に草の上に尻しり餅もちをつくと、男が体を反転させ、今度はアルジャンの喉を針で狙う。

　アルジャンはそれを避よけ、男の腹を蹴けった。男は後退したが、アルジャンの蹴りのほうがわずかに速かった。

「ぐふっ」

　と呻うめき、よろめいたが、すぐに体勢を立て直し、針の先端をアルジャンのほうへ向けて飛びかかってくる。

　それも避け、腕をつかみ投げ飛ばす。

　背中から草の上に倒れた男が、そのままの体勢でアルジャンに足払いをかける。

「っっ」

　体が傾かたむいたところへ、また男の足が、今度は心臓めがけて飛んできて、跳びすさった。

　お互いのコックコートの裾すそが、風にひるがえる。アルジャンのコックコートは血が飛し沫ぶき、土で汚れている。男のコックコートも似たような状態だ。

　アルジャンを襲おそう体の痺れと目め眩まいは、激しく動いたせいかますます強くなっていた。早くケリをつけなければ。でないと、こちらがやられる。この男は、強い！

　コックコートの裾がまた風をはらむ。アルジャンは男のほうへ突進し、ふところにこぶしを叩き込んだ。

　アルジャンの速度に、男は今度は反応できなかった。

　目をカッと見開き、膝ひざが崩れる。

　男の襟えり首くびをつかみ、アルジャンは荒い息を吐きながら問いつめた。

「おまえは、バッハルムのスパイか？」

　銃声がしたのは、そのときだった。

　男の体がびくりとのけぞり、腕がだらりと下がる。

　男の背中で、真っ赤な血がみるみるコックコートの上に広がってゆく。

　驚くアルジャンの視線の先に、銃剣を装着した小銃の先をこちらへ向けた兵士たちが見えた。バッハルムのエドワルド宰相の、護ご衛えいたちだ。

（口封じをしたのか）

　あの位置から発砲したなら、下へ手たをしたらアルジャンにも当たっていたかもしれない。それでもかまわなかったのだろう。

　エドワルドの声がし、顎あごに白い髭を生やした初老の男性が、品のよい笑みを浮かべて庭に現れた。

「電光石火と呼ばれていた割に、ずいぶん手間どっていたようだな、カレールシェフ。菓子ばかり作っていて、腕が鈍なまったのではないのか」

　と、わずかな動どう揺ようも見せずに、おだやかな声で言う。

　アルジャンに衿えりをつかまれたまま絶命しているコックコートの男を、まるで虫ケラでも見るような目で見おろし、

「食材に毒を入れようとしていた賊ぞくが逃げたと聞いて、護衛に様子を見にゆかせたのだが、どうやら役に立てたようだ。まさかフロリアの料理人が、会議の出席者に毒を盛ろうとしていたとは、驚いたが」

「この男はフロリアの人間ではない。バッハルムの人間だ」

　アルジャンが毒の回った体で朦朧としながら、それでも険しい声で言う。

　衿をつかんでいた手が離れ、男の遺体は庭に崩れ落ちた。

　エドワルドが不ふ愉ゆ快かいそうに眉根を寄せる。

「なんと、自分たちの国が卑ひ劣れつな行為をしたというのに、その罪をバッハルムになすりつける気か？　バッハルムに対する侮ぶ辱じよくだ。この件は、各国の代表に通達して、とことん追及せねばならん」

　追及されても、ボロを出さない自信があるのだ。

　犯人は、すでに亡くなっている。

　が、たとえ生きていても、言いがかりだと怒ってみせただろうと、エドワルドの細められた目を見て、即座に悟った。

　エドワルドの目的は、要人の暗殺ではない。

　騒ぎを起こして、開戦することだ。

　だから、してやったりというような、嬉しそうな目をしている。




　――全員が開戦すると思っている。
















　朦朧とする頭の中で、バルトレオンの声がぐるぐると回っている。

　平和会議は見せかけで、どの国も内心は武力による決着を望んでいるというのか？

　それが一番わかりやすく、また、勝利すればもっとも多くの利益を自国にもたらす最善の方法だと。

　ならロクサーヌの願いは――。

　この会議は、無駄だったのか？

　自分でも気づかないうちに、アルジャンは地面に膝をついていた。

　手首から流れる血が、草を染める。

　胸が握りつぶされているみたいに苦しいのに、体は麻痺して痛みを感じない。手が、動かない。

「くっ」

　草の上に両手をついて、這はい蹲つくばるアルジャンの上で、エドワルドの愉ゆ悦えつに満ちた声が聞こえた。

「おや、カレールシェフは、ずいぶんと気分がお悪いようだ。それでは明日の会議の菓子は作れぬだろう。明日が最後の会議になるかもしれんのになぁ。カレールシェフの菓子が味わえないのは、実に残念だ」
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　アルジャンが目覚めたのは、翌朝だった。

　ベッドの脇で、ニノンが真っ赤な目でアルジャンを見おろしていて、オーギュストも顔をくしゃくしゃにして「よかった、きみが死んだら、僕は一生甘いものを食べられないところだった」と涙声で言った。

「って、アルジャン、まだ安静にしてなきゃダメだよ！」

「そうですっ。治ち療りようがあと少し遅かったら危なかったって、お医者さんが言っていました。アルさんは死にかけていたんですよ」

　起きあがろうとして右手に激痛が走り、顔をしかめるアルジャンを、オーギュストとニノンが二人がかりでベッドに押し戻す。

　それを振り払い、ベッドからおりようとすると、また右の手首に激しい痛みが突き上げた。無理矢理手を動かそうとするが、石のように固くこわばり、指がうまく動かない。

「っっ、今はいつだ？　会議はもうはじまっているのか？　会議で出す菓か子しはどうなってる？　バッハルムは宣戦布告をしたのか？　それともフロリアが？」

　眉まゆ根ねをぎゅっと寄せたまま、目を光らせ、険けわしい表情で矢や継つぎ早ばやに問いかけると、オーギュストが臆おくしながら答えた。

「きみが庭で倒れたのは昨日の夕方前だよ。毒が回っていて危険な状態で、ロクサーヌ女王がご自分の医者に、きみの治療をさせたんだ。絶対に助けろって。会議は午後からで、まだはじまっていない。宣戦布告もまだしていない。けど……」

　オーギュストの目が曇くもり、ニノンも不安そうな表情を浮かべる。

「フロリアの料理人の中に暗殺者がまぎれこんでいて、毒を盛ろうとしたって大騒ぎになっている。犯人はどこの国の人間かってもめていて、いつ戦争が起こってもおかしくない様子で……」

　アルジャンの頰ほおがこわばってゆく。

　バルトレオンも、バッハルムの宰さい相しようも、ベルガーの皇女も、開戦を望んでいる。




　――明日が最後の会議になるかもしれんのになぁ。




　そう、このままでは。

「会議に出す菓子はその……きみが、こんなだし、きっと別の人が用意してくれるよ」

「別のやつじゃダメだ」

　右手首の激痛と、体を蝕むしばむ倦けん怠たい感かんをこらえて、アルジャンはどうにか立ち上がった。

「無理だよ！　アルジャン！　きみは利き腕を怪け我がしているんだよ！　そんな手じゃ、お菓子は作れないよ」

「アルさん、汗でびっしょりじゃないですか！　アルさんになにかあったら、わたし、またひとりになっちゃいます……っ！」

　オーギュストとニノンが必死に止める。

　ニノンはぽろぽろ泣いている。去年の春、たった一人の家族だった母親をニノンは亡くした。

　アルジャンは呻うめき声ごえが漏もれそうになるのを飲み込み、荷物から新しいコックコートを出した。

「俺は、おまえさんを一人にしない」

　ニノンに告げ、二人に背を向けながらコックコートに袖そでを通し、意志のこもる声で告げる。

「仕事を終えたら、戻ってくる」

　白いコートの裾すそがマントのように、ばさりと広がった。




　　　◇　◇　◇




（アルジャンの右手は、すぐには動かない……。午後のお茶の時間にアルジャンの菓子は出せない。これまでのやりかたは、もう通用しない）

　会議の間へ続く廊ろう下かを、ロクサーヌは従者に支えられ、硬い表情で歩いていた。

　不自由な足を引きずりながら、少しずつ。

　今の状況は、フォレノワール広場で、ギロチン台に向かって一人で歩いていったときと似ている。

　王家を憎む民衆の視線の中を、ぎらぎらと輝く鉛なまり色の刃に震ふるえながら、それでもそこへ行くより自分に道はなくて。

　恐ろしくて、足が震えて、仕方がなかった。

（けど、あのときは、アルジャンがいたわ）

　ギロチン台へ向かうロクサーヌに、うまくやったらご褒ほう美びに焼きメレンゲを作ってやると、ささやいてくれた。

　民衆に向かって語りかけるロクサーヌを、見つめていてくれた。

　だから、強くなれた。

　やり遂とげることができた。

　なのに今度は、アルジャンがいない。

　明け方までアルジャンの部屋で、目を閉じたまま動かない彼を、心しん臓ぞうが破けそうな気持ちで見ていた。

　あんまりぴくりともしないので、もう死んでしまったのではないかとますます胸が痛く苦しくなって、気が変になりそうだった。

　アルジャンの同居人の少女と、友人がいなかったら、すがりついて泣きながら名前を呼んでいたかもしれない。

　同居人の少女は、そうしていた。




　――アルさん！　アルさん！　起きてください。ひとりにしないでください！




　と、ぽろぽろ涙をこぼして。

　けど、ロクサーヌにはできなかった。

（わたしは女王だから）

　人前で家臣にとりすがったり、泣いたりできない。

　医者は、峠とうげは越したと言っていた。

　あとはゆっくり休んで回復を待つようにと。

　それでも不安で、本当はずっとそばにいて看病したかったけれど、会議に出席しなければならず、明け方アルジャンの部屋をあとにしたのだった。

　あれから会議の準備に追われて、一いつ睡すいもしていない。

　厨ちゆう房ぼうには、アルジャンが菓子を作れない可能性が高いことと、その場合は別の料理人が菓子を作るよう、ロクサーヌ自ら足を運び、伝えた。

　料理人たちは皆、不安そうな顔をしていた。

　アルジャンでなければ、会議の参加者たちを納なつ得とくさせる菓子を作るのは無理だと、彼らもわかっているのだ。

（アルジャン無しで、会議は乗り切れない）

　ロクサーヌも、胸が潰つぶれそうなほどわかっている。

　冷たい廊下を不自由な足で歩きながら、今にも心が折れそうで、

（わたしを、一人にしないで）

　今もベッドで目を閉じているであろうアルジャンに向かって、心の中で泣きそうな気持ちでつぶやく。

　それでも、アルジャン無しで乗り切らなければならない。

（アルジャンが回復して、手が治って、またお菓子を作れるようになるまで、一日でも長く、わたしが時間を稼かせがないと）

　そのとき、廊下の手前の脇の通路から、透すけるような白い肌と金白色の髪かみの憂うれい顔がおの青年が、足音もなくすーっと現れた。

　ナスタシア皇国の第二皇子ミハイルだ。ロクサーヌに気づくと、その場に止まり、道を譲ゆずった。

　ロクサーヌは、このなにを考えているのかまったく読めない皇子が、参加者の中で一番苦手だった。

　敵なのか、味方なのか、わからない。なので緊きん張ちようして、それを隠して微笑ほほえもうとしたとき。ミハイルが淡々とした声で言った。

「どうやら、バルトレオン将軍は、ご回復されたようですね」

　閉じた扉のほうへ、声と同じ淡泊な視線を向けながら、まるでその向こうが、彼のさめた瞳には透けて見えているように。

　一瞬、首筋がぞわりとし、

「お先に失礼いたします」

　と言ってミハイルの前を過ぎ、従者に扉を開けさせたロクサーヌは、今度は全身が凍こおりついた。

　会議の間は、静まり返っている。

　それは、いつも空っぽの椅い子すに、一人の男が腕組みをして座っているためだった。

　小柄だが、威い圧あつ感かんにあふれた鷹たかの目をした彼を、すでに席に着いていたロクサーヌとミハイル皇子以外の全員が強く意識し、口を結んでいる。

　彼――フロリア国大だい元げん帥すいバルトレオンを。




　　　◇　◇　◇




　開戦せずにどう収めるのか女王のお手並みを拝はい見けんしようと、会議初日の前の晩、バルトレオンはロクサーヌに言った。

　女王では押さえられないと判断したら、そのときは会議の席に着き、自由に発言させてもらうと。

　だからバルトレオンを会議に出席させないことが、ロクサーヌの第一の目標だった。

　それが、破られた！

　弱気になる心を必死に奮ふるい立たたせ、ロクサーヌは自分も会議の席に着いた。

　緊張感がただよう中、会議がはじまった。

　毒を盛った犯人の素性を巡って話が進むが、バッハルムの宰相エドワルドがフロリアを疑うたがい、ベルガーの皇女が、

「そういう貴殿の国こそ、怪しいのではないか。毒を盛った犯人を射殺したのは口封じだったようにも見えるが」

　とバッハルムに疑ぎ惑わくの目を向け、イングリアのリチャード卿きようが、

「毒と言えば、ボルジエ家の得意分野だね、毒の種類から雇やとい主ぬしを特定できないのかい」

　と発言したことが、ボルジエ総そう督とくにとっては自国を疑われたようにとれたらしく、

「毒を調べるまでもなく、一番動機があるのはベルガー帝国だろう」

　と挑ちよう発はつ的てきなことを言い、ベルガーの皇女の眉をつり上げさせた。

　ロクサーヌはどうにか流れを変えようとしたが、各国が一斉に主張しはじめて止まらない。

　会議がはじまってから黙っているのは、ナスタシアの皇子と、もう一人、バルトレオンだけだった。

　腕を組んだまま口を固く結び、巨人のような威圧感を放ちながら、会議の進行を見つめているバルトレオンに、ベルガーの皇女ヒルデリーケが嫌味っぽく尋ねた。

「先ほどから黙っておられるが、バルトレオン将軍の意見をうかがいたい。それともまだ傷が回復せず、しゃべるのも億おつ劫くうなのだろうか」

　皆の注目がバルトレオンに集まる。

　ロクサーヌも息をのむ。

（一度しゃべらせて、将軍の真意を確かめたほうがいい？　でも――）

　バルトレオンはゆっくりと口を開き、むっつりした表情を変えぬまま重厚な響きの声で言った。




「どこの国にも動機があり、どこの国がやってもおかしくはない。この議論自体が無駄だ」

　

　部屋の中が、シンと静まり返る。

　こんな会議は茶番だと、バルトレオンは言ったのだ。それより戦いくさをはじめようと。貴殿らもそれを望んでいるのだろうと。

（ダメ、これ以上バルトレオン将軍にしゃべらせたらいけない。お茶の用意をさせて。でもアルジャンは――）

　思考が迷走したとき。

「どうやら、話が加熱しすぎたようですな。一度休きゆう憩けいにしましょう」

　バッハルムの宰相が、おだやかに微笑みながら言った。

（どういうつもり？）

　ロクサーヌは緊張して、老ろう練れんな宰相のほうを見た。

　エドワルドはにこやかな表情のまま、

「フロリアの菓子職人は怪我をして調理ができないようなので、差し出がましいとは思ったのですが、バッハルムで用意させたのですよ。皆様のお気に召していただけると良いのですが」

　と嬉うれしげに言い、支し度たくをするよう従者に命じた。

　すぐに扉が開き、裾の長いコックコートに、ナイトキャップのような、先がやわらかく折れ曲がったシェフハットをかぶった、品のある壮年の男性が現れ、一礼した。




「本日、皆様のシェフを務めさせていただきます、ウィルヘルム・ホフマンでございます」




「ホフマンシェフって、あのバッハルム一の名シェフで、食の芸術家の！」

　イングリアのリチャード卿が立ち上がる。

　エドワルドが得意げに言う。

「ええ。せっかくバッハルムにお越しいただいたのに、フロリアの食事ばかりでは味気ないでしょうから、我が国一のシェフを、王都から急きゆう遽きよ呼んだのですよ」

　そうして、青ざめるロクサーヌに見せつけるように、高らかに言った。

「さぁ、我が国の文化を御覧ください！」

　ホフマンのあとから現れたのは、バイオリンやヴィオラやチェロやフルートやシンバルを持った楽隊だった。

　会議のテーブルの上に銀の板が何枚も並べられると、楽隊が軽やかな音楽を奏ではじめた。

『アマーリエ円舞曲』――バッハルムの王都麗うるわしきアマーリエの名を冠したワルツの名作で、舞ぶ踏とう会かいの定番曲だ。

　気品あふれる優雅な旋せん律りつに合わせて、ホフマンが出席者たちの椅子の間を巧たくみに動き回りながら、鉄板の上に菓子の絵を描きはじめる。

「装飾菓子ピエス・モンテ……」

　ロクサーヌの唇くちびるから、つぶやきがこぼれた。

　ピエス・モンテは、菓子の絵画だと言われている。味よりも、見た目の華やかさや奇抜さ、壮麗さを楽しむもので、砂糖を溶かして伸ばした飴あめで花や鳥を作り、砂糖とアーモンドの粉を練ねった餡あんに色づけした、十字架や剣や翼のある馬などをパズルのように平面に配置し、生クリームやメレンゲなどであざやかに彩いろどり、一枚の絵画を作り上げる。

　そこに描かれるのは、神話や歴史の一場面などの華麗な世界で、祝しゆく宴えんの席で飾られることが多く、また菓子職人がその場で、テーブルの上に飴やビスキュイやクリームで菓子の絵を描いてみせることも余よ興きようとして行われ、宴うたげの席を盛り上げていた。

　バッハルムのホフマンシェフは、ピエス・モンテの第一人者だ！

　宰相のエドワルドがほんの一瞬、穏和な白山羊の皮の下の、狡こう猾かつな黒狐の本性をあらわし、ほくそ笑んだ。

　ホフマンシェフは、まずアーモンドの粉と砂糖を練った餡で作った深い海のような色合いのマジパンを銀の板の上に張りめぐらせ、そこに砕いたビスキュイをちりばめ砂浜を表現し、焼きメレンゲの真っ白な貝かい殻がらを散りばめていった。

　なめらかな生クリームと、ふんわり軽いメレンゲを巧みに配置して作り上げた海に、波の上を舞う飴細工の紫や水色の魚たちを出現させ、絵の中央に真っ白なヌガーで大きな貝を作り、それを上下に一枚ずつ置き、口が開いている様子を現す。

　音楽は軽やかに鳴り続け、ホフマンシェフは一瞬も手を止めることなく、ワルツを踊るような足どりで作業を続ける。

　その優雅な動きにも、テーブルの上に描き出される美しい砂糖の絵画にも、席に着いている出席者たちは見み惚ほれている。

　さらに口がねの異なる絞り袋を十種類も駆く使しして、貝の周りに羽が生えた天使たちの絵を描き、開いた貝殻の上に黄金の髪をなびかせた美の女神を浮かび上がらせた。

　最後は、煮えた飴をフォークとナイフですくい上げ、金色の糸を紡ぎ上げ、海からのぼる朝の光のように、絵の上に振りまく。

　女神の誕生――。

　目の前に広がる華麗な神話の世界に、出席者たちは言葉も出ない。イングリアのリチャード卿は、唸うなっている。

　ロクサーヌもまた膝ひざの上で手を握りしめていた。

（ホフマンシェフは食の芸術家と呼ばれるピエス・モンテの達人。彼が出てきたときから、ピエス・モンテを作成するのはわかっていたわ）

　エドワルドが出席者に向かって、勝利を確信している表情で問いかける。

「どうですか、まるで美術館に飾られた絵画のようではありませんか。バッハルムとフロリア、どちらが食文化の最先端か、おわかりいただけたでしょうか」

「うむむ……確かに……バッハルムのほうが文化という点では、一日の長が感じられますな」

　リチャード卿の言葉に、エドワルドが白い髭ひげを撫なで下おろしながら、品よくうなずく。

「そうでしょうとも。しょせんフロリアの文化はバッハルムの模も倣ほうにすぎません。国家としての成熟の度合いもフロリアはまだまだで、やはり我が国がフロリアの父として、手を引いて差し上げる必要がありそうですな」

　一度ロクサーヌが潰した干かん渉しよう権けんを、エドワルドが再びちらつかせる。ロクサーヌが切り返そうとしたそのとき、笑い声が起こった。

　顔を伏せ、低い声で、くっくっとおかしそうに笑っていたのは、バルトレオンだった。

「おや、なにがおかしいのですか、バルトレオン将軍」

　エドワルドがどうせ負け惜しみだろうというように、わざとらしく尋ねると、バルトレオンが笑うのをやめ、鷹の目でエドワルドを見すえた。

「文化など、その時代の強者に従属し形を変える不安定なものにすぎない。フロリアがバッハルムを占せん拠きよすれば、バッハルムの文化はすべてフロリア風に染め変えられるだろう」

　バルトレオンの眼力に一瞬たじろいだかに見えたエドワルドだったが、彼もまた老練で狡猾な政治家である。すぐに目に冷たい光を浮かべ、言った。

「それは、我が国への宣戦布告と受けとってもよろしいでしょうか」

　ベルガーの皇女が、

　イングリア国王の従弟が、

　ミラーナの総督が、

　シーザリオの大公が、

　そして、静かな表情を白はく皙せきの面おもてにたたえたナスタシアの皇子が、二人の巨頭のやりとりを見つめ、耳をすます。

　女神の誕生を描いたテーブルで、室内の緊張が最大級に高まる。

　ロクサーヌは、割って入れない。

　この流れはもうロクサーヌだけでは、変えられない。

　戦争が起こってしまう！　フロリアが再び戦せん禍かに呑まれる！

　今こそ、切り札が必要なのに――。

（アルジャン！）

　心の中で、その名を呼んだとき。

　扉が開いた。

　ロクサーヌは目を疑った。

　睨みあっていたバルトレオンとエドワルドも扉のほうへ顔を向け、驚おどろきの表情を浮かべる。

　他の参加者たちもみな、幻を見ているような目で、開いた二枚の扉の中央に立つ彼を見ていた。

　糊のりのきいた白いコックコートに身を包み、天に向かってしゅっと伸びた白いシェフハットをかぶった銀色の髪の菓子職人――アルジャン・カレールが、堂々と立っている。

　彼は、暗殺者の毒針に刺されて重体ではなかったのか？

　そんなことはみじんも感じさせない、静かな強さを感じさせる表情と声で、アルジャンは言った。

「遅れて申し訳ございませんでした。ただいまお菓子のご用意をいたします。本日は趣しゆ向こうを変えて、皆様に舌だけでなく目でもお楽しみいただきたく存じます」




　　　◇　◇　◇




（手負いの菓子職人に、今さらなにができる。おまえの策はとっくに見切っている）

　バッハルムの宰相エドワルドは、内心でほくそ笑んでいた。

　ホフマンシェフが描いた芸術のような菓子の絵は部屋の奥に移動し、代わりのテーブルが運び込まれる。

　その上に鉄の板が並ぶ。

　出席者たちは、重体のはずのアルジャンがこの場に現れたことに驚いており、彼がなにをするのか興味を抱いているようだった。

　バルトレオン将軍は再び腕を組み、鷹の目でアルジャンを見すえている。

　ロクサーヌは不安を隠しきれない様子で、アルジャンを見上げている。

　やがて準備が終わり、アルジャンが楽隊に近づき、なにかささやいた。

　楽員がエドワルドのほうを見る。

　エドワルドはうなずいてやった。

　自分も、演奏をしてほしいと言ったのだろう。

　かまいはしない。アルジャンの行為は、どうせすぐ無駄に終わるのだから。

　楽員がアルジャンに向かってうなずき、曲を奏ではじめる。

　早朝の風景を思わせる清々しいバイオリンの調べからはじまるこの曲は『夏の嵐』だ。去年フロリアの新進作曲家が発表し、話題を呼んだ曲だ。

（古典曲に比べれば深みが足りん。それにこの曲は中ちゆう盤ばんから……）

　エドワルドが思案していると、アルジャンが動きはじめた。

　鉄の板の上に、左手で、緑に色づけした砂糖菓子を配置してゆく。

「カレールシェフも、ピエス・モンテを？」

　シーザリオの大公がつぶやく。

　その声に同情の響きがあるのは、アルジャンの動きがホフマンに比べてぎこちなく、同じピエス・モンテではホフマンの熟じゆく練れんした技巧と並べると不利だと考えたためだろう。それこそがエドワルドの狙いだった。

（カレールがピエス・モンテの準備をしていることは、厨房を探らせてわかっていた。それがカレールの菓子の目玉であることも。だから王都からわざわざホフマンを呼び寄せて、ピエス・モンテを作らせたのだ）

　アルジャンがどんな絵を描いても、ホフマンの芸術的な菓子の絵画には敵わない。ましてや利き腕に傷を負っており、慣れない左手で作業しているようでは。

　実際、透きとおった飴や、色のついたマジパンやヌガーを配置してアルジャンが描いてゆくのは、森や川や谷といった平凡なもので、序盤からホフマンに比べてあきらかに見劣りしている。

　また、ホフマンは軽やかなワルツに合わせ、出席者の間を踊るように軽やかに移動し、優雅に手や腕を動かしていたのに、アルジャンは手つきも足どりも特筆すべき点はなく、退屈だ。

『夏の嵐』は前奏の朝の光から、真昼のきらめく日射しへ曲調が変わっているが、生命の躍やく動どうを高らかに歌い上げる旋律に、アルジャンの動きは合っていない。

　バルトレオンの眉根が不ふ機き嫌げんそうに寄ってゆく。他の出席者たちも、期待はずれだったという顔をしている。

　ロクサーヌだけが、息をひそめるようにじっとアルジャンを見つめている。

（まだカレールを信じているのか？　これ以上続けても、子供が描いたような無様な絵が出来上がるだけで、フロリアの文化はバッハルムの劣化物にすぎないと自らさらすようなものなのに。恥をかかされたバルトレオンは怒りにまかせて、開戦するだろう。それこそこちらの思うつぼだ）

　すべては計画通りと、エドワルドはまた心の中で黒狐の笑みを浮かべた。

　アルジャンは唇をしっかりと結び、額ひたいに汗をにじませ作業を続けている。絞り袋に怪我をしている右手を添そえ、左手で絞り出してゆく。

　山や、森や、湖の間に、チョコレートの線が描かれる。

（ん？　なんだ？　あの線は？）

　エドワルドが目を細めたとき、

「地図……？」

　というつぶやきが、それまでつまらなそうにしていたベルガーの皇女の唇から漏れた。

　他の出席者たちも、

「ああ、本当だ」

「これは地図ですね」

　とテーブルをのぞきこむ。

　アルジャンがチョコレートで描いたのは、国境線だった。

「あちらがバッハルムで、イングリアで……ベルガー、ナスタシア、マール連合国？　ほぉ、うまい具合に描けているじゃないか」

　シーザリオのロレンツォ大公が男らしい声で言う。

（ふん、所詮地図は地図だ。ホフマンの芸術的な絵画とは比べものにならん）

　エドワルドが勝者の余裕で見守っていたとき。

　リチャード卿が不ふ思し議ぎそうにつぶやいた。




「あれ？　フロリアがない」




　その言葉で、他の出席者たちも気づく。

　バッハルムとベルガーとイングリアの間にあるべき、フロリアが存在していないのだ。

「むぅ」

　と、バルトレオンも地図を見おろし、唸った。

　アルジャンが絞り袋を置く。

（フロリアは描かないのか？）

　エドワルドも怪け訝げんに思ったとき――。

　音楽のテンポが変わった。

　それまで夏の明るさやまぶしさを爽さわやかに奏かなでていたのが、一転してなにか不吉なものが近づいてくるような、おどろおどろしい旋律になる。

　それにタイミングを合わせるように、アルジャンが無言で扉のほうへ、すっと手を差しのべる。すると重たい扉が左右に開き、くらりとするような甘い香りが、部屋の中に押し寄せてきた。ラム酒の香りだ。

　ドアの向こうからコックコートに身を包んだ男たちが続々と現れる。彼らは三人がかりで、ひとつの菓子を運んでいる。

「なんだ、あれは！」

　ミラーナのボルジエ総督が声を上げた。

　ラム酒の強烈な香りがただよう中、生クリームやメレンゲや糸飴で飾り立てられた城が、次から次へと運ばれてくる。

　それは天上に向かって高々と伸び、屋根はさざ波のようにうねる薔薇色や水色のクリームでおおわれ、城壁には白いクリームに花びらを散りばめたような模様が一面にほどこされ、建物全体に、黄金の飴が茨いばらの檻おりのように、ぐるぐると巻きついている。

　なによりも、高く鋭くそびえ立つその壮大な姿に、一同はあっけにとられた。

「あれも、ピエス・モンテなのか？」

　ロレンツォ大公のつぶやきに、

「いいや、あんなピエス・モンテは、見たことがない！　菓子で城を作るなんて！　しかも、あんなに高くて大きな！」

　リチャード卿が目を丸くして、自分の身長の半ば以上もあるお菓子の城を見上げる。

　従来のピエス・モンテは、砂糖の絵画だ。

　平面の上に飴やクリームやソースで、壮麗な絵を描き上げてゆく。あくまでも絵であり、平面なのだ。

　それをアルジャンは立体にしてみせた。ただ菓子で絵を描くだけでなく、高さと質感を伴う城を作り上げた。それは今までのピエス・モンテとはまったく異なるものだった。

　楽隊が奏でる旋律がますます不穏になり、空に暗い雲が広がり、嵐の訪れを伝える。

　菓子の城がバッハルムの、ベルガーの、イングリアの、ナスタシアの、ミラーナの、シーザリオの中央に、次々と置かれる。

　平面で描かれた絵画がふいに立ち上がり、三次元の空間を支配する。チョコレートの国境線で区切られた地図の上に、そびえ立つ白い城が圧倒的な存在感を放ち、見る者に迫ってくる。

　今、彼らが目の当たりにしているのは、製菓の大いなる進化だった。

　ロクサーヌは信頼のこもる眼差しを、アルジャンに向けている。

　不穏な旋律が高まり、ラム酒の甘い香りが参加者たちを幻惑へ誘いざなう。

　助手の料理人が、アルジャンに金色の片手鍋を渡した。

　強烈なラム酒の香りは、そこからただよっている。

　そのとき、アルジャンが、動いた。

　ダン！　と靴くつ音おとを響かせて、踏ふみ出だす。

　金の片手鍋を左手で握りしめ、そこに入った煮えたラム酒を、生クリームで飾られた華やかなピエスモンテに、ぶちまけた。

　シンバルが打ち鳴らされる音が、雷のように轟とどろく。

　バイオリンが稲光のように、音を閃かせる。

　唖あ然ぜんとする参加者たちの前を、傍かたわらを、アルジャンがこれまでとは別人のような素早い動きで、通り過ぎていく。

　銀色の髪や白いコックコートが目に入った瞬間、菓子の城に熱いラム酒がぱっと降りかかり、白い湯気が上がり、それに目を奪うばわれている間に、もうアルジャンの姿は視界から消えている。

　ホフマンシェフはワルツのステップを踏むように、ゆったりとした足運びだった。

　が、アルジャンの動きはそれより遙はるかに速く、鋭く、まさにかつての渾あだ名などおり、電光石火だった。

　ワルツではなく剣舞を見ているような動きは、音楽の高まりとともに、加速してゆく。

　片手鍋は、助手によって次々と新しいものが渡され、アルジャンはテーブルの間を動き回りながら、それを菓子の城にかけ続けた。甘い砂糖と一緒に煮た強烈なラム酒の香りと、立ちのぼる白い湯気と、アルジャンの動きに参加者たちは酔ったように顔を赤くした。実際酔っぱらっていたのかもしれない。

　降り続く雨と雷鳴と突風の中、煮えた熱い酒をかけられた城から、溶けたクリームがどろどろと流れ落ちてゆく。

　あれほど華やかで雄壮な――今までにない前ぜん衛えい的てきなピエス・モンテが、みるみる溶けてゆく。

　その行為に、皆、唖然とした。

　やがて嵐が小雨になり、音楽が淋しげな旋律に変わると、城があった場所には茶色い廃はい墟きよが残っていた。

　緑だった森や山が、赤く染まっている。

　上にかぶせた緑の砂糖が溶け、下の赤い飴が剝むき出だしになったのだ。それはまるで戦火の炎のようにも、流れ出た血のようにも見えた。

　アルジャンが低い声で告げる。




「……これは、フロリアが存在しない世界のなれの果てです」




　参加者たちが、静まり返る。

　荒れ果てた大地と、焼けただれた森、ごつごつした茶色の塊かたまりとなった城は、フロリアの割かつ譲じよう後ごの世界予想図であり、アルテナの混こん沌とんの世界規模での再現だった。

　先ほどアルジャンが描かいた国境線は、ロクサーヌがアルジャンに描えがいてみせたものだった。もし、フロリアが割譲され、フロリアという国がなくなったら、残された国々はどうなるのか？




　――国境を接する国が増えれば、そこから攻め込まれる可能性も、当然高くなるわ。




　――バッハルムとベルガーは隣接し、お互いに食いあうことになるでしょう。




　――イングリアはナスタシアに背後から攻め入られるかもしれないし、ナスタシアはフロリアを通過して東方へ延びる重要な街道を失う。




　――海運によって国益をあげているマール連合国は、フロリアが消しよう滅めつすれば、南周りの海路を、ベルガーに押さえられる危険がある。




　――それに、ベルガーが港を得れば商品の流れが変わって、イングリアが植民地で作らせている砂糖や香辛料の価格が暴ぼう落らくするでしょう。




　世界は危ういバランスの上に成り立ち、フロリアという国が消しよう滅めつすれば、次は自分たちの国が危険にさらされること。

　それをロクサーヌとアルジャンは、バッハルムに、ベルガーに、イングリアに、ナスタシアに、マール連合国に、そして腕組みをしたまま地図を凝ぎよう視ししているバルトレオンに突きつけたのだ。

　参加者たちは顔をこわばらせ、考え込んでいる。彼らの頭の中にも、未来の地図が浮かんでいて、その国境線はめまぐるしく変わっているのだろう。

　ロクサーヌが描いてみせた地図は、未来のひとつにすぎない。




（それでも、開戦することが本当に自分たちの国や世界にとって正しいことなのかを、考え直すきっかけになってくれれば）




　ロクサーヌが祈いのるように見つめ続ける中、アルジャンが金の鍋を置き、長いナイフを左手に握る。

　振り上げたナイフの表面が、光をはじいた。

　ハッとする一同の前で、地図の上に残った城の残ざん骸がいにナイフを躊ちゆう躇ちよなく入れ、切り落とす。

「！」

　城の土台は干し葡ぶ萄どうを入れて焼いたクグロフでできていて、中にとろりとしたカスタードクリームがたっぷり詰まっていた。

　それを、ナイフを自在に動かし、あっという間に切り分け、助手が差し出した皿に乗せると、そこに真っ白な生クリームを絞り出して飾りつけをし、参加者に配る。




「皆様がよくご存じのクグロフをラム酒にひたし、さらにその上からラム酒をふりかけて濃のう厚こうな味わいに仕上げたものです」




　アルジャンの低く響く声が、静かに流れてゆく。




「エーシャ大陸の砂漠地帯に伝わる民話『アリ・ババと酔いどれた盗とう賊ぞくたち』にちなんで、ババ・オ・ラムと名付けました。どうぞお召し上がりください」




　皿を受けとった参加者たちが、まだ夢を見ているような顔つきで、食べはじめる。

　砂糖を混ぜたラム酒をたっぷり吸い込んだクグロフとカスタードクリームを、ヴァニラの風味が香る冷たい生クリームと一緒に口に入れると、くらりとするような濃厚な香りが鼻を突き抜ける。

　苦みのある深い味わいが舌を痺しびれさせ、ますます酔い心地になってしまう。

　子供には絶対に食べさせられない、酒のきいた、麻薬のような大人の菓子に顔を火ほ照てらせる参加者たちに、アルジャンがさらに告げる。




「皆様がお召し上がりの間に、今度は〝フロリアのある世界〟をお見せしましょう」




　そうして、茶色の城がとりのぞかれ、参加者たちの前に新たな菓子の城が、うやうやしく運び込まれた。

　先ほど地図に置かれたクリームの城よりも、きらびやかで、壮大で、さらに精せい緻ちに作り込まれた菓子の城に、エドワルド宰相でさえ、唸うなった。

　そびえ立つ柱は、粉砂糖と澱でん粉ぷんとマメ科の植物からとれるトラガカントゴムを練りあわせて固めたもので、表面に蔓つる草くさや鳥などの細かな模様が刻まれ、その上に透きとおった甘い砂糖の糸がぐるぐるとかけられ、土台はざくざくした茶色のビスキュイとカヌレを交互に並べて作られていた。

　壁はアーモンドのケーキで、白い砂糖衣がたっぷりかかっている。

　城壁は小さなシューを無数に積み上げ、それをカリカリの飴でがっちりと固めて築かれ、屋根は刻きざんだ胡桃くるみやアーモンドを混ぜたねっとりしたヌガーを何枚も敷きつめ、縁ふちにも飴細工の飾りが繊細にほどこされた。

　窓は水色の薄はつ荷か飴をはめこみ、チョコレート味のマジパンで窓枠を作る。ねじった金色の飴を組み合わせて立てた門が輝き、赤一色だった森の木々には、飴細工の檸檬れもん色の葉っぱの群れがあらたに加えられ、戦火の炎と血が、秋のあざやかな紅葉に変わる。

　新しい、美しい世界が、ババ・オ・ラムの香りに酔う参加者たちの目の前で、一人の菓子職人によって、構築されてゆく。




　　　◇　◇　◇




（間に合わせてくれた……）

　衿えりを立てた白いコックコートを着て、縦にしゅっと伸びたシェフハットをかぶった精せい悍かんな姿を、ロクサーヌは微笑んで見つめていた。

　絶体絶命の状況を、いつも彼はひっくり返してくれる。

（今度もまた、あんな腕で……あんな体で）

　最後に、ラヴィアンローズ宮殿が運び込まれ、本来あるべき場所に――ロクサーヌたちの国の中央に、設置された。

　フロリアの王宮――パリゼの優雅と豪ごう奢しやの象徴であり、夕日を浴びると薔ば薇ら色に輝く城は、透きとおった薔薇色のゼリーで屋根をおおい、薔薇の香りの焼きメレンゲを薄荷味の飴で固めた柱が壮麗に建ち並び、ミルク色と薔薇色の角砂糖を積み上げた高い城壁で守られている。

　城の壁一面を厚くおおう、甘いヴァニラの香りの砂糖衣。張り出したバルコニーも、屋根に飾られた麗しい女神の彫像も、すべてアーモンドの粉と砂糖を練った飴で作られ、甘い酒の香りがした。庭の噴水の水は、透明な糸飴に、砂糖を銀箔でくるんだアザランをちりばめ、正門はきらめく黄金の飴で、ことに中央にかかげられた大輪の薔薇の紋章は圧巻で、薄い花びらの一枚一枚まで細かく再現されている。

　そんな美しい城の周りに、アルジャンが右手に溶けた砂糖の鍋を持ち、左手にフォークを二本持ち、それを巧みに操あやつりながら、薔薇色の糸飴を振りかけてゆく。

　無骨な指がフォークをくるりと回すたび、きらきら光る細い飴が、高貴な薔薇の香りをまき散らし、揺らめきながら落ちてゆく。ほっそりとした優美な塔とうの群れを、薔薇色の光で彩いろどり、あでやかに包み込む。

（わたしたちのお城ね、アルジャン）













　幼い日、ロクサーヌが暮らしていた。

　小さなアルジャンが、見つめていた。

　二人を出会わせ結びつけてくれた、大切な、愛いとしいお城。

　バッハルムとの国境沿いのウェーデンの森で、兵士だったアルジャンが、木の切り株に座って描いていたラヴィアンローズ宮殿を見たとき、心が震えながら引きよせられるような感覚がしたことを、ロクサーヌは微笑みながら思い出す。

　あそこからすべてがはじまった。

　お菓子の城を作るのが夢だと恥ずかしそうに打ち明けた、無ぶ愛あい想そうな青年。

　それなら、わたしが女王になって、あなたをわたしの菓子職人に任命するわと、ロクサーヌは言ったのだ。

　アルジャンは、ロクサーヌにお菓子のお城を作ってくれると、約束してくれた。

　そして今、果たしてくれた。

　不自由なはずの左手で一いつ生しよう懸けん命めいに、こんなに素敵な――優雅な――贅ぜい沢たくな、お菓子のお城を作ってくれた。

　すべての作業を終え、アルジャンが一礼する。

　真っ先に拍手をしたのはイングリアのリチャード卿だった。

「素晴らしい！　まさに芸術だ！　まるで夢を見ているようだった。ババの中に媚び薬やくでも入っていたのではないか」

　次にシュゼットの夫のシーザリオ大公ロレンツォが、溜息をついて賛さん辞じを贈おくる。

「これほど斬ざん新しんで美しく、体の芯しんが震えるようなピエス・モンテは、はじめて見た。従来のピエス・モンテの域を超えている。製菓の革命だ」

　アルジャンのピエス・モンテに込められたのは、ロクサーヌの願い。

　世界が秩ちつ序じよを保ち、平和であること。

　それこそが、世界全体を豊かにし、発展させる最良の方法だと。

　それを踏まえた上で、イングリアとシーザリオが、フロリアの女王であるロクサーヌの菓子職人を褒ほめ称たたえ、フロリアへの支し持じを表明した。

　バルトレオンはまだ腕をほどかない。

　エドワルド宰相は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように口を曲げている。

　ベルガーのヒルデリーケ皇女と、ミラーナのボルジエ総督も険しい顔で考え込んでいた。

　ボルジエ総督は周りを窺うかがうように、視線を動かしている。

（あと一人でいい。あと一人フロリアについてくれれば）

　それで流れは、こちらへ向く。

（どうか、あと一人）

　心の中で、ロクサーヌは必死に願う。

　アルジャンも会議の行方ゆくえを、じっと見守っている。

　ナスタシアのミハイル皇子が口を開いたのは、まさにそのときだった。




「私も、カレールシェフの菓子は、賛辞に値あたいするものだと思います」




　視線が一斉にミハイルのほうを向いた。

　沈黙によって関心を集めていた憂い顔の青年は、この瞬間、発言によって注目を集めていたが、それに動じることなく静かに告げた。

　むしろナスタシアこそが会議の流れを決め、世界のありかたを決める、その最高の瞬間を待っていたというように。




「このような素晴らしい芸術を前にしては、フロリアが成熟した文化国家であることを認めざるをえないでしょう。カレールシェフが創り上げた作品を通してロクサーヌ女王が提てい唱しようされた世界平和に、ナスタシアも賛同いたしましょう」




　ロクサーヌの体から力が抜ける。

　流れが、フロリアに向いた！

「同感ですな。私もカレールシェフのピエス・モンテには、感服いたしました」

　とボルジエがすかさず言い、ヒルデリーケが視線をちょっとそらし、

「我がベルガー帝国は、無意味な戦いは望まない」

　とつぶやく。

　バッハルムのエドワルド宰相は、不満そうに白い顎髭を撫でていたが、

「まぁ……バッハルムの子供ともいうべきフロリアが、ここまで成長したのは喜ばしいことですな。カレールシェフも、実はそれほど重体ではなかったようで、なによりだ」

　と苦い声で言った。

　バルトレオンは組んだ腕をほどかなかったし、鷹の目は鋭く光ったままだった。

　が、固く結ばれた唇を、開くこともない。

　それは彼もまた、アルジャンとロクサーヌがお菓子の城に込めたメッセージを受けとったということ。

　それを、認めたということ。

　危機は乗り越えた！

　フロリアの利権は守られ、戦争は回かい避ひされた。

　雨のフォレノワール広場で民衆の歓声を受けたときのように、ロクサーヌはアルジャンと見つめあった。

　そしてあのときよりもっと嬉しくて誇ほこらしい気持ちで、無愛想な青灰色の瞳を見つめ返しながら、胸いっぱいにつぶやいたのだった。

（アルジャン、わたしたちは勝ったのよ。あなたが作ったお菓子のお城が、フロリアを守ったのよ！）











[image: ]

　一カ月に及んだクライスラー会議が、参加者たちの平和への表明とともに幕を閉じたあと。

　シーザリオ公国のロレンツォ大公が、わざわざ厨ちゆう房ぼうまで帰国の挨あい拶さつにきた。

「休んでいなくてよいのか。体調はまだ万全ではないのだろう」

「……恐れ入ります。厨房にいたほうが、自分的に気分がよいので」

「カレールシェフは、根っからの料理人なのだな」

　そんなやりとりのあと、武人らしい男性的な容よう貌ぼうと、人好きのする明るい目をした大公は、親しげにアルジャンに言った。

「私の妃きさきが、フロリアには世界一の菓か子し職人がいるのだと話していた。この会議の間に、カレールシェフの菓子を存分に味わい、納なつ得とくした。私も妃の意見に賛成だ」

　それから敬意のこもる眼差しになり、

「実は私は、子供の頃から芸術家になりたかったのだよ。彫ちよう刻こくでも絵画でも音楽でもいい。自分の手で心を震ふるわせるような美しいものや、素晴らしいものを生み出すことに強烈に憧あこがれていた。が、見事に才能がなくてなぁ。絵を描けば猫が熊くまになり、彫刻は鑿のみを振るいすぎて大理石を壊こわしてしまう。バイオリンもピアノも力を入れすぎて柄えが折れるわ、鍵けん盤ばんが弾け飛ぶわで、歌えば、これまたひどい音おん痴ちで――いやもう本当にこうまで徹てつ底てい的てきに向いていないと、あきらめもつくというもので。代わりに芸術家を支し援えんすることにしたのだ」

　と語り、

「だから、あんなピエス・モンテを見せられたら、フロリアに肩入れせずにはいられなかった」

　と、しみじみつぶやいた。

　そしてまた親しげな笑顔になり、

「妃に最高の土産みやげ話ばなしができた。いつかシーザリオへも菓子を作りにきてほしい。できれば夏がいい。ちょうどオレンジの収しゆう穫かくの時期で、私も妃もオレンジが好きだから。オレンジを使った菓子を、ぜひ妃に食べさせてやりたい」

　アルジャンは静かに礼を述べ、いつか機会があればと答えた。




　バルトレオンも、アルジャンたちより一足早くフロリアへ帰国した。

　アルジャンは将軍が帰国する前の日、風が涼しく吹きはじめた昼下がりの庭で、彼を見送った。

　バルトレオンは小柄な体に威い厳げんをたたえ、アルジャンに告げた。

「私は、武力が文化を染め変えるという考えを、あらためるつもりはない。だがフロリアの国民として、パリゼの市民として、あれほど素晴らしいラヴィアンローズ宮殿を見せてもらったことには、敬意を表そう」

　そして鷹たかの目を鋭く光らせ、

「次の遠征にも、あの栗の砂糖煮を持ってゆこう。あれはすぐに簡単に食べられるからいい。用意しておいてくれ」

　アルジャンの返事を待たずに、背を向けて去って行った。

　小柄な体を巨人のようにふくらませ、圧倒的な強さと野心を放ちながら。次の戦いに向かって。

（いずれバルトレオン将軍は、また姫さんと対立するだろう）

　ロクサーヌが目指すのは、豊かなフロリア。

　バルトレオン将軍が望むのは、強いフロリア。

　それは、この先もきっと変わらないだろうから。




　イングリアのリチャード卿きようから、イングリアへ来て自分の専属の料理人になってほしいと熱心に懇こん願がんされたり、ベルガーのヒルデリーケ皇女に、

「軍人としてのおまえが欲しいという言葉を、撤てつ回かいしたわけではないからな。気が変わったら、いつでもベルガーへ来るといい」

　とまた勧かん誘ゆうされたりしながら、クライスラー城から人がしだいに減ってゆく。




　オーギュストとニノンも明るい笑顔で、

「パリゼのお店で、待ってます！」

「僕も店できみを出迎えるよ！　僕の好きなお菓子をなんでも作ってくれる約束だったよね！」

　と言った。

「へボ作家、おまえさんは出迎えなくていい。ニノンのことを頼んでおいたのに、クライスラー城に連れてくるなんて。その上、菓子を作れなんて図ずう々ずうしい」

「そんなー。楽しみにしてたのに」

「わたしがオーギュさんにお願いしたんです。オーギュさんを許してあげてください。そ、それに、オーギュさんのおかげでクライスラー城へこられて、アルさんのカッコよくてすごいところを見ることができて、よかったです」

「まったくだ。きみは最高だったよ。いつか絶対に、きみを主人公にして脚本を書いてみせるよ。僕の最高傑けつ作さくをね」

　と、アルジャンの顔をまたしかめさせたあと、

「じゃあ、僕らのパリゼで再会しよう！」

　と、ニノンはぺこりと頭を下げて、オーギュストはにぎやかに手を振って、去っていった。




　　　◇　◇　◇




　参加者はすべて帰国したので、アルジャンはロクサーヌのためだけに、冷たいカスタードのクリームの上に、泡立てた薔ば薇ら色のメレンゲを雲のようにふわりとかけたものを作った。

「美お味いしい。薔薇色の綿帽子を食べているみたい。本当にふわふわだわ。下のクリームもなめらかでひんやりしていて、素敵」

　と、ロクサーヌは自分の部屋で味わったあと、安あん堵どと満足の入り混じった溜息をもらした。

「あー、でも、やっと会議が終わったわ。やっぱり一番のくせ者はナスタシアの皇子だったわね。彼だけは不確定要素だったから、心配だったの」

「……他は予想通りだったのか？」

　アルジャンが尋ねると、

「だいたいはね。そのために集めた面メン子ツだったから」

　シュゼットの夫で、こちらの味方についてくれる可能性が高いロレンツォや、食い道楽で、特に甘いものには目がないイングリアのリチャード卿が会議に参加するよう、事前に画かく策さくしたのだと、聡明な瞳で打ち明ける。

　会議の前からすでにロクサーヌは戦略を立て、実行していたのだ。

（まったく、この姫さんは……）

　ロクサーヌが椅い子すに座ったまま、愛らしい顔をアルジャンのほうへ向けて微笑ほほえむ。

「でも、一番の功労者はあなたよ、アルジャン。お菓子のお城を作ってくれるという約束をはたしてくれたわね。ありがとう」

「礼を言うのは俺のほうだ。夢を叶えさせてもらった」

　彼女に出会わなければ、自分の心しん臓ぞうは冷たいままだっただろう。あんな風に無茶をしたり、熱くなったりすることはなかっただろう。

　ロクサーヌは微笑んだまま、アルジャンを見上げている。

「ねぇ、お菓子のお城は、作っても、作っても、なくなってしまうわね。それは無駄なことだわ。でも無駄なことは虚むなしいことじゃない。この夏の日のクライスラー城での出来事を、みんなが語り伝えるわ。あなたのお菓子の城がどんなに美しく、力強く、素晴らしかったかを。わたしも誇ほこらしかったわ」

　薔薇色の髪かみを結い上げ、フリルやリボンのついた豪華なドレスをまとったロクサーヌの顔は、きらきらと輝いていて、女王の気品と自信にあふれていた。

「……もう、誰も姫さんをお飾りの女王だとは思わないだろうな」

　バルトレオンの意志に従うのではなく、自分の意志で戦い、勝利した。

　もう名実ともに女王だ。

　二番目の夢の出番はないだろう……。

　アルジャンの声に混じるほろ苦さを、ロクサーヌも感じたのだろうか。少しだけ淋しそうな眼差しになる。

「今でも、花屋の女房になりたいか」

　アルジャンが尋ねると、明るく、

「いいえ。今のわたしの二番目の望みは、お菓子屋さんの奥さんなのよ」

　と、いたずら気に瞳をきらめかせた。

　甘い空気がただよう。

　けど、これはただの言葉遊びだと、アルジャンもロクサーヌも知っている。




（きっとアルジャンは、いつものように本気にせず、素っ気なく『そうか』と流して背中を向けてしまうのでしょうね……）

　アルジャンを見つめながら、ロクサーヌは心の中で、淋しい気持ちでそんな風に考える。

　本当は、淋しいなんて思ったりしてはいけないのだけれど。

　アルジャンが低い声で、ごく自然に言う。

「なら、女王を退位したら、俺のところへ来ればいい」

　ロクサーヌは絶句してしまった。

　何度か息をのみ、口を開きかけては閉じ、おずおずとつぶやく。

「あなたは……ときどき、とんでもないことを、言うわ」

「……そうか」

　今度はいつものように視線をそらし、無ぶ愛あい想そうに、素っ気なく流した。

　それでホッとして、そんなアルジャンをからかおうとして、ロクサーヌは急に胸がつまって泣きそうになった。

　目を一瞬だけうるませ、そのあと嬉うれしさでいっぱいの顔で笑った。

「そうね、そのときはよろしくね」

　アルジャンは答えない。

　黙々と紅茶のお代わりを、薔薇模様のカップに注いでいる。

　けれど、もし誰かが今、アルジャンの顔を見たら、びっくりするような優しい顔で笑っていた。











　ロクサーヌ女王とアルジャンの信頼関係は、生しよう涯がいにおいて変わらなかった。




　後年アルジャンは、イングリア王国やベルガー帝国に招かれ、そこで菓子職人として腕を振るう機会を得、一時はナスタシアの皇宮にも皇室料理人として滞在した。

　が、どこの国にあっても、アルジャンは「自分はフロリアの女王の菓子職人である」と名乗り、亡くなる間際まで菓子職人としてロクサーヌ女王に仕え、女王もまた彼が作る菓子を愛した。

　バルトレオンとロクサーヌ女王は、クライスラー会議の数年後に決裂する。

　クライスラー会議で重要な役割を果たしたナスタシアの第二皇子ミハイルは皇帝となり、バルトレオン失脚の要因となったナスタシア遠征において、徹てつ底ていした持久戦によってフロリア軍を疲ひ弊へいさせ、バルトレオン将軍を敗走せしめ、その知略をとどろかせた。

　ミハイル皇帝がロクサーヌ女王に求婚することも、ベルガーのヒルデリーケ皇女が十歳も年下のミハイル皇帝に嫁とつぐことも、クライスラー会議の最中に予想しえたものはいなかっただろう。




　アルジャン・カレールは、菓聖と呼ばれる歴史的な菓子職人になる。

　彼の養い子であり、長じて弟子となったニノン・エーメは、師であるアルジャンの膨ぼう大だいなレシピを書き残した。

　アルジャンが考案したエクレールやプラリーヌや薔薇の焼きメレンゲは、今でもパリゼで定番の菓子として愛され、アルジャンとオーギュストが再建に関わったメリエール修道院では修道女たちがカヌレを売り、観光名所になっている。

　アルジャンの友であったオーギュスト・ラ・グリューは、初期の代表作『アーモンドの花嫁』をはじめとする数々の名作を書き上げ、大グリューと呼ばれる劇作家になった。

　彼がはたして後世に残る悲劇を書いたかどうかは、誰もが知っていることだ。




　ロクサーヌ女王は、独身を通した。

　が……。

　薔薇の花が咲き乱れる別荘を時折訪れ、そこで銀色の髪の男の子を養育していたという話が残っている。

　その男の子が誰の子供で、どんな大人になったのかは伝わっていないし、曾そう祖そ父ふの遺い稿こうでもふれられていない。








あとがき




　こんにちは、野の村むら美み月づきです。『アルジャン・カレール～革命の英雄、或あるいは女王の菓か子し職人～』上・下同時発売の、こちらは下巻のあとがきになります。

　上巻にも書きましたが、本作に登場する人物、国、お菓子の来らい歴れきその他、八割はフィクションです！　下巻のピエス・モンテも、実際のピエス・モンテと似ているようで異なっているので、あくまでこの物語の中のピエス・モンテとして解釈していただけたら幸さいわいです。またチョコレートロール＝アミティエも完全に創作です。こちらは、昔、私の故郷にあったケーキ屋さんが、商品に『キャベツ畑の道化師（※シュークリーム）』『草原の朝日（※スフレチーズケーキ）』と素敵な名前をつけてらして、中でも珈琲コーヒーロールが『友との約束』で――それはほろ苦い焦こげ茶ちや色という意味なのかしら、と奥深さに感動した思い出から命名させていただきました。とはいえ、二割は本当のことも混じっておりますので、アルジャンのモデルになったカレームシェフの歩んだ、あざやかな夢のような生しよう涯がいも、ぜひ御ご覧らんになってみてください。感動必至ですよー。




　さて、ここから、執筆までの経緯（後編）です。

　淡々主人公による学園パティシエものが、六回の改稿を経て全没になり、急きゆう遽きよ企画したのが『ヒカル』でした。こちらも色々苦労はありましたが、どうにか発売に間に合わせることができました。けど、そのあとも、どうしたら無口で冷静なパティシエ志望の彼をもっと上手に書いてあげられたのだろうと、繰くり返かえし考えておりました。そういう男の子の視点で魅み力りよく的てきに書かれた小説も、たくさんあります。なにが違うのだろう、どうして書けないのだろう、改善点はどこにあるのだろうと……。

　やがて『ヒカル』も最終巻を迎え、あまった時間で、無口な男の子がダブル主人公の片方を務める『陸りくと千ち星せ』を書いてみて……もしかしたら、あちらの彼も、今なら書けるかもと、思い立ちました。けどやっぱりまだ難しそうですし、テーマ的に読み切りでは辛つらそうです。それに今だと学園もので企画を通すのも厳きびしめで……流行的にはファンタジーのほうが……それなら歴史ものとかいいかも。ドレスもたくさん描いてもらえるし。無口なパティシエで歴史もの？　パティシエだけど元軍人とか？　あああっ、なら、前からやりたかったカレームでいってみよう！

　こうして『陸と千星』が脱稿したあと、いそいそと担当さんにお話ししたところ乗り気になってくださって、実現したのでした。執筆してみたら、資料との兼ね合いや虚きよ構こうの割合など戸と惑まどうことだらけで、歴史ものというより時代劇風味で、しかも一冊読み切りでまとめる予定が書いても書いても終わらず、普段の三倍くらい大変だったのですが。そもそもプロットが原稿用紙換かん算さんで一八一枚あった時点で、一冊は無茶でした……。

　それでも、なんとか形になってくれて、まだまだ課題も多いですが、とっても大事な作品になりました。学園パティシエものも、腕を磨みがいて、いつかチャレンジしてみたいです。そのときは、どうかまたお手にとっていただけますように。


二〇一四年　八月二四日　野村美月
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